
 Japanese  Weekly Newspaper  (Free)

Member of THE OVERSEAS JAPANESE PRESS ASSOCIATION

 NY生活プレス社  NO.982（週刊） 2024年 11月 2日土曜日  ・NEW YORK SEIKATSU PRESS, INC.  ☎ (212) 213-6069
・71 WEST 47TH STREET, SUITE 1205, NEW YORK, NY 10036

■
新
聞
と
同
じ
レ
イ
ア
ウ
ト
で
読
め
る
デ
ジ
タ
ル
版www.nyseikatsu.com

 

世
界
の
ど
こ
に
い
て
も
Ｎ
Ｙ
の
今
が
分
か
る
日
本
語
新
聞
（
フ
リ
ー
）©All copyrights reserved to New York Seikatsu Press, Inc.

一般社団法人海外日系新聞放送協会加盟社

 SHUKAN
NEW YORK
SEIKATSU

 Printed in U.S.A.

　

本
紙
「
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
」
は
、
日
本
で
、
国
立
国
会
図

書
館
（
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１
丁
目
）
と
都
立
中
央

図
書
館
（
港
区
南
麻
布
）
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
利
用
者

の
閲
覧
が
可
能
で
す
。
ま
た
東
京
大
学
の
本
郷
と
駒
場
の

両
図
書
館
で
も
閲
覧
が
可
能
で
す
。

　

日
本
で
衆
院
選
挙
が
27
日
に

行
わ
れ
、
自
民
・
公
明
与
党
が

過
半
数
割
れ
の
結
果
と
な
っ
た

こ
と
に
つ
い
て
、
米
国
メ
デ
ィ

ア
も
大
き
く
報
道
し
た
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ

（
10
月
28
日
付
電
子
版
）は
、「
ア

ジ
ア
で
最
も
安
定
し
た
民
主
主

義
を
混
乱
に
陥
れ
る
可
能
性
が

あ
る
」と
指
摘
し
た
。
同
紙
は
、

石
破
首
相
は
政
治
資
金
ス
キ
ャ

ン
ダ
ル
（
い
わ
ゆ
る
「
裏
金
問

題
」）
を
敗
因
と
し
て
い
る
が
、

「
有
権
者
の
不
満
は
も
っ
と
根

深
い
よ
う
だ
」
と
し
て
、
元
外

交
官
で
現
在
は
キ
ヤ
ノ
ン
グ
ロ

ー
バ
ル
戦
略
研
究
所
特
別
顧
問

を
務
め
る
宮
家
邦
彦
氏
の
「
過

去
30
年
間
の
停
滞
と
生
活
水
準

の
低
下
、
特
に
若
者
の
生
活
水

準
の
低
下
に
不
満
が
募
っ
て
い

る
」
と
の
声
を
取
り
上
げ
て
い

る
。
同
氏
の
「
こ
れ
は
単
な
る

政
治
資
金
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
で
は

な
い
、
こ
れ
は
も
っ
と
構
造
的

で
長
期
的
な
問
題
だ
」
と
の
見

方
を
伝
え
て
い
る
。

　

Ｃ
Ｎ
Ｎ
（
同
）
も
「
世
界
第

４
位
の
経
済
大
国
を
稀
に
見
る

政
治
的
不
安
定
期
に
陥
れ
た
」

と
報
じ
、
生
活
費
の
高
騰
、
イ

ン
フ
レ
、
自
民
党
中
枢
の
大
規

模
な
政
治
資
金
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル

に
国
民
の
怒
り
と
政
府
へ
の
不

信
が
高
ま
っ
て
い
た
結
果
だ
と

し
た
。

　

ロ
イ
タ
ー
は
（
同
）
は
「
日

本
が
経
済
的
な
逆
風
に
直
面

し
、
強
硬
な
中
国
と
核
武
装
し

た
北
朝
鮮
に
よ
っ
て
緊
張
し
た

安
全
保
障
状
況
に
陥
り
、
米
国

の
有
権
者
が
ま
た
も
や
予
測
不

可
能
な
選
挙
に
臨
む
１
週
間
前

に
起
こ
っ
た
こ
と
だ
」
と
事

態
を
懸
念
す
る
論
調
で
報
じ

た
。
ま
た
「
不
確
実
性
に
よ
り

円
は
３
カ
月
ぶ
り
の
安
値
に
沈

ん
だ
」
と
報
じ
た
。
ブ
ル
ー
ム

バ
ー
グ
通
信
（
同
）
は
、
政
治

の
不
安
定
さ
は
株
式
市
場
に
と

っ
て
マ
イ
ナ
ス
要
因
と
な
る
の

が
一
般
的
だ
が
、
日
経
平
均
株

価
は
１
・
８
％
上
昇
し
、
Ｔ
Ｏ

Ｐ
Ｉ
Ｘ
は
１
・
５
％
上
昇
し
た

こ
と
を
指
摘
、「
石
破
氏
が
総

裁
の
座
に
留
ま
る
の
に
十
分
な

支
持
を
確
保
で
き
る
兆
候
が
あ

る
」
と
報
じ
た
。
ま
た
円
安
に

振
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
「
日

本
の
株
式
市
場
を
支
え
る
傾
向

が
あ
る
」
と
し
て
い
る
。

　

米
大
統
領
戦
で
は
ブ
ル
ー
ス

テ
ー
ト
と
呼
ば
れ
る
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
な
ど
民
主
党
候
補
が
ほ
ぼ

勝
つ
州
、
レ
ッ
ド
ス
テ
ー
ト
と

呼
ば
れ
る
テ
キ
サ
ス
な
ど
共
和

党
候
補
が
ほ
ぼ
勝
つ
州
は
決
ま

っ
て
お
り
、
支
持
率
が
拮
抗
す

る
激
戦
州
が
勝
敗
を
分
け
る
と

さ
れ
、
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
、
ノ

ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
、
ジ
ョ
ー
ジ

ア
、
ア
リ
ゾ
ナ
、
ウ
ィ
ス
コ
ン

シ
ン
、
ミ
シ
ガ
ン
、
ネ
バ
ダ
の

激
戦
７
州
の
行
方
に
注
目
が
集

ま
っ
て
い
る
。
こ
の
７
州
は
民

主
、
共
和
両
党
の
支
持
者
が
拮

抗
し
て
お
り
、
無
党
派
層
・
中

間
層
の
取
り
込
み
が
勝
利
の
鍵

を
握
る
と
さ
れ
る
。

　

政
治
サ
イ
ト
の
リ
ア
ル
・
ク

リ
ア
・
ポ
リ
テ
ッ
ク
ス
が
10
月

11
日
か
ら
26
日
ま
で
の
14
の
主

要
世
論
調
査
を
ま
と
め
た
も
の

で
は
、
全
国
世
論
調
査
の
支
持

率
は
ト
ラ
ン
プ
氏
が
48
・
５
％

で
ハ
リ
ス
氏
の
48
・
４
％
を
０
・

１
％
上
回
っ
て
い
る
も
の
の
、

ま
さ
に
僅
差
で
あ
り
誤
差
の
範

囲
と
な
っ
て
い
る
。
激
戦
７
州

も
す
べ
て
ト
ラ
ン
プ
氏
が
ハ
リ

ス
氏
を
上
回
っ
て
い
る
が
、
ペ

ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
で
０
・
５
％
、

ミ
シ
ガ
ン
で
０
・
１
％
、
最
大

の
ジ
ョ
ー
ジ
ア
で
も
２
・
３
％

の
差
し
か
な
い
。
ど
れ
も
３
％

以
下
の
誤
差
の
範
囲
で
あ
り
予

測
は
困
難
と
な
っ
て
い
る
。
不

在
者
投
票
・
郵
便
投
票
が
多
く

な
り
、
投
票
率
が
上
が
れ
ば
ハ

リ
ス
氏
に
有
利
と
さ
れ
る
一

方
、
世
論
調
査
に
出
て
こ
な
い

「
隠
れ
ト
ラ
ン
プ
支
持
者
」
は

多
い
と
さ
れ
て
お
り
、
ト
ラ
ン

プ
氏
の
「
地
滑
り
的
勝
利
」
の

可
能
性
も
取
り
沙
汰
さ
れ
て
い

る
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
商
工
会
議
所
（
Ｊ
Ｃ
Ｃ
Ｉ
、
河
手

哲
雄
会
頭
）
は
、
第
40
回
年
次
晩
餐
会
を
25
日
ヒ
ル
ト
ン

ホ
テ
ル
で
開
催
し
、
５
７
０
人
が
参
加
し
た
。
今
年
の
テ

ー
マ
「
新
た
な
時
代
の
創
造
」
は
、
困
難
で
不
確
実
な
時

代
を
、
回
復
力
と
革
新
性
を
も
っ
て
乗
り
切
る
と
い
う
団

結
の
決
意
を
強
調
し
て
い
る
。

　

今
年
の
イ
ー
グ
ル
・
オ
ン
・
ザ
・
ワ
ー
ル
ド
賞
受
賞
者

は
、
デ
ビ
ッ
ド
・
Ｅ
・
ワ
イ
ン
ス
タ
イ
ン
・
コ
ロ
ン
ビ
ア

大
学
カ
ー
ル
・
Ｓ
・
シ
ュ
ー
プ
日
本
経
済
教
授
、
コ
ロ
ン

ビ
ア
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
ス
ク
ー
ル
日
本
経
済
・
ビ
ジ
ネ
ス
セ

ン
タ
ー
所
長
と
プ
ロ
レ
ー
シ
ン
グ
ド
ラ
イ
バ
ー
で
イ
ン
デ

ィ
５
０
０
マ
イ
ル
レ
ー
ス
に
２
度
優
勝
し
た
佐
藤
琢
磨
氏

に
贈
ら
れ
た
。
メ
モ
リ
ア
ル
受
賞
者
は
世
界
的
に
著
名
な

指
揮
者
の
故
小
澤
征
爾
氏
に
贈
ら
れ
、
子
息
の
征
悦
氏
が

受
け
取
っ
た
。

Photo:　Andrew Levine Photography (andrewlevine.com)

左から前田正明事務局長、フェッザ氏、小澤征悦氏、ワインスタイン氏、佐藤琢磨氏、大塚洋文氏、角野隼斗氏、河手哲雄会頭

新たな時代の創造
JCCI が第 40回年次晩餐会

佐藤琢磨氏を表彰

　

第
50
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙

等
の
実
施
に
伴
い
、
今
回
で
17

回
目
と
な
る
在
外
投
票
が
実
施

さ
れ
た
。

　

総
務
省
に
よ
れ
ば
、
第
50
回

衆
議
院
議
員
総
選
挙
に
お
け
る

在
外
投
票
の
投
票
者
数
は
、
小

選
挙
区
選
挙
が
１
万
７
２
８
８

人
、
比
例
代
表
選
挙
が

１
万
７
４
０
３
人
だ
っ
た
。
10

月
27
日
の
在
外
選
挙
人
名
簿
の

登
録
者
数
は
９
万
５
４
７
２
人

で
、
投
票
率
は
18
・
11
％
（
小

選
挙
区
選
挙
）
及
び
18
・
23
％

（
比
例
代
表
選
挙
）
と
な
っ
た
。

ま
た
、
今
回
初
め
て
実
施
さ
れ

た
第
26
回
最
高
裁
判
所
裁
判
官

国
民
審
査
に
お
け
る
在
外
投
票

の
投
票
者
数
は
１
万
５
１
１
１

人
、
投
票
率
は
15
・
83
％
だ
っ

た
。 在外投票結果

投票率18％台止まる
総務省発表

保
守
過
半
数
割
れ
に
米
メ
デ
ィ
ア
の
論
調

衆議院選挙

日
本
の
不
安
定
化
懸
念無

党
派
層
獲
得
が
鍵

結
果
予
測
は
困
難

大統領選

　

夏
時
間
が
11
月
３
日
（
日
）

午
前
２
時
で
終
了
し
ま
す
。
土

曜
の
夜
、
お
休
み
前
に
時
計
の

針
を
１
時
間
お
戻
し
く
だ
さ

い
。
日
本
と
の
時
差
は
14
時
間

と
な
り
ま
す
。

夏
時
間
終
了

www.saitollp.com
https://ibec-usa.com/
http://www.nyseikatsu.com
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http://www.nyseikatsu.com
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世
界
で
最
も
優
れ
た
バ
ー
を

表
彰
す
る
「
ワ
ー
ル
ド
・
ベ
ス

ト
・
バ
ー
50
」
の
式
典
が
22
日

に
マ
ド
リ
ッ
ド
で
開
催
さ
れ
、

Ｎ
Ｙ
市
内
で
は
、
日
本
人
バ
ー

テ
ン
ダ
ー
の
渡
邉
琢
磨
氏
が
腕

を
振
る
う
マ
テ
ィ
ー
ニ
ー
ズ

（
東
17
丁
目
１
２
１
番
地
）
を

含
む
４
店
舗
が
受
賞
し
た
。

　

同
リ
ス
ト
の
50
店
舗
は
、
バ

ー
テ
ン
ダ
ー
や
ラ
イ
タ
ー
、
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
酒
類
業
界

の
専
門
家
か
ら
成
る
ワ
ー
ル

ド
・
ベ
ス
ト
・
バ
ー
50
・
ア
カ

デ
ミ
ー
の
会
員
７
０
０
人
が
厳

選
し
た
。
同
賞
を
主
催
す
る
英

国
の
メ
デ
ィ
ア
企
業
ウ
ィ
リ
ア

ム
・
リ
ー
ド
は
投
票
の
条
件
と

し
て
「
実
際
に
行
っ
た
バ
ー
を

投
票
し
、
個
人
的
な
金
銭
的
利

害
関
係
で
選
択
し
な
い
こ
と
」

を
あ
げ
て
い
る
。

　

今
年
の
１
位
に
は
、
メ
キ
シ

コ
シ
テ
ィ
の
ハ
ン
ド
シ
ェ
イ

ク
・
ス
ピ
ー
ク
イ
ー
ジ
ー
が
選

ば
れ
た
。
Ｎ
Ｙ
市
内
の
バ
ー
で

最
も
評
価
が
高
か
っ
た
の
は
ロ

ウ
ア
ー
・
イ
ー
ス
ト
サ
イ
ド
の

ダ
ブ
ル
・
チ
キ
ン
・
プ
リ
ー
ズ

の
14
位
で
、
次
い
で
金
融
街
の

オ
ー
バ
ー
ス
ト
ー
リ
ー
が
15

位
、マ
テ
ィ
ー
ニ
ー
ズ
は
24
位
、

そ
し
て
27
位
は
ス
ー
パ
ー
ブ
エ

ノ
だ
っ
た
。日
本
の
バ
ー
で
は
、

25
位
に
新
宿
の
ベ
ン
フ
ィ
デ
ィ

ッ
ク
、
42
位
に
フ
ォ
ー
シ
ー
ズ

ン
ズ
ホ
テ
ル
東
京
大
手
町
内
の

ヴ
ェ
ル
テ
ュ
が
選
ば
れ
た
。

世界最高のBAR
NYマティーニーズが受賞
日本人バーテンダーの店

　

ブ
ラ
イ
ア
ン
ト
パ
ー

ク
に
バ
ン
ク
・
オ
ブ
・

ア
メ
リ
カ
・
ウ
ィ
ン
タ

ー
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
が
オ
ー

プ
ン
し
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

カ
ー
た
ち
に
一
足
早
い

ホ
リ
デ
ー
シ
ー
ズ
ン
の

到
来
を
告
げ
て
い
る
。

　

冬
の
間
、
同
パ
ー
ク

に
は
１
７
０
以
上
の
小

規
模
企
業
が
集
ま
り
、

職
人
の
手
に
よ
る
ギ
フ

ト
や
工
芸
品
、
グ
ル
メ

な
フ
ー
ド
な
ど
を
販
売

す
る
。　
　

　

ア
ー
バ
ン
・
ス
ペ
ー

ス
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
よ

る
ホ
リ
デ
ー
シ
ョ
ッ
プ

は
毎
日
オ
ー
プ
ン
し
、

気
軽
に
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

る
。

　

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
開
催

に
合
わ
せ
て
、
ア
イ
ス

ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
も
オ

ー
プ
ン
し
、
来
場
者
は

無
料
で
ス
ケ
ー
ト
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
る
。

ホ
リ
デ
ー
シ
ョ
ッ
プ
は

来
年
1
月
5
日
ま
で
、

マ
ー
ケ
ッ
ト
全
体
は
3

月
2
日
ま
で
営
業
。
詳

細
はwintervillage.org

を
参
照
。

冬
の
ホ
リ
デ
ー

野
外
販
売

ブライアントパークに登場

　

ナ
ウ
ヒ
ア
で
は
、
菊
池
麻
衣

子
の
個
展
「PINK BUNNY

」

を
開
催
し
て
い
る
。

　

菊
池
の
作
品
は
、
白
昼
夢
の

複
雑
な
性
質
が
色
濃
く
反
映
さ

れ
て
お
り
、
絵
画
、
コ
ラ
ー
ジ

ュ
、
人
形
劇
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
を
通
し
て
、
潜
在
意
識
の
物

語
を
視
覚
的
に
変
換
し
て
い
る

の
が
特
徴
だ
。
会
期
中
の
各
週

末
に
は
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
予

定
さ
れ
て
お
り
、
菊
池
の
作
品

を
体
験
で
き
る
。

　

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
チ
ケ
ッ
ト

の
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
参

照
。https://www.nowhere-

nyc.com/exhibitions/pink-
bunny

　

ま
た
、
ナ
ウ
ヒ
ア
は
来
年
春

に
移
転
・
再
オ
ー
プ
ン
を
予
定

し
て
い
る
。

PINK BUNNY 
(Performance in 2014 at 

St. Ann's Warehouse)
Photo by Richard Termine

菊池麻衣子個展
ナウヒアで PINK BUNNY

　

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ

ー
映
画
部
で
は
、
11
月
15
日

（
金
）
か
ら
17
日
（
日
）
ま
で

「Foreign Exchange: Anime 
Inspirations & Visionaries 
with LeSean Thomas

」
と

題
し
た
特
別
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

す
る
。
ブ
ロ
ン
ク
ス
出
身
、
日

本
在
住
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
ク

リ
エ
イ
タ
ー
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ

ー
、
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、
ラ
シ
ョ

ー
ン
・
ト
ー
マ
ス
（LeSean 

Thomas

）
氏
を
招
き
一
般
、

学
生
向
け
の
ト
ー
ク
イ
ベ
ン

ト
、
ト
ー
マ
ス
氏
が
影
響
を

受
け
た
ア
ニ
メ
作
品
の
上
映

を
行
う
。
会
場
は
ジ
ャ
パ
ン
・

ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
（
東
47
丁
目

３
３
３
番
地
）。
上
映
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
含
む
イ
ベ
ン
ト
詳
細

は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

japansociety.org/

参
照
の
こ

と
。

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
映
画
部

ア
ニ
メ
上
映
会
と

Ｌ
・
ト
ー
マ
ス
氏
講
演

楽しい
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タ
ル
版

 www.nyseikatsu.com

https://www.takesushi.us/
http://ariyoshiny.com
https://www.kawai-juku.ac.jp/kikoku/
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
https://www.nowhere-nyc.com/exhibitions/pink-bunny
https://japansociety.org/
https://japansociety.org/
https://japansociety.org/
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11 月 NY 日系人会の行事

定期クラス　生徒募集中！
火曜日 10:45am-11:45am太極拳
火曜日 1pm-4pm 書道クラス
水曜日 10am-12pm 裏千家茶道クラス
金曜日 1:15pm-3pm JAAコーラス

■ 11月 2日（土）10am-2pm「恒例 JAAグランド・
バザー」恒例の “グランド・バザー” です。クリス
マスに最適な品物や掘り出し物、お稲荷、お赤飯、
焼きそば、チキンの竜田揚げ、お菓子類などの喫茶
コーナー、衣類、食器、雑貨、本コーナーを設けま
す。ショッピングを楽しんでください。10/30から
準備開始、ボランティアを募集しています。JAAへ
ご連絡ください。
■ 11月 7日（木）1pm-2:30pm 「焼山元恵さん指導し
あわせ運びた〜い、みんなで楽しい時間をおしゃべ
りして過ごしましょう！」どなたでもご参加できま
す。参加費 $5
■ 11月 8日（金）10:30am-12pm Apple kids 企画「灘
田篤子さん指導の未就学児童向け音楽とアートで遊
ぶクラス」無料です。
■ 11月 14日（木）「11月敬老会」12pm-2pm
　BentOnのお弁当です。Iwaki Band の音楽をお楽し
みください。会場参加、デリバリー＆ピックアップ
ご希望の方はご予約下さい。会費 $5　11月のお誕
生会をします。
■ 11月 14日（木）6:30pm-JAAビジネスウーマンの
会主催「大変貌するアメリカ大統領選挙〜 2008年
からの取材戦記で読むアメリカ社会の変化〜」講師
に国際ジャーナリスト津山恵子さんをお迎えして行
います。会費 $25　質問・申込み：event@jwb-ny.org

 ■ 11月 18日（月）10am-12pm 「シニアへの無料ヘ
アカット」小須田シゲさん、秋元亮介さん、上田和
則さんと安部早織さんがヘアカットを行ないます。
お早めにご予約下さい。
■ 11月 21日（木）10am-12pm 「三木克己弁護士の
米国移民法の電話無料相談室」
　ご相談の方はご予約下さい。各 15分。
 ■ 11月 22日（金）6pm-8pm JAA Young 

Professional Committee 主催「日系人アーティスト
の歩み」講師：Joe Tokumasu Field, 野口美術館。
詳細は後日発表。

 ■ 11月 28日（木）感謝祭にて JAAは休館。
  

The Japanese American Association of New York, Inc. 
49 W. 45th S., 5th Fl. （bet. 5th & 6th Aves.）

Tel: 212-840-6942　info@jaany.org

　

今
年
で
13
年
目
を
迎
え
る
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ジ
ャ
パ
ン
・
シ

ネ
フ
ェ
ス
ト
（
以
下
Ｎ
Ｙ
Ｊ
Ｃ

Ｆ
）
が
、
リ
ア
ル
と
オ
ン
ラ
イ

ン
で
開
催
さ
れ
る
。

　

11
月
１
日
（
金
）
は
マ
ン
ハ

ッ
タ
ン
の
ア
ジ
ア
ソ
サ
エ
テ
ィ

ー
（
パ
ー
ク
街
７
２
５
番
地
）、

２
日
（
土
）
は
ク
イ
ー
ン
ズ
の

テ
ス
ピ
ス
シ
ア
タ
ー
（
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
街
25
ー
02
番
地
ア
ス
ト

リ
ア
）
で
開
催
さ
れ
、
日
本
の

イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ト
短
編
映

画
全
15
作
品
が
上
映
さ
れ
る
。

オ
ン
ラ
イ
ン
上
映
は
4
日（
月
）

か
ら
10
日
（
日
）。

　

今
年
は
幅
広
い
テ
ー
マ
の
ナ

ラ
テ
ィ
ブ
を
中
心
に
、
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
ラ
イ

ン
ナ
ッ
プ
が
揃
っ
て
い
る
。

　

Ｎ
Ｙ
Ｊ
Ｃ
Ｆ
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
を
拠
点
に
活
動
す
る
3
人
の

日
本
人
、
鈴
木
や
す
（
俳
優
・

映
画
監
督
）、
古
川
康
介
（
映

像
作
家
）、
河
野
洋
（
イ
ベ
ン

ト
・
音
楽
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
、

Mar Creation, Inc.

代
表
）

が
２
０
１
２
年
に
設
立
。
15
年

以
降
は
、
米
国
各
都
市
で
の
巡

回
上
映
や
、
日
本
の
数
々
の
映

画
祭
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

も
行
っ
て
き
て
い
る
。
今
年
は

ボ
ス
ト
ン
日
本
映
画
祭
、
ア
リ

ゾ
ナ
映
画
祭
へ
作
品
を
提
供
し

て
い
る
。

　

入
場
料
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
上

映
時
間
な
ど
の
詳
細
は
ウ
エ

ブ
サ
イ
トhttp://nyjcf.com/

参
照
の
こ
と
。

シカゴ物語 | Resettlement: Chicago Story

Yoichi's White House

日本短編映画祭
第13回NYジャパン・シネ・フェスト
劇場とオンラインで15作品

　

日
本
ク
ラ
ブ
（
西
57
丁
目

１
４
５
番
地
）
7
階
の
日
本
ギ

ャ
ラ
リ
ー
で
、11
月
14
日
（
木
）

か
ら
20
日
（
水
）
ま
で
、
老
舗

人
形
問
屋
、
久
月
に
よ
る
展
示

会
「
〜
芸
術
性
の
調
和
、
日
本

人
形
と
伝
統
工
芸
〜
」
が
開
催

さ
れ
る
。

　

創
業
１
８
０
年
以
上
続
く
老

舗
で
あ
る
久
月
が
厳
選
し
た
逸

品
を
通
じ
て
、
人
形
を
は
じ
め

と
す
る
日
本
の
伝
統
工
芸
を
紹

介
す
る
。
箔
、
漆
、
染
色
、
織

り
な
ど
、
日
本
各
地
に
根
付
い

た
伝
統
技
術
を
駆
使
し
た
日
本

人
形
は
、
ま
さ
に
「
芸
術
性
の

調
和
」
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い

伝
統
工
芸
品
で
あ
り
、
雛
人
形

や
五
月
人
形
と
い
っ
た
節
句
人

形
は
も
ち
ろ
ん
、
女
性
の
優
美

な
姿
を
表
現
す
る
尾
山
人
形

や
、
古
典
芸
能
を
モ
チ
ー
フ
に

し
た
華
や
か
な
連
獅
子
人
形
な

ど
、
多
彩
な
日
本
人
形
が
展
示

さ
れ
る
。

　

本
展
で
は
、
人
形
を
通
し
て

日
本
の
伝
統
工
芸
、
文
化
、
匠

の
技
だ
け
で
な
く
、
ア
ニ
メ
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
の
コ
ラ
ボ
作

品
と
い
っ
た
、
伝
統
と
革
新
の

融
合
し
た
作
品
も
観
る
こ
と
が

で
き
る
。

久月の
逸品が集結

日本ギャラリーで人形展

https://newyork-apartment-realestate.com/
https://giip-global.com/ja/
https://sobaya.square.site/
https://e-kaigo.net/
https://japanvillage.com/
https://www.licensepower.net/
http://kkobo.com/
https://www.samuraimama.com/
mailto:event@jwb-ny.org
mailto:info@jaany.org
http://nyjcf.com/
http://nyjcf.com/
http://nyjcf.com/
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海
外
日
本
人

サ
ポ
ー
ト

藤
田
幸
久 （32）

　

10
月
27
日
の
総
選
挙
で
、
自

民
党
と
公
明
党
の
与
党
が
65
議

席
減
で
過
半
数
を
失
い
、
立
憲

民
主
党
と
国
民
民
主
党
が
71
議

席
を
増
加
し
ま
し
た
。こ
れ
は
、

自
民
党
議
員
の
政
治
資
金
の
裏

金
問
題
や
旧
統
一
教
会
と
の
関

係
が
直
撃
し
た
も
の
で
す
。
こ

れ
ら
の
関
係
を
指
摘
さ
れ
た
現

職
大
臣
を
含
む
多
く
の
議
員
が

落
選
し
ま
し
た
。
ま
た
石
井
啓

一
公
明
党
代
表
が
落
選
し
て
、

代
表
辞
任
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

し
か
し
、
与
党
が
過
半
数
を

割
っ
た
も
の
の
、
石
破
茂
首
相

は
、
公
認
さ
れ
ず
に
無
所
属
で

当
選
し
た
自
民
党
議
員
の
取
り

込
み
な
ど
で
政
権
維
持
を
図
る

と
見
ら
れ
ま
す
。
野
党
が
競
合

し
て
お
り
政
権
交
代
に
は
至
ら

ず
、
与
野
党
に
ま
た
が
る
連
立

工
作
が
展
開
さ
れ
る
政
治
の
動

乱
期
の
到
来
で
す
。

　

他
方
、
9
月
に
自
民
党
と
立

憲
民
主
党
の
党
首
選
挙
が
行
わ

れ
、
特
に
自
民
党
の
総
裁
候
補

者
同
士
が
政
策
を
競
っ
た
こ
と

が
新
し
い
政
治
状
況
を
生
ん
で

い
ま
す
。
自
民
党
の
幹
事
長
が

年
間
に
十
億
円
も
受
け
取
っ
て

い
た
政
策
活
動
費
の
廃
止
、
日

米
地
位
協
定
の
改
定
、
最
低
賃

金
の
引
き
上
げ
、
教
育
の
無
償

化
な
ど
、
党
派
を
超
え
て
取
り

組
ま
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
な

っ
て
い
る
の
で
す
。

　

米
国
と
は
異
な
り
、
戦
後
80

年
の
ほ
と
ん
ど
の
時
期
を
自
民

党
が
与
党
と
し
て
君
臨
し
、
国

民
か
ら
の
投
票
で
選
ば
れ
な
い

首
相
が
国
民
か
ら
選
ば
れ
た
国

会
議
員
を
実
質
的
に
支
配
で
き

る
の
が
日
本
の
議
院
内
閣
制
で

す
。
国
民
と
首
相
と
の
キ
ャ
ッ

チ
ボ
ー
ル
が
少
な
い
政
治
で

す
。
し
か
し
、
今
回
の
総
選
挙

は
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
り
、
国

民
が
、
自
分
の
選
挙
区
で
利
害

関
係
の
あ
る
政
治
家
よ
り
も
、

永
田
町
政
治
へ
の
信
頼
や
苦
し

い
国
民
生
活
改
善
の
政
策
の
是

非
で
投
票
を
決
断
し
た
と
言
え

ま
す
。

　

今
日
本
で
は
「
失
わ
れ
た
30

年
論
議
」
が
ブ
ー
ム
に
な
っ
て

い
ま
す
。
30
年
間
の
国
民
の
実

質
所
得
の
低
下
や
、
裏
金
問
題

を
発
生
さ
せ
た
30
年
前
の
政
治

改
革
法
案
の
骨
抜
き
、
30
年
間

の
首
相
の
4
人
に
3
人
が
世
襲

政
治
家
で
あ
る
こ
と
な
ど
も
争

点
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

の
政
治
の
動
乱
期
を
活
か
し

て
、
国
民
生
活
の
悪
化
と
政
治

の
不
在
に
よ
る
失
わ
れ
た
30
年

を
挽
回
す
る
た
め
に
、
政
治
家

が
国
民
に
対
し
て
政
策
を
競
っ

て
ほ
し
い
も
の
で
す
。　
　

　

来
年
7
月
の
参
議
院
選
挙
に

至
る
ま
で
は
、
米
国
の
大
統
領

選
挙
の
年
の
1
年
間
の
よ
う
な

政
治
家
と
国
民
と
の
キ
ャ
ッ
チ

ボ
ー
ル
の
季
節
が
続
き
ま
す
。

「
政
治
へ
の
無
関
心
は
政
治
を

悪
く
し
ま
す
」。
国
民
が
政
治

に
関
心
を
示
し
て
、
主
役
と
し

て
政
治
を
改
革
で
き
る
1
年
で

す
。

　

ふ
じ
た
・
ゆ
き
ひ
さ
＝
慶
大

卒
。
世
界
的
な
道
徳
平
和
活
動

Ｍ
Ｒ
Ａ
や
難
民
を
助
け
る
会
で

活
動
し
た
初
の
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
出

身
政
治
家
。
衆
議
院
・
参
議
院

議
員
各
二
期
。
財
務
副
大
臣
、

民
主
党
国
際
局
長
、
民
進
党
ネ

ク
ス
ト
外
務
大
臣
、
横
浜
国
立

大
講
師
等
歴
任
。
ア
メ
リ
カ
元

捕
虜
（
Ｐ
Ｏ
Ｗ
）
の
訪
日
事
業

を
主
導
。
現
在
国
際
Ｉ
Ｃ
（
旧

Ｍ
Ｒ
Ａ
）
日
本
協
会
会
長
。
岐

阜
女
子
大
特
別
客
員
教
授
。

総
選
挙
で
与
党
大
幅
削
減　

失
わ
れ
た
30
年
挽
回
の
好
機

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
総
領
事

館
な
ど
在
外
公
館
の
職
員
を
装

っ
た
電
話
詐
欺
事
案
の
報
告
が

最
近
、
Ｎ
Ｙ
総
領
事
館
に
複
数

寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
詐
欺
グ
ル

ー
プ
の
手
口
は「
逮
捕
」や「
強

制
送
還
」
と
い
っ
た
、
相
手
を

不
安
に
さ
せ
る
言
葉
を
用
い
て

脅
し
、
最
終
的
に
は
金
銭
を
要

求
す
る
。
中
に
は
電
話
番
号
の

み
で
な
く
、
氏
名
や
住
所
が
犯

人
に
知
ら
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
も

あ
る
。

　

Ｎ
Ｙ
総
領
事
館
に
寄
せ
ら
れ

た
電
話
詐
欺
で
は「
フ
ジ
ワ
ラ
」

や
「
ヨ
シ
ナ
ガ
」
と
名
乗
る
者

が
、
在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
国

総
領
事
館
の
職
員
で
あ
る
と
日

本
語
で
主
張
す
る
。「
あ
な
た

が
日
本
に
送
付
し
た
荷
物
の
中

に
違
法
薬
物
が
入
っ
て
い
た
」

と
主
張
し
、
東
京
の
空
港
警
察

に
電
話
を
転
送
す
る
と
伝
え
ら

れ
る
。別
の
電
話
へ
転
送
さ
れ
、

東
京
空
港
警
察
の
職
員
を
名
乗

る
者
か
ら
尋
問
を
受
け
、
出
頭

を
強
く
求
め
る
と
と
も
に
、
逮

捕
や
強
制
送
還
の
可
能
性
を
ち

ら
つ
か
せ
る
。
こ
れ
ら
は
す
べ

て
デ
タ
ラ
メ
で
、
同
総
領
事
館

で
は
「
あ
な
た
が
犯
罪
に
関
与

し
た
」
と
い
っ
た
身
に
覚
え
の

な
い
内
容
で
、
金
銭
や
個
人
情

報
を
要
求
す
る
不
審
電
話
を
受

け
た
場
合
に
は
、
詐
欺
の
可
能

性
が
極
め
て
高
い
と
考
え
、
相

手
か
ら
指
示
が
あ
っ
て
も
、
金

銭
や
個
人
情
報
を
絶
対
に
提
供

し
な
い
よ
う
、
冷
静
に
対
応
す

る
こ
と
。
日
本
の
大
使
館
・
総

領
事
館
が
逮
捕
や
強
制
送
還
を

示
唆
し
た
り
、
金
銭
を
求
め
た

り
す
る
こ
と
は
な
い
と
話
し
て

い
る
。

　

そ
の
上
で
被
害
に
遭
わ
な
い

た
め
の
対
応
・
予
防
策
は
（
１
）

不
審
な
電
話
を
受
け
た
場
合

は
、
一
旦
電
話
を
切
り
、
相
手

が
名
乗
っ
た
先
（
総
領
事
館

等
）
に
直
接
電
話
を
か
け
て
、

事
実
関
係
を
確
認
す
る
。（
着

信
画
面
に
表
示
さ
れ
る
電
話
番

号
が
正
し
い
番
号
で
あ
っ
て
も

安
易
に
信
用
し
な
い
。
表
示
番

号
が
偽
装
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス

も
あ
る
）（
２
）
相
手
か
ら
指

示
が
あ
っ
て
も
、
金
銭
（
銀
行

送
金
等
）
や
個
人
情
報
（
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
番
号
や
ソ
ー
シ

ャ
ル
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
番
号
等
）

を
絶
対
に
提
供
し
な
い
。（
３
）

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
に
自
身
の
個
人
情
報
を
掲
載

し
な
い
。

　

不
審
電
話
を
受
け
た
場
合

や
、
万
が
一
、
金
銭
や
個
人
情

報
を
提
供
し
て
し
ま
っ
た
場
合

に
は
、
直
ち
に
警
察
へ
通
報
・

相
談
の
上
、
同
総
領
事
館
に
も

連
絡
し
て
ほ
し
い
と
し
て
い

る
。
関
連
事
件
と
し
て
銀
行
員

や
警
察
官
等
を
装
っ
た
電
話
詐

領
事
館
の
職
員

装
い
電
話
詐
欺

海
外
日
系
人
大
会
開
催

海
外
日
系
新
聞
放
送
協
会
総
会
も

Ｎ
Ｙ
総
領
事
館
が
注
意
呼
び
か
け

　

11
月
３
日
（
日
）
の
Ｎ
Ｙ
Ｃ

マ
ラ
ソ
ン
を
主
催
す
る
Ｎ
Ｙ
ロ

ー
ド
ラ
ン
ナ
ー
協
会
は
、
同
大

会
の
26
マ
イ
ル
の
コ
ー
ス
を
今

回
初
め
て
、
午
前
中
に
限
り
自

転
車
伴
走
を
禁
止
す
る
こ
と
を

東京で

　

岩
屋
毅
外
務
大
臣
は
10
月
16

日
、
飯
倉
公
館
に
お
い
て
、
第

64
回
海
外
日
系
人
大
会（
主
催
・

公
益
財
団
法
人
海
外
日
系
人
協

会
、
後
援
・
外
務
省
ほ
か
）
に

参
加
し
て
い
る
日
系
人
を
歓
迎

す
る
た
め
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
を

開
催
し
た
。
岩
屋
大
臣
は
冒
頭

挨
拶
に
お
い
て
、
世
界
各
地
か

ら
１
７
０
人
を
超
え
る
日
系
人

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
大
変
嬉

し
く
思
う
と
述
べ
た
上
で
、
幾

多
の
困
難
を
不
屈
の
精
神
で
乗

り
越
え
、
移
住
先
の
み
な
ら
ず

世
界
各
国
に
お
い
て
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
で
活
躍
す
る
日
系
人
に

敬
意
を
表
し
た
。
ま
た
、
分
断

と
対
立
に
向
か
う
世
界
を
融
和

と
協
調
に
向
け
る
た
め
、
日
本

と
各
国
を
結
ぶ
絆
と
し
て
日
系

人
が
成
し
遂
げ
ら
れ
て
き
た
こ

と
を
謙
虚
に
学
び
、
共
通
の
目

標
の
実
現
に
向
け
て
と
も
に
歩

ん
で
い
き
た
い
と
述
べ
た
。

　

交
流
歓
迎
会
で
は
、
秋
篠
宮

皇
嗣
同
妃
両
殿
下
が
来
場
さ

れ
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、

岩
屋
外
務
大
臣
を
始
め
、
日
本

側
出
席
者
と
日
系
人
参
加
者
と

の
間
で
交
流
を
深
め
る
機
会
と

な
っ
た
。

　

ま
た
10
月
18
日
午
後
、
青
木

一
彦
内
閣
官
房
副
長
官
は
、
森

幹
雄
海
外
日
系
新
聞
放
送
協
会

会
長
ら
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
及
び

米
国
で
発
行
さ
れ
て
い
る
日
系

新
聞
・
放
送
の
関
係
者
に
よ
る

表
敬
を
受
け
た
。
訪
問
し
た
の

は
海
外
日
系
新
聞
放
送
協
会
会

長
・
森
幹
雄
氏 

（
パ
ノ
ー
ラ
、

週
刊
Ｊ
ー
Ｐ
Ｌ
Ｕ
Ｓ
社
長
・
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
）、
海
外
日
系
新

聞
放
送
協
会
副
会
長
・
と
み
た

い
く
子
氏　
（
ラ
ジ
オ
Ｋ
ー
Ｊ

Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
社
長
・
米
国
・
ハ
ワ

イ
）、
海
外
日
系
新
聞
放
送
協

会
理
事
長
・
岡
野
護
氏
、
海
外

日
系
新
聞
放
送
協
会
事
務
局

長
・
渡
辺
裕
子
氏
の
４
人
。
青

木
官
房
副
長
官
か
ら
、
第
51
回

を
迎
え
る
海
外
日
系
新
聞
放
送

大
会
の
開
催
に
お
祝
い
の
言
葉

を
伝
え
、
政
府
は
、
日
系
人
の

人
々
と
の
連
携
強
化
を
図
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
、
海

外
の
日
系
人
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

に
ア
ク
セ
ス
す
る
た
め
に
最
も

有
効
で
効
果
的
な
ツ
ー
ル
で
あ

る
日
系
の
新
聞
や
放
送
と
協
力

し
て
い
き
た
い
と
述
べ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、森
会
長
か
ら
、

海
外
の
日
系
の
新
聞
に
掲
載
す

る
た
め
に
日
本
政
府
の
報
道
発

表
を
協
会
に
提
供
し
て
い
る
こ

と
に
対
す
る
謝
意
が
示
さ
れ
た

ほ
か
、
海
外
の
日
系
新
聞
・
放

送
へ
の
引
き
続
き
の
協
力
に
つ

い
て
要
望
し
た
。
本
紙
週
刊
Ｎ

Ｙ
生
活
は
、
同
協
会
メ
ン
バ
ー

と
し
て
17
日
に
開
催
さ
れ
た
総

会
に
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
参
加
し

た
。 日本語で

「フジワラ」や
「ヨシナガ」
名乗る

欺
な
ど
に
も
注
意
す
る
よ
う
呼

び
か
け
て
い
る
。

発
表
し
た
。

　

自
転
車
に
乗
り
な
が
ら
参

加
者
た
ち
を
応
援
す
る
伴
走

は
、
同
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
恒
例

と
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
走

者
が
自
転
車
に
接
触
す
る
事
故

が
相
次
ぎ
、
大
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
た
ち
か
ら
安
全
面
を
懸
念
す

る
声
が
上
が
っ
て
い
た
。
Ｎ
Ｙ

Ｃ
マ
ラ
ソ
ン
は
Ｘ
（
旧
ツ
イ
ッ

タ
ー
）
上
で
「
Ｎ
Ｙ
市
運
輸
局

（
Ｄ
Ｏ
Ｔ
）
は
、
配
送
車
両
や

救
急
車
、
協
会
ス
タ
ッ
フ
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち
が
安
全
に
医

療
テ
ン
ト
や
給
水
所
を
設
置
で

き
る
よ
う
、
コ
ー
ス
沿
い
の
道

を
閉
鎖
す
る
。
ス
タ
ー
ト
地
点

ベ
イ
・
ブ
リ
ッ
ジ
〜
ゴ
ー
ル
の

コ
ー
ス
を
自
転
車
走
伴
走
し
た

場
合
は
、
迂
回
さ
せ
ら
れ
る
。

自
転
車
伴
走
を
禁
止

Ｎ
Ｙ
市
マ
ラ
ソ
ン
で

秋篠宮皇嗣同妃両殿下が来場され、和やかな雰囲気の中、岩屋外務大臣を始め、日本側
出席者と日系人参加者との間で交流を深める機会となった海外日系人大会での歓迎会

mailto:kisotanaka@kisotanaka.com
http://www.919usa.com
http://www.nyseikatsu.com
mailto:info@bcnetwork.org
http://www.Jhelp.com


（5）　　 ［社　会］ 2024年（令和 6年）11月 2日（土）

困った時の駆け込み寺
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
が
晩
さ
ん
会

Ｍ
Ｕ
Ｆ
Ｇ
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
を
表
彰

　

第
43
回
日
米
ソ
ー
シ
ャ
ル
サ

ー
ビ
ス
（
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｉ)

の
年

次
晩
餐
会
が
24
日
夜
、
イ
エ
ー

ル
ク
ラ
ブ
で
開
催
さ
れ
た
。
当

日
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
総
領
事
の

森
美
樹
夫
大
使
が
、
同
団
体
の

長
年
の
日
系
社
会
に
対
す
る
奉

仕
貢
献
活
動
に
感
謝
の
言
葉
を

添
え
て
祝
辞
を
述
べ
た
。
当
日

の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
と

し
て
歌
手
の
Ｋ
ａ
ｎ
ａ
（
植

村
花
菜
）
が
「
新
し
い
世
界
」

「Happiness

」「
ト
イ
レ
の
神

様
」
の
３
曲
を
歌
っ
て
会
場
全

体
を
温
か
な
感
動
で
包
ん
だ
。

　

本
年
度
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
・
ア
ワ

ー
ド
は
、
Ｍ
Ｕ
Ｆ
Ｇ
三
菱
Ｕ
Ｆ

Ｊ
銀
行
に
贈
ら
れ
、
小
池
塁
執

行
役
員
・
米
州
総
合
管
理
部
長

に
記
念
の
盾
が
望
月
良
子
理
事

長
か
ら
手
渡
さ
れ
た
。
Ｊ
Ａ
Ｓ

Ｓ
Ｉ
は
１
９
８
１
年
の
創
立
以

来
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
無
償
で

提
供
し
て
い
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

州
認
定
非
営
利
団
体
。
日
常
生

活
を
す
る
上
で
直
面
す
る
問
題

か
ら
、
言
語
、
文
化
お
よ
び
制

度
の
違
い
に
よ
っ
て
生
じ
る
複

雑
な
問
題
ま
で
、
支
援
を
必
要

と
す
る
人
た
ち
の
生
活
の
質
の

向
上
を
図
る
こ
と
を
ミ
ッ
シ
ョ

ン
に
、
専
門
教
育
・
訓
練
を
受

け
た
日
・
英
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
ス

タ
ッ
フ
が
守
秘
義
務
遵
守
の
も

と
無
料
で
相
談
に
応
じ
て
い

る
。

　

岡
崎
奈
津
子
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

が
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
の
活
動
報
告
を

行
っ
た
。
昨
年
7
月
か
ら
今
年

６
月
ま
で
の
２
０
２
４
年
会
計

年
度
で
１
１
２
７
人
の
対
応
を

し
、
７
４
８
５
件
の
コ
ン
タ
ク

ト
を
し
た
。
こ
の
う
ち
４
０
０

人
が
高
齢
者
の
対
応
だ
っ
た
。

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
の
対
応
実
例
と

し
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
の
若

い
日
本
人
女
性
美
容
師
が
ビ
デ

オ
映
像
で
証
言
し
た
。

　

そ
の
女
性
は
、
が
ん
に
か
か

っ
て
い
る
こ
と
が
最
近
分
か

り
、
自
分
の
加
入
し
て
い
る
保

険
で
手
術
を
し
て
も
ら
え
る
病

院
を
苦
労
の
末
に
探
し
、
よ
う

や
く
手
術
の
予
約
を
取
っ
た
も

の
の
手
術
数
日
前
に
な
っ
て
保

険
は
適
用
で
き
な
い
と
の
通
知

を
受
け
た
。
ど
う
し
て
い
い
か

わ
か
ら
ず
途
方
に
く
れ
た
が
、

Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
に
連
絡
し
た
と
こ

ろ
保
険
の
問
題
を
解
決
し
て
く

長
・
渡
辺
裕
子
氏
の
４
人
。
青

木
官
房
副
長
官
か
ら
、
第
51
回

を
迎
え
る
海
外
日
系
新
聞
放
送

大
会
の
開
催
に
お
祝
い
の
言
葉

を
伝
え
、
政
府
は
、
日
系
人
の

人
々
と
の
連
携
強
化
を
図
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
、
海

外
の
日
系
人
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

に
ア
ク
セ
ス
す
る
た
め
に
最
も

有
効
で
効
果
的
な
ツ
ー
ル
で
あ

る
日
系
の
新
聞
や
放
送
と
協
力

し
て
い
き
た
い
と
述
べ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、森
会
長
か
ら
、

海
外
の
日
系
の
新
聞
に
掲
載
す

る
た
め
に
日
本
政
府
の
報
道
発

表
を
協
会
に
提
供
し
て
い
る
こ

と
に
対
す
る
謝
意
が
示
さ
れ
た

ほ
か
、
海
外
の
日
系
新
聞
・
放

送
へ
の
引
き
続
き
の
協
力
に
つ

い
て
要
望
し
た
。
本
紙
週
刊
Ｎ

Ｙ
生
活
は
、
同
協
会
メ
ン
バ
ー

と
し
て
17
日
に
開
催
さ
れ
た
総

会
に
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
参
加
し

た
。

　

レ
イ
モ
ン
ド
・
チ
ャ
ン
ド
ラ

ー
が
造
形
し
た
私
立
探
偵
フ
ィ

リ
ッ
プ
・
マ
ー
ロ
ウ
が
『
プ
レ

イ
バ
ッ
ク
』
の
中
で
「
タ
フ
で

な
け
れ
ば
生
き
て
い
け
な
い
。

優
し
く
な
け
れ
ば
生
き
て
い
る

資
格
が
な
い
」
と
言
っ
た
こ
と

を
、
つ
ま
り
は
「
気
は
優
し
く

て
力
持
ち
」
の
足
柄
山
の
金
太

郎
の
こ
と
か
と
気
づ
い
た
の
は

読
後
か
な
り
経
っ
て
か
ら
で
し

た
。
そ
し
て
ま
た
、
強
さ
と
優

し
さ
の
そ
の
２
つ
が
、
人
間
が

や
っ
と
辿
り
着
い
た
民
主
制
度

と
い
う
政
治
体
制
の
２
本
柱
だ

と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は

ト
ラ
ン
プ
政
権
が
出
て
き
て
か

ら
の
こ
こ
数
年
の
こ
と
で
す
。

　

確
か
に
こ
の
世
界
は
強
く
な

け
れ
ば
生
き
て
い
け
な
い
。
例

え
ば
ア
メ
リ
カ
を
と
っ
て
み
て

も
、
英
国
国
教
会
の
権
力
か
ら

自
由
な
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
の
国
を

作
ろ
う
と
海
を
渡
っ
た
17
世
紀

か
ら
、
ア
メ
リ
カ
先
住
民
（
イ

ン
デ
ィ
ア
ン
）
を
蹴
散
ら
し
、

ボ
ス
ト
ン
茶
会
事
件
か
ら
ア
メ

リ
カ
独
立
宣
言
に
至
る
18
世
紀

を
経
て
現
在
の
連
邦
国
家
の
基

礎
を
拓
い
た
19
世
紀
の
西
部
開

拓
時
代
に
至
る
ま
で
、
そ
れ
は

ま
さ
に
自
分
た
ち（
白
人
男
性
）

に
よ
る
民
主
国
家
の
建
設
に
、

自
主
独
立
の
精
神
と
強
い
自
助

の
力
が
必
要
だ
っ
た
こ
と
を
示

し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
社
会
が
工
業
化
で
豊

か
に
な
る
20
世
紀
に
入
る
と
ひ

ず
み
も
生
ま
れ
ま
し
た
。
第
一

次
大
戦
後
の
好
況
の
中
で
株
式

投
資
の
「
大
強
気
」
相
場
が
ピ

ー
ク
に
達
し
た
１
９
２
９
年
、

そ
の
ひ
ず
み
は
大
恐
慌
で
一
気

に
露
呈
し
ま
す
。

　

路
上
に
失
業
者
・
困
窮
者
が

溢
れ
、
自
助
だ
け
で
は
立
ち
行

か
な
く
な
り
ま
し
た
。
自
由
放

任
経
済
の
「
小
さ
な
政
府
」
の

米
国
は
、
大
幅
な
財
政
出
動
で

の
公
共
事
業
や
工
業
生
産
の
国

家
管
理
、
銀
行
へ
の
監
視
も
厳

し
い
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ル
政
策
に
転

じ
、
さ
ら
に
国
内
購
買
力
の
回

復
の
た
め
に
労
働
者
の
保
護
や

社
会
保
障
の
充
実
な
ど
に
も
着

手
し
ま
し
た
。
つ
ま
り
「
大
き

な
政
府
」
で
す
│
│
そ
う
、
こ

れ
が
「
自
由
」
や
「
自
助
」
だ

け
で
は
な
い
、
近
代
民
主
資
本

主
義
社
会
の
「
優
し
さ
」
取
り

込
み
の
始
ま
り
で
し
た
。

　

も
っ
と
も
そ
れ
は
一
朝
一
夕

に
は
成
立
し
ま
せ
ん
。
ア
メ
リ

カ
社
会
に
「
強
さ
」
と
「
優
し

さ
」
の
両
立
を
も
た
ら
し
た
の

は
皮
肉
に
も
第
二
次
大
戦
で
の

武
器
生
産
に
よ
る
戦
争
景
気
で

す
。
さ
ら
に
、
２
度
の
大
戦
に

よ
る
女
性
の
社
会
進
出
と
黒
人

や
先
住
民
た
ち
社
会
的
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
の
人
権
意
識
の
目
覚
め

が
、
白
人
男
性
中
心
だ
っ
た
民

主
社
会
に
「
公
平
さ
」
と
「
平

等
」を
要
求
す
る
よ
う
に
な
る
。

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
泥
沼
化
に
よ
る

「
強
さ
」
へ
の
反
省
も
ま
た
そ

の
流
れ
に
拍
車
を
か
け
、
エ
イ

ズ
禍
後
に
は
「
公
平
・
平
等
」

の
一
つ
の
到
達
点
と
し
て
性
的

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
へ
の
配
慮
や
同

性
婚
合
法
化
も
進
み
ま
し
た
。

　

民
主
社
会
の
健
全
さ
は
「
自

由
と
自
助
」
の
強
さ
と
「
公
平

と
平
等
」
の
優
し
さ
と
が
う
ま

く
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
て
こ
そ
担

保
さ
れ
ま
す
。「
金
太
郎
わ
る

く
育
つ
と
鬼
に
な
り
」
と
い
う

江
戸
時
代
の
川
柳
が
あ
り
ま
す

が
、
ま
さ
に
そ
れ
で
す
。

　

そ
う
考
え
る
と
、
今
選
挙
で

の
ト
ラ
ン
プ
vs
ハ
リ
ス
の
対
立

は
、
ロ
シ
ア
や
中
国
の
よ
う
な

専
制
主
義
vs
ア
メ
リ
カ
的
民
主

主
義
と
い
う
構
図
で
は
な
く
、

民
主
主
義
そ
の
も
の
の
中
に
あ

る
２
つ
の
対
立
概
念
、
つ
ま
り

「
自
由
」
と
「
平
等
」
と
が
、

互
い
に
極
端
だ
と
非
難
し
合
っ

て
い
る
構
図
で
す
。

　

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
精
神
と
い
う

ア
メ
リ
カ
社
会
の
柱
は
、
国
家

よ
り
先
に
個
人
（
白
人
男
性
）

の
自
由
や
自
助
や
強
さ
を
優
先

し
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
建
国
の

精
神
が
、
Ｂ
Ｌ
Ｍ
運
動
や
Ｍ
ｅ

ｔ
ｏ
ｏ
運
動
や
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
運

動
や
移
民
受
け
入
れ
政
策
の
旗

印
で
あ
る
公
平
さ
や
平
等
主
義

を
、
急
進
的
で
左
翼
的
な
特
権

授
与
や
偏
重
だ
と
非
難
し
て
い

る
。
そ
の
鬱
憤
を
、
罵
詈
雑
言

で
攻
撃
す
る
ト
ラ
ン
プ
が
掬
い

上
げ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

　

ト
ラ
ン
プ
の
再
選
は
、
彼
が

言
う
よ
り
も
っ
と
前
の
、
ア
メ

リ
カ
が
グ
レ
ー
ト
だ
っ
た
開
拓

時
代
の
自
由
と
強
さ
へ
の
回
帰

で
す
。
対
し
て
ハ
リ
ス
の
当
選

は
、
彼
ら
に
は
「
自
由
な
国
家

の
安
全
」
の
危
機
で
あ
り
、
恐

ろ
し
い
話
で
す
が
、
武
器
を
保

有
す
る
「
規
律
あ
る
民
兵
団
」

の
組
織
を
保
障
し
た
憲
法
修
正

第
２
条
の
適
用
対
象
な
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　

選
挙
は
来
週
火
曜
日
で
す
。

（
武
藤
芳
治
／
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
）

わ
る
く
育
つ
と
鬼
に
な
り

れ
、
無
事
に
手
術
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
た
と
い
う
。「
不
安

の
ど
ん
族
に
あ
っ
て
救
わ
れ

た
」
と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
た

　

医
療
保
険
の
問
題
に
限
ら

ず
、
家
賃
を
突
然
大
幅
に
値
上

げ
さ
れ
た
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
や

悩
み
を
抱
え
る
在
留
邦
人
は
少

な
く
な
く
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
は
困

っ
た
時
に
相
談
で
き
る
「
駆
け

込
み
寺
」
と
し
て
Ｎ
Ｙ
日
系
社

会
最
後
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ

ト
の
受
け
皿
と
し
の
役
割
を
果

た
し
て
い
る
。

　
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
で
は
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
州
在
住
者
の
心
の
健
康

を
支
え
る
た
め
に
、
無
料
の
個

別
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
を
提
供
し
て
い
る
。
日

本
語
対
応
の
専
門
サ
イ
コ
ロ
ジ

ス
ト
や
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
、
守

秘
義
務
厳
守
し
て
サ
ポ
ー
ト
し

て
く
れ
る
。
相
談
は
オ
ン
ラ
イ

ン
も
し
く
は
電
話
で
の
対
応

で
、
匿
名
で
も
、
顔
出
し
な
し

で
も
受
け
付
け
る
。

　

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
は
Ｎ
Ｙ
州

助
成
金
で
の
制
限
に
よ
り
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
在
住
の
方
の
み

限
定
。

シ
ニ
ア
リ
ビ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー

「
も
し
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
ら
」

　

11
月
20
日
（
水
）
午
後 

2 

時
か
ら
3
時
30
分
か
ら
、
2
回

め
と
な
る
シ
ニ
ア
の
た
め
の
セ

ミ
ナ
ー
「
も
し
介
護
が
必
要
に

な
っ
た
ら
」
〜
ア
メ
リ
カ
の
介

護
サ
ー
ビ
ス
と
介
護
施
設
の
具

体
的
な
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
〜
を

開
催
す
る
。

　

実
際
に
ア
メ
リ
カ
で
介
護
が

必
要
と
な
っ
た
場
合
に
知
っ
て

お
き
た
い
ア
メ
リ
カ
の
介
護
の

現
状
に
つ
い
て
、
ラ
ト
ガ
ー
ズ

大
学
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
学
部

助
教
授
で
老
年
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ

ー
ク
、
認
知
症
の
予
防
と
サ
ポ

ー
ト
を
専
門
と
す
る
天
野 

貴

史
氏
を
講
師
に
迎
え
、「
高
齢

者
向
け
の
一
般
的
な
居
住
モ
デ

ル
の
紹
介
」「
メ
デ
ィ
ケ
ア
、

メ
デ
ィ
ケ
イ
ド
の
仕
組
み
に
関

す
る
概
要
」「
ど
の
よ
う
な
施

設
に
入
居
し
介
護
を
受
け
た
か

な
ど
の
具
体
的
な
ケ
ー
ス
例
」

の
よ
う
な
具
体
的
な
例
を
用
い

て
説
明
し
、
参
加
者
か
ら
の
質

問
や
疑
問
に
も
答
え
る
。
参
加

費
無
料
。
会
場
は
日
本
ク
ラ
ブ

（
西
57
丁
目
１
４
５
番
地
）
ま

た
は
、
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
で
の
参
加
。

　

申
し
込
み
方
法
は
、
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
も
セ
ミ
ナ
ー
も
、
電

話
２
１
２
・４
４
２
・１
５
４
１

（
内
線
5
番
の
あ
と
内
線

５
０
３
番
） 

ま
た
は
、
オ
ン
ラ

イ
ン
の
場
合
は
ウ
エ
ブ
サ
イ
ト

https://jassi.org/

内
に
あ
る

申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
か
ら
。

　

質
問
、
問
い
合
わ
せ
は
ど

ち
ら
も
、
メ
ー
ルinfo@jassi.

org

へ
。

Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
が

無
料
セ
ミ
ナ
ー
と

相
談
会
開
催

本年度のアワードを望月理事長（右）から受ける小池氏

ゲ
ス
ト
シ
ン
ガ
ー
の
Ｋ
ａ
ｎ
ａ
が
歌
声
を
披
露

料
理
僧
、
青
江
覚
峰
氏

精
進
料
理
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

11
月
13
日
に
開
催

　

世
界
に
精
進
料
理
を
広
め
る

事
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
す
る
料
理

僧
（
現
役
僧
侶
兼
、
料
理
の
プ

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
）
の
青
江

覚
峰
氏
に
よ
る
精
進
料
理
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
が
、
11
月
13
日

（
水
）
午
後
２
時
か
ら
３
時
半

に
、
ロ
ー
ズ
ボ
ッ
ク
ス
・
イ
ー

ス
ト
ビ
レ
ッ
ジ
（
東
3
丁
目
91

番
地
）
に
て
開
催
さ
れ
る
。

　

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
で
Ｍ
Ｂ
Ａ

を
取
得
し
、
僧
侶
と
し
て
は
ユ

ニ
ー
ク
な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド

を
持
つ
青
江
覚
峰
氏
は
、
英
語

に
よ
る
精
進
料
理
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
を
日
本
国
内
外
で
開
催
し

て
い
る
。
素
材
を
一
切
無
駄
に

し
な
い
精
進
料
理
の
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
な
コ
ン
セ
プ
ト
は
世
界
か

ら
も
注
目
を
さ
れ
て
お
り
、
過

去
に
は
広
島
サ
ミ
ッ
ト
や
ル
ク

セ
ン
ブ
ル
ク
政
府
等
に
招
待
を

受
け
、
講
演
会
や
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
を
開
催
し
た
経
験
を
持

つ
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
対
象
者

は
ヴ
ィ
ー
ガ
ン
料
理
と
和
食
に

興
味
の
あ
る
、
主
に
非
日
本
人

の
方
（
７
〜
８
名
）。
連
絡
先
：

Square Up New York 

梅
原

靜
香

shizuka@sqrpny.com

https://www.fivelightscenter.com/
https://www.facebook.com/pg/nyjalc/about/
https://on-timelimo.com/
https://jassi.org/
https://jassi.org/
https://jassi.org/
mailto:shizuka@sqrpny.com
mailto:shizuka@sqrpny.com
mailto:shizuka@sqrpny.com
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第
30
回
Ｊ
Ａ
Ａ
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
・
ゴ
ル
フ
大
会

ケーシー谷口さん優勝！
総勢72人がエントリー

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
人
会

（
Ｊ
Ａ
Ａ
、
佐
藤
貢
司
会
長
）

は
10
月
21
日
、「
第
30
回
Ｊ
Ａ

Ａ
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会

（
主
催:

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系

人
会
、
協
賛
：
Ａ
Ｎ
Ａ
・
全
日

本
空
輸
株
式
会
社
、
後
援:

週

刊
Ｎ
Ｙ
生
活
、
よ
み
タ
イ
ム
）

を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
ヘ
ン
プ
ス

テ
ッ
ド
の
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・

カ
ン
ト
リ
ー
・
ク
ラ
ブ
」
で
開

催
。
在
Ｎ
Ｙ
日
本
国
総
領
事
館

の
森
和
也
主
席
領
事
を
含
む
総

勢
72
人
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
た
。

◇
　

当
日
の
天
候
は
晴
れ
。
午
前

９
時
、
各
自
が
決
め
ら
れ
た
ホ

ー
ル
か
ら
一
斉
に
ス
タ
ー
ト
す

る
シ
ョ
ッ
ト
ガ
ン
方
式
で
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
が
始
ま
っ
た
。

　

ス
タ
ー
ト
時
の
気
温
は
華
氏

50
度
程
だ
っ
た
が
徐
々
に
上

昇
。
こ
の
時
期
に
は
異
常
と
も

言
え
る
華
氏
80
度
に
達
し
、
晩

夏
を
思
わ
せ
る
絶
好
の
コ
ン
デ

ィ
シ
ョ
ン
の
下
で
の
大
会
と
な

っ
た
。

　

競
技
後
は
表
彰
式
が
開
催
さ

れ
、
は
じ
め
に
佐
藤
Ｊ
Ａ
Ａ
会

長
・
大
会
委
員
長
が
参
加
者
へ

謝
意
を
伝
え
、
続
い
て
冠
ス
ポ

ン
サ
ー
Ａ
Ｎ
Ａ
社
の
野
村
俊
央

米
州
室
長
・
Ｎ
Ｙ
支
店
長
が
挨

拶
し
た
。
今
回
も
６
ホ
ー
ル
を

隠
し
ホ
ー
ル
に
し
て
ハ
ン
デ
ィ

キ
ャ
ッ
プ
を
算
出
す
る
ペ
リ
ア

方
式
を
採
用
し
順
位
を
決
定
。

元
来
の
実
力
に
加
え
、
運
も
順

位
に
大
き
く
左
右
す
る
大
会
で

今
回
も
接
戦
を
展
開
。
僅
差
で

ケ
ー
シ
ー
谷
口
さ
ん
が
優
勝
の

栄
冠
に
輝
い
た
。

　

谷
口
さ
ん
は
、「
ま
っ
た
く

予
想
も
し
て
い
な
か
っ
た
の

で
、
ま
さ
か
で
す
。
い
つ
も
の

よ
う
に
叩
い
た
ホ
ー
ル
が
幾
つ

も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
ら
が

見
事
に
隠
し
ホ
ー
ル
に
入
り
、

ラ
ッ
キ
ー
で
し
た
」
と
笑
顔
で

喜
び
を
語
っ
た
。

　

谷
口
さ
ん
に
は
野
村
支
店
長

か
ら
、
優
勝
カ
ッ
プ
と
副
賞
の

「
Ａ
Ｎ
Ａ
、
Ｊ
Ｆ
Ｋ
＝
東
京
往

復
ビ
ジ
ネ
ス
ク
ラ
ス
航
空
券
」

が
贈
ら
れ
た
。

　

２
位
は
飯
村
治
夫
さ
ん
、
３

位
は
山
本
竜
也
さ
ん
が
入
賞
し

た
。

　

ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
男
性
部
門

は
、
３
位
に
入
賞
し
た
山
本
さ

ん
が
76
で
獲
得
。
女
性
部
門
は

80
で
ラ
ウ
ン
ド
し
た
花
岡
千
賀

子
さ
ん
が
獲
得
し
た
。

　

今
年
も
４
つ
の
シ
ョ
ー
ト
ホ

ー
ル
に
、
現
金
１
万
ド
ル
が
当

た
る
ホ
ー
ル
イ
ン
・
ワ
ン
賞（
総

額
４
万
ド
ル
）
が
設
け
ら
れ
た

が
、
該
当
者
は
な
か
っ
た
。

（左から）佐藤 JAA会長、優勝した谷口さん、野村 ANA/NY支店長、田原みち実行委員長

2度目の入賞となった
2位の飯村さん

3位の山本さんは
ベストグロスも獲得

　

今
回
は
75
歳
以
上
の
「
ス
ー

パ
ー
シ
ニ
ア
」
が
４
人
参
加
、

元
気
に
プ
レ
ー
し
た
。

◇
　

順
位
発
表
と
並
行
し
て
恒
例

の
ラ
ッ
フ
ル
も
開
催
。
豪
華
賞

品
が
多
数
出
品
さ
れ
大
盛
況

で
、
売
り
上
げ
は
４
５
０
０
ド

ル
以
上
に
達
し
た
。特
賞
の「
Ａ

Ｎ
Ａ
、
Ｊ
Ｆ
Ｋ
＝
東
京
往
復
エ

コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
航
空
券
」
は

ジ
ミ
ー
秋
元
さ
ん
が
射
止
め
、

野
村
支
店
長
か
ら
目
録
が
手
渡

さ
れ
た
。

　

ラ
ッ
フ
ル
１
等
は
Ｉ
Ａ
Ｃ
Ｅ

ト
ラ
ベ
ル
（
石
田
圭
子
会
長
）

提
供
「
ア
メ
リ
カ
国
内
線
往
復

チ
ケ
ッ
ト
（
ハ
ワ
イ
＆
ア
ラ
ス

カ
を
除
く
48
州
）」
で
、
吉
田

仁
さ
ん
が
獲
得
。
長
谷
川
大
介

社
長
か
ら
チ
ケ
ッ
ト
が
贈
ら
れ

た
。

　

ラ
ッ
フ
ル
の
売
り
上
げ
と
参

加
費
の
一
部
は
、
Ｊ
Ａ
Ａ
の
ソ

ー
シ
ャ
ル
サ
ー
ビ
ス
活
動
に
充

て
ら
れ
る
。

　

最
後
は
、
シ
ゲ
小
須
田
実
行

委
員
長
が
、
参
加
者
・
協
賛
企

業
お
よ
び
個
人
に
感
謝
の
意
を

表
明
。
次
回
大
会
で
の
再
会
を

約
束
し
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
は
無

事
に
幕
を
閉
じ
た
。

（
文
・
写
真
：
ケ
ー
シ
ー
谷
口
）

Name Gross HC NET
1 TANIGUCHI, Casey 106 38.4 67.6
2 IIMURA, Haruo 87 19.2 67.8
3 YAMAMOTO, Tatsuya 76 7.2 68.8
4 HAYAKAWA, Frank 84 14.4 69.6
5 NAKAMURA, 

Masayuki
101 31.2 69.8

6 KIM, Joseph 92 21.6 70.4
7 TAKANASHI, 

Masaharu
102 31.2 70.8

8 NOMURA, Toshio 96 24 72
9 KAWANISHI, Yoshiaki 96 24 72
10 FURUTANI, Jitsushi 106 33.6 72.4

成績上位 10位

ラ
ッ
フ
ル
特
賞
を
獲
得
し
た
秋
元
さ
ん

（
左
）
と
野
村
Ａ
Ｎ
Ａ
／
Ｎ
Ｙ
支
店
長

ラ
ッ
フ
ル
１
等
を
獲
得
し
た
吉
田
さ
ん

（
右
）
と
長
谷
川
Ｉ
Ａ
Ｃ
Ｅ
社
長

グ
ラ
ン
ド
・
シ
ニ
ア

NY

http://jaany.org/
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Ｎ
Ｙ
ビ
ジ
ネ
ス
会
計
基
礎
知
識

126

　
「
譲
謙
（
ゆ
ず
け
ん
）
さ
ん
、

Disability Insurance

と
は
な

ん
じ
ゃ
？
」
会
社
経
営
者
の
鬣

（
た
て
が
み
）
が
お
も
む
ろ
に

会
計
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
譲
矢

謙
吉
（
ゆ
ず
り
や
け
ん
き
ち
、

通
称
：
譲
謙
）
に
聞
い
た
。

　
「
は
い
、
傷
病
保
険
と
も
よ

ば
れ
て
い
ま
す
が
、
従
業
員
が

仕
事
の
業
務
外
で
の
ケ
ガ
や
病

気
に
よ
っ
て
仕
事
の
業
務
を
続

け
ら
れ
な
く
な
っ
た
時
に
、
そ

の
期
間
の
補
償
と
し
て
支
給
さ

れ
る
保
険
で
す
。」「
ほ
う
、
そ

れ
は
助
か
る
な
。」「
は
い
、
労

災
保
険
と
と
も
に
会
社
に
義

務
付
け
ら
れ
て
い
る
保
険
で

す
。」「
じ
ゃ
が
、
業
務
外
の
ケ

デ
ィ
ス
ア
ビ
リ
テ
ィ
ー

イ
ン
シ
ュ
ア
ラ
ン
ス

ガ
や
病
気
な
ら
、
会
社
が
支
払

う
義
務
が
あ
る
の
か
の
う
？
」

「
そ
う
で
す
ね
、
従
業
員
を
守

る
義
務
は
第
一
に
会
社
に
あ
る

の
で
、
労
災
保
険
は
会
社
が

１
０
０
％
負
担
す
る
の
が
通
常

な
の
に
対
し
て
、
傷
病
保
険
は

一
部
従
業
員
負
担
部
分
を
認
め

て
い
る
州
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。」

「
ど
ん
な
場
合
に
支
払
わ
れ
る

の
じ
ゃ
？
」「
州
に
よ
っ
て
若

干
異
な
り
ま
す
。」「
そ
れ
じ
ゃ

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
で
は
ど
う
じ

ゃ
？
」「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
で

は
雇
用
者
が
原
則
と
し
て
保
険

料
を
負
担
し
ま
す
が
、
一
部
を

従
業
員
か
ら
徴
収
す
る
こ
と
が

認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。」「
い
く

ら
徴
収
で
き
る
ん
じ
ゃ
？
」「
給

与
の
０
・
５
％
で
す
が
、
上
限

が
週
給
シ
ス
テ
ム
で
60
セ
ン

ト
、
月
次
給
与
シ
ス
テ
ム
で
２

ド
ル
60
セ
ン
ト
、
２
週
毎
の
給

与
シ
ス
テ
ム
で
１
ド
ル
20
セ
ン

ト
、
月
２
回
の
給
与
シ
ス
テ
ム

で
１
ド
ル
30
セ
ン
ト
が
上
限
と

な
っ
て
い
ま
す
。
年
間
で
は
31

ド
ル
20
セ
ン
ト
が
上
限
で
す
。」

「
そ
う
か
結
構
細
か
い
な
。
と

こ
ろ
で
、
ど
ん
な
場
合
に
保
険

が
で
る
ん
じ
ゃ
？
」「
ケ
ガ
や

病
気
を
し
て
か
ら
８
日
目
か
ら

に
な
り
ま
す
。
７
日
間
は
猶
予

（
免
責
）
期
間
と
な
っ
て
い
ま

す
。」「
雇
用
主
は
何
か
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
？
」「
は

い
、
従
業
員
が
業
務
不
能
に
な

っ
た
と
知
ら
さ
れ
て
か
ら
５
日

以
内
にStatement of Rights 

と
い
う
フ
ォ
ー
ム
（Form DB-271S

）
を
従
業
員
に
渡
さ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。」「
最

初
の
支
払
い
は
い
つ
さ
れ
る
の

じ
ゃ
？
」「
業
務
不
能
に
な
っ

た
日
か
ら
14
日
目
か
ら
４
日
以

内
に
支
払
わ
れ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。」「
業
務
不
能
に
な
っ

た
こ
と
は
ど
う
や
っ
て
ク
レ
ー

ム
す
る
の
じ
ゃ
？
」「Notice 

and Proof of Claim for 
Disability Benefits

（Form 
DB-450

）
を
30
日
以
内
に
雇

用
主
か
保
険
会
社
に
提
出
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
に
は

医
師
や
専
門
家
の
診
断
を
受
け

て
疾
病
名
と
重
症
度
も
記
載

し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
り
ま

す
。」「
そ
う
か
、
そ
れ
で
、
い

く
ら
く
ら
い
支
給
さ
れ
る
の
じ

ゃ
？
」「
そ
の
従
業
員
の
平
均

”Click to Cancel” Rule  簡単キャンセル・ルール
　　悪徳ビジネスから消費者保護を担当するFederal Trade Commission （FTC）が、最近 “Click to 
Cancel” Rule を制定したことが、多くの国民の間で歓迎されています。これは、消費者が色々な
Subscription （予約・定期申込み）などを、ごく簡単にキャンセルできることを保証する新しい制
度です。実際、アメリカで生活する中で、雑誌購読契約、テレビやコンピューター関係のサービ

スへの加入やスポーツ・ジムへの入会を、後になって解約しようとしてもその方法が分かりにくいことから、市民か
ら多くの苦情・相談がFTCに持ちかけられています。　
　新しいルールのもと、消費者がClick to Cancel、つまりコンピューターやスマホなどのキーをクリックするだけで
解約できる仕組みを、事業者は作らなければなりません。また、契約が自動更新される場合、その事実を事業者は明
確に消費者に伝えなくてはなりません。そして、解約方法は申し込む際と同じくらい簡単なものである必要がありま
す。
　バイデン政権は、消費者がサービス業、ホテル、航空会社など広範な企業の悪どいやり方によって、無駄に払わさ
れるお金のことを Junk Fee と呼んで、それをなくすことを政権の公約としてきました。今回の “Click to Cancel” Rule
と言うのはまさにその一環で、カリフォルニア州が先行して作った規則を連邦レベルに引き上げたのです。この新ル
ールは来年4月に発効する予定です。　　　　　　　　　　　　    　　　　　　（旦　英夫　ニューヨーク州弁護士）
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■
米
語
ウ
ォ
ッ
チ
本
・
第
２
弾
新
発
売
：
旦
英
夫
氏
著
『
米
語

ウ
ォ
ッ
チ
・
ア
メ
リ
カ
の
今
を
読
み
解
く
キ
ー
ワ
ー
ド
１
３
１
』

Ｐ
Ｈ
Ｐ
版
は
、
ア
マ
ゾ
ン
お
よ
び
Ｎ
Ｙ
紀
伊
國
屋
書
店
で
好
評

発
売
中
。
11
月
８
日
（
金
）
午
後
５
時
30
分
か
ら
ト
ー
ク
＆
サ

イ
ン
会
。

週
間
給
与
の
50
％
、
最
高
で

１
７
０
ド
ル
ま
で
が
、
連
続
す

る
52
週
間
で
１
週
間
お
き
に
最

高
で
26
週
間
ま
で
支
給
さ
れ
ま

す
。」「
ほ
う
、
そ
う
か
。
そ
れ

と
妊
娠
出
産
の
と
き
に
も
支
給

さ
れ
る
と
聞
い
た
が
、
本
当

か
？
妊
娠
出
産
は
病
気
で
は
な

い
よ
な
？
」「
そ
の
通
り
で
す
。

妊
娠
出
産
は
病
気
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
病
院
に
通
い
な
が
ら

仕
事
の
業
務
遂
行
が
で
き
な
く

な
る
と
い
う
点
で
は
同
じ
で
す

の
で
疾
病
保
険
金
が
支
給
さ
れ

ま
す
。」「
そ
う
か
、
よ
く
わ
か

っ
た
。
あ
り
が
と
う
。」

米
国
公
認
会
計
士
齊
藤
事
務

所
（Saito LLP

）：
齊
藤
幸
喜

(www.saitollp.com, info@
saitollp.com)

　

旅
行
情
報
サ
イ
ト
の
フ
ォ
ー

ブ
ス
・
ト
ラ
ベ
ル
・
ガ
イ
ド
は

22
日
、
同
誌
初
の
航
空
に
関
す

る
各
分
野
の
優
秀
事
業
を
称
え

る
「
ベ
リ
フ
ァ
イ
ド
・
エ
ア
・

ト
ラ
ベ
ル
・
ア
ワ
ー
ド
」
を
発

表
し
、
最
も
優
れ
た
国
内
線
空

港
に
ラ
ガ
ー
デ
ィ
ア
空
港
が
選

ば
れ
た
。

　

同
賞
は
「
機
内
の
バ
ー
や
空

港
の
レ
ス
ト
ラ
ン
の
選
択
肢
、

空
港
内
ラ
ウ
ン
ジ
な
ど
22
の
部

門
に
、
５
０
０
０
人
の
接
客
業

や
旅
行
の
専
門
家
が
推
薦
し
た

事
業
や
施
設
の
リ
ス
ト
」
に
基

づ
き
、
評
価
し
た
と
い
う
。

ニューヨーク歴史研究会通信
■ 第107回例会/令和6年11月例会
開催日：令和6年1１月13日（水曜日）
会場：日系人会ホール（49 West 45th Street, 
　5th Floor, New York, NY 10036）
演題：「みことのり」に見る日本の歴史 
　̶時代を動かした天皇のお言葉ー
開場：17:45 (開始まで軽飲食)
時間：18:30 ～20:30　
講師：高崎康裕（会長）
会費：一般会費30ドル（会員20ドル）初回参加無料
参加申込：Eメール rekishikenkyuny@gmail.com 
　研究会事務局

　天皇のおことばは「みことのり」と言われます
が、日本は先の大戦で敗れるまで、この「みことの
り」即ち「詔勅」を中心に政治が行われてきた。
 「詔勅」は現行の日本国憲法の公布以来否定さ
れ、今「詔勅」を目にすることはないが、天皇の
「詔勅」はその時代の国の進路を定めてきたという
事実を背景にしてそれらを読んでみれば、そこに込
められた天皇の思いや願い、時代の状況を踏まえた
上で目指された国の姿などが浮かび上ってきます。
　今月の例会は、歴史上重要な「みことのり」を江
戸中期まで遡りながら、その時代の動きと国の歩ん
できた道を辿ります。

ニューヨーク歴史研究会 
since 2011
Historical Studies Group New York Inc.
http://www.nyrekishikenkyu.org/ 

　

今
年
６
月
30
日
ま
で
の
Ｎ

Ｙ
市
の
財
政
年
度
で
、
公
的

扶
助
を
受
給
し
た
市
民
は

78
万
７
４
０
０
人
と
過
去
20
年

間
で
最
高
だ
っ
た
こ
と
が
、
エ

リ
ッ
ク
・
ア
ダ
ム
ス
Ｎ
Ｙ
市
長

が
９
月
に
公
表
し
た
２
０
２
４

年
度
の
年
報
で
わ
か
っ
た
。

　

同
市
長
が
24
年
度
に
市
民
の

生
活
補
助
に
割
り
当
て
た
予
算

は
24
億
６
０
０
０
万
ド
ル
で
、

22
年
度
の
15
億
５
７
０
０
万
ド

ル
、
23
年
の
19
億
９
０
０
０
万

ド
ル
を
大
幅
に
上
回
っ
た
。
該

当
者
は
現
在
、
家
賃
や
光
熱
費

の
支
払
い
、
衣
類
な
ど
生
活
必

需
品
の
購
入
の
た
め
に
単
身
者

は
91
ド
ル
50
セ
ン
ト
、
３
人
家

族
は
１
４
４
ド
ル
50
セ
ン
ト
分

の
小
切
手
を
２
週
間
毎
に
受
給

し
て
い
る
。
受
給
者
数
は
昨
年

度
比
で
66
万
人
以
上
に
当
た
る

19
・
１
％
増
加
し
た
。

　

同
市
社
会
福
祉
局
（
Ｄ
Ｓ

Ｓ
）
は
同
受
給
者
の
急
増
に
つ

い
て
「
前
例
の
な
い
チ
ャ
レ
ン

ジ
」
と
し
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の

影
響
が
特
に
有
色
の
人
種
的
マ

イ
ノ
リ
テ
ィ
に
深
刻
な
打
撃
を

与
え
た
た
め
、
と
説
明
し
て
い

る
。
ま
た
移
民
の
急
増
は
、
生

活
補
助
受
給
者
の
増
加
に
関
係

し
て
い
な
い
と
し
て
い
る
。

生
活
保
護
の
受
給
者

Ｎ
Ｙ
で
著
し
く
増
加

優
良
空
港
ラ
ン
キ
ン
グ

ラ
ガ
ー
デ
ィ
ア
空
港
１
位

求
め
ら
れ
る
資
質
は
日
本
語
及

び
英
語
が
堪
能
で
あ
る
こ
と

（
特
に
日
本
語
は
ネ
イ
テ
ィ
ブ

レ
ベ
ル
）。Microsoft Offi  ce 

W
ord

、Excel

、
Ｅ
メ
ー
ル
な

ど
を
使
用
し
た
一
般
的
な
事
務

処
理
能
力
。
段
取
り
や
手
順
を

整
え
、
正
確
に
事
務
処
理
を
遂

行
す
る
能
力
。

　

応
募
方
法
は
、
次
の
書
類
を

Ｅ
メ
ー
ルkyujin-fi nance@

ny.mofa.go.jp
宛
て
に
送
付
。

カ
バ
ー
レ
タ
ー
（
日
本
語
ま
た

は
英
語
）、
履
歴
書
（
日
本
語

ま
た
は
英
語
）。
応
募
締
め
切

り
は
11
月
7
日
。
選
考
方
法
は

書
類
選
考
を
通
過
し
た
方
の
み

面
接
日
程
を
通
知
。
電
話
に
よ

る
問
い
合
わ
せ
は
不
可
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
総
領
事

館
で
は
、
財
務
部
の
現
地
採
用

職
員
を
募
集
し
て
い
る
。
関
心

の
あ
る
人
は
、
２
０
２
４
年
11

月
7
日
ま
で
に
必
要
書
類
を
送

付
す
る
こ
と
。
勤
務
条
件
は
毎

週
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
午

前
9
時
15
分
か
ら
午
後
6
時

で
（
昼
食
休
憩
1
時
間
）。
週

休
二
日
（
土
、
日
）、
年
次
有

給
休
暇
あ
り
。
待
遇
は
年
俸
約

５
万
ド
ル
（
学
歴
、
職
歴
等
に

よ
り
決
定
）。
医
療
・
歯
科
保

険
へ
の
加
入
可
（
一
部
自
己
負

担
）。
勤
務
場
所
は
在
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
日
本
国
総
領
事
館
。
採

用
時
期
は
12
月
。
業
務
内
容

は
、
幹
部
秘
書
業
務
、
部
内
職

員
の
日
程
管
理
、
外
部
と
の
面

会
、
金
融
機
関
と
の
定
例
会
等

に
お
け
る
日
程
・
場
所
の
調

整
、
当
地
へ
の
出
張
者
に
係
る

対
応
（
宿
泊
、
交
通
に
関
す
る

手
配
、
日
程
表
の
作
成
等
）
な

ど
。
応
募
資
格
は
米
国
永
住
権

ま
た
は
米
国
籍
を
有
す
る
人
。

　

同
空
港
は
、
ジ
ョ
ー
・
バ
イ

デ
ン
大
統
領
が
副
大
統
領
時
代

に
「
ま
る
で
開
発
途
上
国
だ
」

と
描
写
し
た
ほ
ど
悪
評
高
か
っ

た
が
、
近
年
の
大
規
模
改
修
で

汚
名
返
上
を
果
た
し
た
。
同
空

港
を
運
営
す
る
港
湾
公
社
の
リ

ッ
ク
・
コ
ッ
ト
ン
局
長
は
声
明

で
「
改
修
開
始
当
初
か
ら
、
国

内
最
悪
で
笑
い
も
の
の
空
港
を

世
界
一
の
空
港
に
す
る
こ
と
が

我
々
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
だ
っ
た
」

と
伝
え
て
い
る
。

　

そ
の
ほ
か
同
賞
の
詳
細
は

https://www.forbes.com/

を
参
照
す
る
。

　

Ｎ
Ｙ
州
公
共
サ
ー
ビ
ス
委
員

会
（
Ｐ
Ｓ
Ｃ
）
は
９
日
、
光
熱

費
の
概
算
を
公
表
し
、
今
冬
は

天
然
ガ
ス
料
金
が
高
騰
す
る
可

能
性
が
あ
る
と
伝
え
た
。

　

天
然
ガ
ス
の
消
費
量
７
０
０

サ
ー
ム
の
家
庭
の
場
合
、
今
冬

11
〜
３
月
の
月
々
の
料
金
は
昨

年
比
で
11
％
増
の
２
０
２
ド
ル

と
な
る
。
一
方
電
気
料
金
は
、

６
０
０
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
場
合
で

月
額
58
ド
ル
と
２
％
減
と
な

る
。
米
海
洋
大
気
庁
（
Ｎ
Ｏ
Ａ

Ａ
）
は
北
東
部
の
10
〜
２
月
の

気
温
に
つ
い
て
「
平
年
よ
り
も

や
や
暖
か
め
」
と
予
測
。

ＮＹ日本総領事館
現地採用職員を募集
応募締切 11月 7日

今
冬
ガ
ス
代
が
高
騰

電
気
代
は
２
％
安
く

https://www.maxjob.com/
http://www.swlgpc.com/jp/
https://michaeldunnlaw.com
mailto:KHAdvisors7@Gmail.com
https://www.hondag.com
http://www.saitollp.com
http://www.saitollp.com
http://www.saitollp.com
mailto:rekishikenkyuny@gmail.com
http://www.nyrekishikenkyu.org/
https://www.forbes.com/
https://www.forbes.com/
https://www.forbes.com/
https://www.forbes.com/
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新
潟
県
は
10
月
26
日
と
27
日

の
両
日
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
ジ

ャ
パ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
2
階
部
ロ
フ

ト
で
、新
潟
物
産
展
を
開
催
し
、

燕
市
か
ら
（
包
丁
、爪
や
す
り
、

ト
ン
グ
な
ど
の
ほ
か
、
和
包
丁

＆
研
ぎ
な
ど
を
実
演
販
売
し

た
。
燕
市
は
食
器
で
世
界
的
に

知
名
度
が
あ
り
、
今
回
カ
ト
ラ

リ
ー
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
で
は
高

級
レ
ス
ト
ラ
ン
向
け
、
家
庭
向

け
の
フ
ォ
ー
ク
や
ナ
イ
フ
、
ス

プ
ー
ン
が
展
示
販
売
さ
れ
た
。

　

午
前
中
に
花
角
英
世
新
潟
県

知
事
が
来
場
し
て
、
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
市
民
に
直
接
新
潟
の
産
品

を
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
し
た
。
会

場
で
は
、
飼
い
主
と
ペ
ッ
ト
の

た
め
の
爪
ヤ
ス
リ
や
、
コ
ー
ヒ

ー
を
淹
れ
る
ケ
ト
ル
な
ど
、
日

野
浦
刃
物
工
房
か
ら
は
価
格

５
０
０
ド
ル
前
後
の
包
丁
が
ず

ら
り
と
並
ん
だ
。
ま
た
新
潟
フ

ェ
ア
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
能
水
商

店
の
松
本
将
史
社
長
（
45
）
は

元
高
校
教
師
だ
っ
た
が
脱
サ
ラ

し
て
起
業
。「
新
潟
県
立
海
洋

高
等
学
校
で
開
発
さ
れ
た
鮭
の

魚
醤
『
最
後
の
一
滴
』
の
製
造

販
売
と
高
校
生
へ
の
職
業
教
育

支
援
を
す
る
た
め
に
会
社
を
設

立
し
ま
し
た
。
お
客
様
の
味
の

世
界
を
広
げ
る
魚
醤
の
普
及
を

通
じ
て
、
水
産
資
源
の
有
効
利

用
と
人
づ
く
り
を
図
り
、
サ
ス

テ
ィ
ナ
ブ
ル
な
地
域
づ
く
り
に

貢
献
し
た
い
」
と
語
っ
た
。

　

秋
田
杉
を
使
っ
た
屏
風
な
ど

を
展
示
し
た
の
は
大
湊
文
吉
商

店
。
想
樹
グ
ル
ー
プ
土
田
農
園

の
和
梨
が
日
本
か
ら
輸
入
さ
れ

て
並
び
、
米
国
人
客
が
「
と
て

も
甘
い
」と
買
い
求
め
て
い
た
。

新
潟
の
酒
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
日

本
酒
文
化
国
際
交
流
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
・
ニ
イ
ガ
タ
・
サ
ケ
・
ラ

バ
ー
ズ
代
表
の
デ
ュ
ケ
ッ
ト
智

美
さ
ん
が
来
場
者
に
お
釈
を
し

て
菊
水
、
八
海
山
な
ど
新
潟
産

日
本
酒
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

　

今
回
新
潟
か
ら
参
加
し
た
企

業
は
、
日
野
浦
刃
物
工
房
、
馬

場
長
、
山
谷
産
業
、
下
村
企
販
、

カ
ン
ダ
、
吉
田
ヤ
ス
リ
の
燕
市

か
ら
と
、
八
海
醸
造
、
菊
水
酒

造
、
ニ
イ
ガ
タ
・
サ
ケ
・
ラ
バ

ー
ズ
、
大
湊
文
吉
商
店
、
想
樹
、　

能
水
商
店
の
13
社
。

　

ま
た
28
日
に
は
、
新
潟
の
食

と
酒
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
イ
ベ
ン

ト
が
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
レ
ス
ト

ラ
ン
で
開
催
さ
れ
、
関
係
者

１
２
０
人
が
集
ま
っ
た
。
当
日

は
9
社
の
酒
蔵
か
ら
26
種
類
の

日
本
酒
を
来
場
者
に
テ
イ
ス
テ

ィ
ン
グ
し
て
も
ら
っ
た
。
花
角

新
潟
県
知
事
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
佐
渡
金
山
が

世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
こ
と

も
あ
り
会
場
は
大
い
に
盛
り
上

が
っ
た
。
新
発
田
市
の
二
階
堂

馨
市
長
、
南
魚
沼
市
の
林
茂
男

市
長
も
参
加
し
た
。
27
日
に
は

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
エ
ン
パ
イ
ア

ス
テ
ー
キ
で
Ｎ
Ｙ
新
潟
県
人
会

（
大
坪
賢
次
会
長
）
の
35
周
年

記
念
式
典
（
来
週
号
で
詳
報
）

が
山
﨑
国
連
大
使
、
森
Ｎ
Ｙ
総

領
事
、
三
浦
ジ
ェ
ト
ロ
Ｎ
Ｙ
事

務
所
長
ら
１
０
５
人
の
参
加
で

盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。　
　

新潟物産展NYで開催
燕
市
な
ど
県
内
13
社

花
角
知
事
が
来
米
し
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
ジ
ャ
パ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ

包丁について説明を受ける花角知事 ( 日野浦刃物工房）

日
本
か
ら
参
加
し
た
燕
市
の
皆
さ
ん

和
梨
「
想
樹
」
は
人
気

能
水
商
店
の
皆
さ
ん

　

長
野
県
と
在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

日
本
国
総
領
事
館
の
共
催
に
よ

る
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
「
発
酵
・
長

寿
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ
の
食
」
が
、

10
月
29
日
夕
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

総
領
事
の
森
美
樹
夫
大
使
公
邸

で
開
催
さ
れ
、
来
米
し
た
阿
部

守
一
長
野
県
知
事
が
、
日
米
レ

ス
ト
ラ
ン
関
係
者
ら
に
長
野
の

ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
や
温
泉
な
ど

の
大
自
然
、
松
本
城
な
ど
の
歴

史
、
食
文
化
に
つ
い
て
解
説
し

て
長
野
の
魅
力
を
紹
介
し
た
。

長
野
県
は

発
酵
と
長
寿

Ｎ
Ｙ
大
使
公
邸
で
阿
部
知
事
が
Ｐ
Ｒ

宮坂醸造のテーブルで NYタイムズ紙記者、森大使と歓談する阿部知事

　

ま
た
マ
ル
コ
メ
株
式
会
社
の

青
木
時
男
社
長
が
登
壇
し
て
味

噌
の
美
味
し
さ
を
ア
ピ
ー
ル
す

る
な
ど
県
内
の
メ
ー
カ
ー
10
社

が
出
展
し
、
会
場
で
は
、
そ
ば

打
ち
の
実
演
な
ど
の
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
は
じ
め
、
長
野

県
の
風
土
と
気
候
、
歴
史
が
育

ん
だ
県
産
品
の
試
飲
・
試
食
提

供
の
ほ
か
、
発
酵
食
品
な
ど
県

産
食
材
を
使
っ
た
公
邸
料
理
人

に
よ
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
メ
ニ
ュ
ー

が
振
舞
わ
れ
大
盛
況
だ
っ
た
。

25
歳
以
下
は
無
料
に

ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
美
術
館

 　
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
美
術
館
（
ガ

ン
ズ
ボ
ー
ト
・
ス
ト
リ
ー
ト
99

番
地
）
は
こ
の
ほ
ど
、
25
歳
以

下
の
入
場
を
無
料
に
す
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
「
フ
リ
ー
25
・
ア
ン
ド
・

ア
ン
ダ
ー
」
を
12
月
中
旬
か
ら

始
め
る
こ
と
を
発
表
し
た
。

　

同
美
術
館
は
今
年
１
月
、
毎

週
金
曜
日
の
午
後
５
〜
10
時
と

第
２
日
曜
日
の
全
日
（
午
前
10

時
30
分
〜
午
後
６
時
）
を
入
場

無
料
に
す
る
「
フ
リ
ー
・
フ
ラ

イ
デ
ー
・
ナ
イ
ツ
・
ア
ン
ド
・

フ
リ
ー
・
セ
カ
ン
ド
・
サ
ン
デ

ー
ズ
」
を
導
入
し
た
。
若
者
を

対
象
に
し
た
新
た
な
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
、
同
美
術
館
評
議
委
員
の

芸
術
家
ジ
ュ
リ
ー
・
メ
レ
ツ
氏

と
映
画
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
ス

ー
ザ
ン
・
ヘ
ス
氏
が
提
案
し
た
。　
　
　

　

エ
チ
オ
ピ
ア
生
ま
れ
の
メ
レ

ツ
氏
は
声
明
で
「
幼
い
頃
は
現

代
美
術
館
に
行
く
機
会
は
な

く
、
Ｎ
Ｙ
に
移
っ
て
も
給
仕
の

仕
事
を
し
て
い
た
の
で
、
多
く

の
学
生
や
若
者
と
同
様
に
、
現

代
美
術
や
文
化
に
触
れ
る
機
会

を
持
つ
こ
と
が
難
し
か
っ
た
」

と
自
身
の
経
験
を
伝
え
「
接
す

る
機
会
が
な
い
限
り
、
多
様
性

や
公
平
、
包
括
を
話
し
合
う
こ

と
は
で
き
な
い
。
文
化
は
、
現

代
に
制
作
さ
れ
た
も
の
に
触
れ

る
こ
と
で
新
し
く
多
様
な
声
を

生
み
出
し
、
こ
れ
ら
の
声
無
し

で
は
発
展
し
続
け
る
こ
と
は
で

き
な
い
」
と
話
し
て
い
る
。

　

同
美
術
館
に
よ
る
と
、
今
年

入
場
無
料
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
始

以
降
、
入
場
者
の
平
均
年
齢
は

10
歳
下
が
り
、
60
％
以
上
は
人

種
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
（
Ｂ
Ｉ
Ｐ

Ｏ
Ｃ
）
で
、
多
く
は
「
初
め
て

の
来
館
者
」
だ
と
い
う
。
今
年

は
す
で
に
約
30
万
人
が
無
料
で

同
美
術
館
を
利
用
し
て
い
る
。

　

現
在
、
米
国
の
25
歳
以
下
の

人
口
は
最
も
多
様
な
世
代
だ
と

い
う
が
、
多
く
は
物
価
高
や
学

生
ロ
ー
ン
な
ど
が
原
因
で
資
金

難
に
陥
っ
て
い
る
。
25
歳
以
下

の
入
館
者
の
80
％
以
上
が
「
無

料
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
美
術

館
に
行
く
き
っ
か
け
と
な
っ

た
」と
回
答
し
て
い
る
と
い
う
。　
　
　

詳
細
は
同
美
術
館
の
公
式
サ
イ

トhttps://whitney.org
る
。

http://hinomaru-limo.com
mailto:meiseimotors@aol.com
http://myriverside.net/home
http://www.yamagatadental.net/
http://www.nyseikatsu.com
https://whitney.org
https://whitney.org
https://whitney.org


■ポカンティコヒル・マラソン
　スリーピーホロウ郊外にある州立ロックフェラー公園
内の丘陵地を走るフル/ハーフマラソン大会。森林や野原、
石垣、橋、湖、小川、農場の横を走るループコースは起
伏があり変化に富む。景観が美しいだけではなく、車両
の通行がゼロなのもランナーにとって嬉しい。レースは
９日（土）午前８時開始、午後４時終了。スタート地点
は国道 9 号線沿いのフェルプス病院（701 N. Broadway, 
Sleepy Hollow）の北側、病院の駐車場からスタート地点
まで案内標識が設置される。参加費はハーフ１３６ドル、
フル２１６ドル（税、手数料込み）で先着５００名、申
し込み締め切りは 4日（月）。レースは非営利団体 Run 
Wild, Inc. が主催し、収益はハドソン渓谷の土地保全支援
に充てられる。https://pocanticohillsmarathon.com/

■オールド・クロトン水路を歩く会
　片道約 3マイル、3時間のウォーキングを楽しむイベ
ント（参加費無料だが参加申し込みが必要）。17日（日）
午前 11 時にヨンカースのセント・ポール・ザ・アポス
トル教会（602 McLean Ave. Yonkers）前を出発、オール
ド・クロトン水路を南下してヴァン・コートランド公園
を抜け、ジェローム貯水池が最終目的地となる。トレイ
ルはループになっていないので、出発点には徒歩で戻る
かバスを利用する。ほぼ平坦な道のりだが岩が多いので、
歩きやすい靴で参加すること。雨天順延。オールド・ク
ロトン水路はウェストチェスターの水源とマンハッタン
の貯水池を結ぶ全長約 66キロメートルの水路で１９４０
年代初頭に完成、現在はトレイルとして整備されている。
参加申し込み
https://aqueduct.org/events/fall-walk-aqueduct-van-cortlandt-park

（9）　　 ［ローカル面］ 2024年（令和 6年）11月 2日（土）

　

ホ
ワ
イ
ト
プ
レ
ー
ン
ズ
か
ら

北
へ
車
で
約
１
時
間
半
、
コ
ネ

チ
カ
ッ
ト
州
の
コ
ー
ン
ウ
ォ
ー

ル
・
ブ
リ
ッ
ジ
と
い
う
田
舎
町

に
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
や
ス
ー
プ
が

美
味
し
い
店
が
あ
る
と
聞
い

て
、
紅
葉
の
名
残
を
見
物
が

て
ら
ひ
と
っ
走
り
し
て
き
た
。

元
々
あ
っ
た
カ
ン
ト
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
を
新
オ
ー
ナ
ー
が
全
面

改
装
し
て
オ
ー
プ
ン
し
た
店
は

モ
ダ
ン
で
機
能
的
な
イ
ン
テ
リ

ア
で
、
長
閑
な
田
舎
町
で
は
ピ

カ
イ
チ
の
粋
さ
を
誇
る
。
近
隣

産
の
乳
製
品
や
厳
選
し
た
食
品

も
販
売
し
て
い
る
が
品
数
は
少

な
い
の
で
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
言

う
よ
り
は
カ
フ
ェ
と
呼
ぶ
方
が

し
っ
く
り
す
る
。
店
内
に
は
チ

ョ
コ
レ
ー
ト
ル
ー
ム
が
あ
り
、

小
規
模
農
家
か
ら
直
接
購
入
し

な
ぁ
ん
に
も
な
い
田
舎
町
の
粋
な
店

コ
ー
ン
ウ
ォ
ー
ル
・
マ
ー
ケ
ッ
ト

食べ歩き

Cornwall Market
 25 Kent Rd. Cornwall Bridge, 

CT 07654
日～水 7:00-15:00
木～土 7:00-18:00

www.cornwallmarket.com/

た
カ
カ
オ
豆
を
使
っ
て
、
こ
だ

わ
り
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
手
作

り
し
て
い
る
（
板
チ
ョ
コ
８
ド

ル
）。

　

今
日
の
ラ
ン
チ
は
ふ
ん
わ
り

し
た
ブ
リ
オ
ッ
シ
ュ
に
卵
と
チ

ー
ズ
を
挟
ん
だ
サ
ン
ド
イ
ッ

チ
（
６
ド
ル
）
と
ス
ー
プ
（
９

ド
ル
）。
白
イ
ン
ゲ
ン
と
じ
ゃ

が
い
も
、
人
参
、
ケ
ー
ル
が
た

っ
ぷ
り
入
っ
た
具
沢
山
の
ス
ー

プ
は
優
し
い
味
わ
い
で
と
て
も

美
味
し
い
。
店
内
・
屋
外
の
テ

ー
ブ
ル
で
ゆ
っ
く
り
食
べ
る

の
も
良
し
、
テ
イ
ク
ア
ウ
ト

し
て
こ
の
店
か
ら
ほ
ど
近
い

ト
レ
イ
ル
（Pine Knob via 

Appalachian Trail 

、全
長
２
・

５
マ
イ
ル
、
難
易
度
中
程
度
、

登
り
き
っ
た
頂
上
か
ら
の
眺
め

が
素
晴
ら
し
い
）
に
持
参
す
る

の
も
良
し
。
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
北

西
部
へ
ド
ラ
イ
ブ
す
る
機
会
が

あ
っ
た
ら
、
是
非
コ
ー
ン
ウ
ォ

ー
ル
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
お
立
ち

寄
り
を
。

■ホリデー・トレインショー＆マーケット
　スカースデールとハーツデールの間に位置するグリーンバ
ーグ自然センターで毎年開催される模型列車の展示とホリデ
ーマーケット。ヨンカーズ鉄道模型クラブが製作した４X６
メートルのジオラマには山と渓谷、小川、トンネルとクリス
マスの村などが施され、その景色の中を模型列車が走る。会
期は 11月 16 日（土）から 12月８日（日）までの土日のみ、
午前 10 時から午後４時（入場は午後３時 30 分まで）。入場
料 10 ドル（２才以下の子供無料）。また 11 月 16 日（土）
17日（日）には地元アーティストの作品やサスティナブル商
品を販売するホリデーマーケットを開催する。こちらは午前

10時から午後２時まで。
　豊かな自然を満喫できる自然センターにはプチ動物園もあ
り、晩秋の休日を子供連れで楽しめる。Greenburgh Nature 
Center (99 Dromore Rd. Scarsdale)
https://greenburghnaturecenter.org/

■オペラ・カルメン
　今年 27 周年を迎えるタコニック・オペラは合衆国と州か
ら助成金を受けて活動する小規模なオペラ団体。創立当時か
らピークスキルのヨークタウン劇場を拠点に活動してきたが、
昨年劇場がオーケストラピットを閉鎖してオペラ公演が出来
なくなったため、ホームシアターをタリータウン・ミュージ
ック・ホールへと移した。ミュージック・ホールでのデビュ
ー作品となる「カルメン」はメリメの小説を基にジョルジ
ュ・ビゼーが作曲したもので、歌曲の間をセリフでつなぐオ
ペラ・コミック様式を持つ。歌曲はフランス語だが、舞台上
方に英語のサブタイトルが流れる。音楽ディレクター /指揮
は東京出身のジュン・ナカバヤシ氏。公演は 2日（土）午後
２時と 3日（日）午後１時の２回。チケットは一般 47 ～ 81
ドル、学生は 20 ドル。会場 Tarrytown Music Hall (13 Main 
St.Tarrytown)　
詳細とチケット https://tarrytownmusichall.org/

ウエストチェスター 11月のイベント

http://www.kodomony.org
http://www.kishuya.com/
tel:9147771543
http://www.ojfd.com
http://www.jwsny.org
https://www.artxuest.com/
https://pocanticohillsmarathon.com/
https://aqueduct.org/events/fall-walk-aqueduct-van-cortlandt-park
http://www.cornwallmarket.com/
https://greenburghnaturecenter.org/
https://tarrytownmusichall.org/
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１
９
７
０
年
代
と
書
く
と
、

ま
だ
そ
れ
ほ
ど
昔
と
い
う
気
が

し
な
い
が
、
ゆ
う
に
50
年
以
上

前
、
半
世
紀
も
時
間
が
流
れ
て

い
る
こ
と
に
な
る
。
日
本
経
済

が
高
度
成
長
期
の
真
っ
只
中
に

あ
り
、
団
塊
世
代
が
働
き
盛
り

の
大
衆
を
形
成
し
て
い
た
時

代
。
新
し
い
も
の
が
ど
ん
ど
ん

生
ま
れ
、
そ
し
て
飛
ぶ
よ
う
に

世
界
に
売
れ
て
い
っ
た
時
代

だ
。
広
告
は
時
代
を
映
す
鏡
の

よ
う
な
も
の
。
化
粧
品
、飲
料
、

嗜
好
品
、
イ
ン
テ
リ
ア
、
生
活

用
品
、
薬
品
、
ピ
ア
ノ
、
電
化

製
品
、
自
動
車
、
オ
ー
ト
バ
イ
、

鉄
道
、
航
空
、
旅
行
、
カ
メ

ラ
、
時
計
、
万
年
筆
な
ど
、
ど

の
分
野
を
と
っ
て
も
目
に
浮
か

ぶ
日
本
を
代
表
す
る
よ
う
な
商

品
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
コ
ピ

ー
が
冴
え
て
い
る
。「
そ
の
国

の
衣
装
で
美
し
い
人
が
も
っ
と

も
美
し
い
」（
資
生
堂
ナ
チ
ュ

ラ
ル
グ
ロ
ウ
）、「
女
性
に
ご
注

意
」（
資
生
堂
エ
ム
ジ
ー
５
ギ

ャ
ラ
ッ
ク
」「
や
ら
れ
ま
し
た

ね
、
あ
な
た
」（
資
生
堂
ブ
ラ

バ
ス
）、「
男
は
黙
っ
て
サ
ッ
ポ

ロ
ビ
ー
ル
」（
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー

ル
）、「
素
肌
に
ニ
ベ
ア
、
す
べ

す
べ
」（
ニ
ベ
ア
化
粧
品
）、「
ク

ミ
コ
、君
を
の
せ
る
の
だ
か
ら
」

（
日
産
チ
ェ
リ
ー
）、「
ケ
ン
と

メ
リ
ー
の
贈
り
物
」（
日
産
ス

カ
イ
ラ
イ
ン
）、「
俺
は
俺
」（
ヤ

マ
ハ
オ
ー
ト
バ
イXS650

）、

「
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
・
ジ
ャ
パ
ン
」

（
日
本
国
有
鉄
道
）、「
ア
レ
コ

レ
選
べ
る
今
年
の
ジ
ャ
ル
パ
ッ

ク
」（
日
本
航
空
）、「
彼
は
ハ

ン
サ
ム
な
ロ
ボ
ッ
ト
だ
」（
キ

ヤ
ノ
ン
Ａ
１
）、「
ボ
ー
ナ
ス

は　

女
房
に
ま
か
せ
る
！
」（
太

陽
銀
行
）
な
ど
な
ど
、
言
葉
が

し
っ
か
り
と
胸
に
刺
さ
る
コ
ピ

ー
の
オ
ン
パ
レ
ー
ド
だ
。
撮
影

を
担
当
し
て
い
る
の
が
篠
山
紀

信
、
立
木
義
浩
、
横
須
賀
巧

光
ら
人
気
カ
メ
ラ
マ
ン
の
名

前
、
堀
内
誠
一
な
ど
の
ア
ー
ト

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
た
ち
が
大
活
躍

し
た
時
代
。
雑
誌
広
告
が
テ
レ

ビCM

と
並
ん
で
企
業
や
団
体

の
大
い
な
る
宣
伝
媒
体
だ
っ
た

し
、
そ
れ
を
担
う
広
告
代
理
店

勤
務
の
広
告
マ
ン
た
ち
は
憧
れ

の
的
で
、
電
通
、
博
報
堂
、
東

急
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
な
ど
名
だ

た
る
会
社
は
、
当
時
の
大
学
生

た
ち
の
就
職
し
た
い
職
種
、
会

社
の
か
な
り
上
位
を
占
め
て
い

た
。
70
年
代
は
、
そ
の
前
の
60

年
代
、
も
う
一
歩
前
の
50
年
代

と
も
趣
を
大
い
に
異
ら
せ
て
い

る
。
60
年
代
は
、
ア
メ
リ
カ
の

サ
イ
ケ
デ
リ
ッ
ク
ブ
ー
ム
全
盛

期
の
影
響
を
強
く
受
け
た
広
告

が
大
く
、
ち
ょ
う
ど
ミ
ニ
ス
カ

ー
ト
が
日
本
の
世
の
中
に
登
場

し
は
じ
め
た
頃
。
50
年
代
は
ま

だ
、
遠
い
ア
メ
リ
カ
の
憧
れ
の

文
化
に
対
す
る
強
い
思
い
が
投

影
さ
れ
て
い
た
時
代
と
比
べ
、

70
年
代
は
『
ジ
ャ
パ
ン
・
ア

ズ
・
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
』（
エ
ズ

ラ
・
ヴ
ォ
ー
ゲ
ル
、
１
９
７
９

年
刊
）
に
代
表
さ
れ
る
、
80
年

代
に
バ
ブ
ル
経
済
時
代
へ
の
大

き
な
る
助
走
の
時
代
で
あ
っ
た

と
言
え
る
。
日
本
企
業
が
、
試

行
錯
誤
し
な
が
ら
海
外
に
出
て

い
っ
た
先
輩
た
ち
の
足
跡
を
超

え
て
自
信
を
持
っ
て
日
本
の
外

に
出
て
勝
負
し
て
い
た
時
代
で

も
あ
る
。
日
本
人
の
感
性
が
研

ぎ
澄
ま
さ
れ
、
言
葉
と
画
像
、

写
真
、
映
像
と
し
て
残
さ
れ
た

広
告
は
、
時
代
の
歴
史
を
刻
む

貴
重
な
財
産
だ
。　
　
（
三
浦
）

 日本も日本人も豊かだった
関本康弘・編集
 ピエ・ブックス・刊

■天使と悪魔のシネマ（小野寺史宜、ポプラ社）結婚を控
えた地下鉄の運転士、酔って駅のホームに立つDV男、仕
事と恋人を失ったフリーター。岐路に立つ彼らのもとに
やって来るのは天使か悪魔か。見知らぬ隣人たちの人生が
闇の奥で接近し、思いがけぬ物語へと織りなされる、容赦
ない運命と温もりが同居する、ちょっと怖い物語。■潰え
る　最恐の書き下ろしアンソロジー（鈴木光司・一穂ミチ
ほか、角川ホラー文庫）「考えうる最大級の恐怖」をテー
マに6人の”最恐”執筆陣が集結。澤村伊智×霊能＆モキュ
メンタリー風ホラー、阿泉来堂×村に伝わる「ニンゲン柱」
の災厄、鈴木光司×幕開けとなる新「リング」サーガほ
か、全編書き下ろしのアンソロジー。■あのころなにして
た？（綿谷りさ、新潮文庫）すべての予定が消えた今、今
日は何をしようか。深刻さと楽観視がくるくる入れ替わっ
た「あのころ」。2020年、めまぐるしい日々のなか綴られ
た著者初の日記エッセイ。34点の直筆カラー挿絵も掲載。
■悩まない人の考え方（木下勝寿、ダイヤモンド社）企画
の発端は「20年以上、悩んでいない」という著者のひと言。
本書は10万部を突破した『時間最短化、成果最大化の法則』
の著者が、初めて「悩まない人の考え方」を最強スキルと
して体系化したもの。1日 1つインストールすると一生悩
まない最強スキル30を伝授する。■極限団地―一九六一
東京ハウス（真梨幸子、新潮文庫）古きよき昭和の生活を体験してみませ
んか？謝礼500万円をお支払いします。リアリティショーの出演者公募で
選ばれた2組の家族と番組スタッフは築60年の広大な団地に集結した。質
素ながらも夢と希望にあふれる暮らしのはずが、待っていたのは悲惨な環境
だった。気持ちを不安にさせつような表紙そのままのミステリー。『一九六一　
東京ハウス』改題。■多様性バカ（池田清彦、扶桑社新書）自由を奪い、差
別と分断を生む本末転倒。無駄に増える不要なルール。カタチだけの女性優
遇。SNSで暴走する正義幻想。「変わり者」を徹底排除する風潮。『ホンマでっ
か !? TV』でもおなじみの ”生物学の専門家 ”が、「多様性」とは何かを解き
明かし、世の中にはびこる “ なんかいやな感じ ”を喝破する。（高田由起子）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店NY本店

　

運
命
と
温
も
り
が
同
居
す
る
ち
ょ
っ
と
怖
い
物
語
。
６
人
の
作
家
に
よ
る
ア
ン
ソ
ロ

ジ
ー
。
綿
谷
り
さ
初
の
日
記
エ
ッ
セ
イ
。
一
生
悩
ま
な
い
最
強
ス
キ
ル
と
は
。
古
き
良
き

昭
和
の
生
活
体
験
ミ
ス
テ
リ
ー
。
矛
盾
と
偽
善
が
蔓
延
す
る
日
本
へ
の
警
告
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　

ア
メ
リ
カ
に
憧
れ
、
ア
イ
ビ

ー
と
Ｖ
Ａ
Ｎ
が
青
春
だ
っ
た
あ

の
頃
を
知
っ
て
い
る
オ
ジ
サ
ン

は
何
と
し
て
も
買
っ
て
蔵
書
に

し
た
い
一
冊
だ
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
で
も
ま
だ
こ
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
で
闊
歩
す
る
紳
士
た
ち
を
見

か
け
る
の
が
嬉
し
い
。
今
見
て

も
全
く
古
さ
を
感
じ
さ
せ
な
い

写
真
集
。
１
９
６
０
年
代
の
ア

メ
リ
カ
ア
イ
ビ
ー
リ
ー
グ
大
学

生
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
今
に

伝
え
る
貴
重
な
写
真
集
と
い
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
。

　

ア
メ
リ
カ
のPOWEER 

HOUSE BOOKS

か
ら
英
語
版

で
も
出
版
さ
れ
て
い
る
。
オ
リ

ジ
ナ
ル
のTAKEIVY
は
ア
メ

リ
カ
で
も
非
常
に
評
判
が
高

い
。
ボ
タ
ン
ダ
ウ
ン
の
ワ
イ
シ

ャ
ツ
や
ト
ラ
ッ
ド
な
ネ
ク
タ

イ
、
チ
ノ
パ
ン
な
ど
、
日
本
人

が
温
存
し
た
ア
メ
リ
カ
服
飾

文
化
の
功
績
は
、AMETORA

（MARX W. DAVID)

に

詳

し
い
。
年
配
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

カ
ー
た
ち
に
見
せ
た
い
一
冊
。

TAKE IVY 

復
刻
版

ハ
ー
ス
ト
婦
人
画
報
社
：
復
刻

版
＝
林
田 

昭
慶 (

著)

、 

く
ろ

す 

と
し
ゆ
き (

著)

、 

長
谷
川 

元 (

著)

、
石
津 

祥
介 (

著)

。

ア
メ
リ
カ
ン
ト
ラ
ッ
ド
の
バ
イ
ブ
ル

https://usa.kinokuniya.com/
https://parkavenuemedicalcenter.com/
http://www.ojfd.com
https://www.bozubrooklyn.com/
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赤
い
ル
ビ
ー
色
の
小
さ
な

フ
ル
ー
ツ
、
ク
ラ
ン
ベ
リ
ー
。

フ
レ
ッ
シ
ュ
な
赤
い
ク
ラ
ン

ベ
リ
ー
が
店
頭
に
並
ぶ
と
、
い

よ
い
よ
秋
も
深
ま
っ
て
き
た

の
を
感
じ
ま
す
。
サ
ン
ク
ス
ギ

ビ
ン
グ
を
思
い
浮
か
べ
る
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
る
で
し
ょ
う
。

北
米
で
採
れ
る
ク
ラ
ン
ベ
リ

ー
は
カ
ナ
ダ
か
ら
ア
メ
リ
カ

北
東
部
を
原
産
と
し
、
大
昔
か

ら
ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
人
々
に
よ

っ
て
お
料
理
か
ら
布
の
染
色
、

民
間
薬
と
し
て
利
用
さ
れ
て

き
ま
し
た
。

　

さ
て
、
今
回
は
ク
ラ
ン
ベ
リ

ー
の
種
の
油
の
ご
紹
介
で
す
。

ク
ラ
ン
ベ
リ
ー
ジ
ュ
ー
ス
の

た
め
に
搾
っ
た
後
の
残
滓
（
ざ

ん
し
）
を
ア
ッ
プ
サ
イ
ク
ル

し
、
種
か
ら
油
を
搾
る
こ
と
が

始
ま
り
ま
し
た
。
油
を
搾
っ
た

種
の
残
滓
は
さ
ら
に
ア
ッ
プ

サ
イ
ク
ル
さ
れ
て
ピ
ン
ク
色

の
パ
ウ
ダ
ー
に
な
り
化
粧
品

や
食
品
の
原
料
と
し
て
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。
ク
ラ
ン
ベ
リ

ー
の
小
さ
な
赤
い
種
を
コ
ー

ル
ド
プ
レ
ス
す
る
と
、
深
い
緑

色
が
か
っ
た
、
少
し
甘
ず
っ
ぱ

い
フ
ル
ー
テ
ィ
な
香
り
の
も

っ
た
り
し
た
油
が
と
れ
ま
す
。

オ
メ
ガ
３
、６
、９
の
不
飽
和

脂
肪
酸
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
た

っ
ぷ
り
含
み
、
他
の
貴
重
な
微

量
成
分
ト
コ
フ
ェ
ロ
ー
ル
、
ト

コ
ト
リ
エ
ノ
ー
ル
、
カ
ロ
チ
ノ

イ
ド
、
ス
テ
ロ
ー
ル
な
ど
も
含

ん
で
い
ま
す
。
肌
に
も
親
和
性

が
あ
り
ス
キ
ン
ケ
ア
オ
イ
ル

と
し
て
大
変
良
い
性
質
の
油

で
す
。
特
に
エ
イ
ジ
ン
グ
ス
キ

ン
、
日
焼
け
後
の
肌
、
乾
燥
し

た
肌
な
ど
に
は
気
持
ち
良
く

使
え
る
油
で
す
。
オ
ー
ガ
ニ
ッ

ク
の
ク
ラ
ン
ベ
リ
ー
を
余
す

と
こ
ろ
な
く
利
用
し
た
サ
ス

テ
ィ
ナ
ブ
ル
な
ク
ラ
ン
ベ
リ

ー
シ
ー
ド
オ
イ
ル
、
種
の
中
に

は
思
い
が
け
な
い
美
し
い
油

が
入
っ
て
い
ま
し
た
。

橋
本
真
理
子
／
Ａ
Ｒ
Ｃ
認
定

ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ス
ト
、
Ｎ
Ｙ
に

て
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
ク
ラ
ス
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ス
キ
ン
ケ
ア

製
品
や
精
油
の
調
合
を
実
施

す
る
。

m
ariko@

m
aliliko.com

www.m
aliliko.com

 

香
り
の

パ
ワ
ー

94

ク
ラ
ン
ベ
リ
ー

シ
ー
ド
油

 絵・古舘みどり

　

国
際
基
督
教
大
学（
Ｉ
Ｃ
Ｕ
）

を
卒
業
後
、
独
立
行
政
法
人
日

本
貿
易
振
興
機
構（
ジ
ェ
ト
ロ
）

に
入
構
し
、
海
外
企
業
の
日
本

投
資
を
促
進
す
る
業
務
に
従
事

し
た
。
２
年
間
勤
め
た
あ
と
、

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
デ
ザ
イ
ン
の

分
野
に
キ
ャ
リ
ア
チ
ェ
ン
ジ
を

目
指
し
退
職
し
て
留
学
。
パ
ー

ソ
ン
ズ
美
術
大
学
で
デ
ザ
イ
ン

を
学
ん
だ
。
卒
業
後
は
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
の
広
告
会
社
や
ブ
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー

な
ど
に
勤
め
な
が
ら
日
本
企
業

の
米
国
で
の
企
業
イ
メ
ー
ジ
の

構
築
、
ロ
ゴ
や
パ
ケ
ー
ジ
の
作

成
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
広
告
な

ど
を
手
が
け
な
が
ら
グ
ラ
フ
ィ

ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
と
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
デ
ザ
イ
ン
を
し
て
い
る
。

　

ジ
ェ
ト
ロ
時
代
、
日
本
の
中

小
企
業
と
海
外
の
ス
タ
ー
ト
ア

ッ
プ
企
業
と
を
結
び
つ
け
る
仕

事
を
し
て
い
た
。
感
じ
た
こ
と

は
、
日
本
企
業
は
、
優
れ
た
技

術
で
高
品
質
の
製
品
を
作
る

が
、「
魅
せ
る
力
」
が
弱
い
と

い
う
こ
と
だ
。
同
時
に
、
結
び

つ
け
た
企
業
の
仕
事
に
自
分
が

も
っ
と
踏
み
込
ん
で
お
手
伝
い

が
で
き
な
い
も
の
か
と
の
葛
藤

が
生
ま
れ
た
。
ジ
ェ
ト
ロ
の
構

造
的
な
役
割
に
限
界
も
感
じ
、

自
分
の
力
で
手
伝
え
る
方
法
を

手
に
い
れ
る
た
め
に
日
本
を
出

た
。
海
外
か
ら
の
視
点
で
ビ
ジ

ネ
ス
の
融
合
と
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
を
考
え
る
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
軸

足
を
移
し
ア
メ
リ
カ
に
来
て
２

年
半
、
い
ま
の
と
こ
ろ
自
分
が

予
定
し
て
い
た
プ
ラ
ン
通
り
の

生
活
だ
が
「
コ
ツ
コ
ツ
と
努
力

す
る
」
こ
と
は
日
本
時
代
か
ら

変
わ
っ
て
い
な
い
。
日
本
の
経

済
力
が
現
在
、
か
つ
て
ほ
ど
の

勢
い
が
な
い
一
方
で
、
働
き
方

改
革
が
提
唱
さ
れ
、
労
働
時
間

を
１
日
８
時
間
か
ら
７
時
間
へ

短
縮
、
１
週
間
35
時
間
労
働
を

基
準
に
す
る
な
ど
、「
日
本
人

が
だ
ん
だ
ん
働
か
な
い
方
向
に

向
か
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か

心
配
で
は
な
い
か
」
と
水
を
む

け
る
と
「
い
や
い
や
、
そ
う
で

も
し
な
い
と
日
本
人
は
働
き
す

ぎ
る
ん
で
す
よ
」
と
の
答
え
。

行
政
が
歯
止
め
を
か
け
な
い
と

サ
ー
ビ
ス
残
業
あ
た
り
ま
え
の

世
の
中
は
変
わ
っ
て
い
か
な
い

の
だ
と
。

　

海
外
で
の
日
本
製
品
、
ブ
ラ

ン
ド
に
対
す
る
評
価
は
極
め
て

高
く
、
ユ
ニ
ク
ロ
、
無
印
な
ど

シ
ン
プ
リ
シ
テ
ィ
ー
を
強
く
発

信
す
る
こ
と
で
そ
の
存
在
が
際

立
っ
て
い
る
と
も
言
う
。「
便

利
さ
、
扱
い
や
す
さ
、
技
術
力

に
裏
付
け
さ
れ
た
精
度
の
高

さ
、
デ
ザ
イ
ン
な
ど
、
日
本
が

誇
れ
る
分
野
は
ま
だ
ま
だ
い
っ

ぱ
い
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
自
分
た
ち
で
未
来
を
変
え

て
い
き
た
い
」
と
い
う
気
概
を

持
っ
て
仕
事
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
の
も
、
海
外
に
出
て
み

て
、
日
本
の
外
か
ら
日
本
や
日

本
企
業
、
日
本
製
品
を
客
観
視

で
き
る
立
場
に
身
を
置
い
た
か

ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　

パ
ー
ソ
ン
ズ
を
卒
業
し
て
か

ら
は
米
国
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

を
主
軸
と
す
る
デ
ザ
イ
ン
会

社
数
社
を
経
験
す
る
と
同
時

に
、
自
身
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も

幾
つ
か
担
当
し
、
医
療
機
関
や

食
品
会
社
、
ス
ポ
ー
ツ
メ
ー
カ

日
本
ブ
ラ
ン
ド
に
魅
せ
る
力
を

グラフィックデザイナー

佐地真梨子 さん

ー
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
経
験
を
積

ん
だ
。
こ
の
秋
、
再
び
米
国
の

デ
ザ
イ
ン
会
社
に
就
職
す
る
予

定
。
企
業
の
イ
メ
ー
ジ
や
商
品

の
個
性
を
印
象
つ
け
る
ブ
ラ
ン

ド
戦
略
は
、
日
本
以
上
に
ロ
ジ

ッ
ク
（
論
理
）
が
求
め
ら
れ
る
。

デ
ザ
イ
ン
に
は
す
べ
て
意
味
が

あ
る
、
意
味
を
論
理
的
に
説
明

で
き
な
く
て
は
な
ら
な
い
。「
自

分
の
作
っ
た
デ
ザ
イ
ン
、
ブ
ラ

ン
ド
で
人
の
心
を
動
か
し
た

い
」
と
い
う
気
持
ち
が
常
に
自

分
の
支
え
に
な
っ
て
い
る
。
働

く
会
社
や
住
ん
で
い
る
国
が
変

わ
っ
て
も
仕
事
に
対
す
る
向
か

い
方
に
ブ
レ
は
な
い
。
兵
庫
県

出
身
の
27
歳
。

　
（
三
浦
良
一
記
者
、
写
真
も
）

https://www.cosmeproud.com
http://www.idocenter.com
https://yukienatori-newyork.com/
https://kj-artist.jp/
mailto:mariko@maliliko.com
mailto:mariko@maliliko.com
mailto:mariko@maliliko.com
http://www.maliliko.com
http://www.maliliko.com
http://www.maliliko.com
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育
英
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル

ポ
ー
ト
ワ
シ
ン
ト
ン
校
（
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
ポ
ー
ト
ワ
シ

ン
ト
ン
／
在
籍
数
１
５
０
人
、

藤
田
真
祐
子
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
）

で
は
、
文
化
の
秋
に
ち
な
み
、

「
自
由
研
究
展
示
会
」「
手
作
り

二
十
四
節
気
カ
ル
タ
人
気
投

票
」「
中
高
等
部
遠
足
写
真
コ

ン
テ
ス
ト
」「
秋
の
古
本
市
」「
秋

の
読
書
週
間
／
お
す
す
め
図
書

紹
介
」
が
開
催
さ
れ
、
様
々
な

活
動
で
盛
り
上
が
り
、
文
化
芸

術
に
親
し
ん
だ
。

　

小
学
部
６
年
生
が
作
成
し
た

二
十
四
節
気
カ
ル
タ
の
投
票
で

は
、
季
節
に
あ
っ
た
情
景
を
描

く
な
ど
趣
向
を
凝
ら
し
た
作
品

が
集
ま
り
、
保
護
者
や
子
供
た

ち
が
人
気
投
票
を
し
た
。

　

自
由
研
究
発
表
会
で
は
手
作

り
ピ
ン
ボ
ー
ル
マ
シ
ー
ン
を
試

し
て
み
よ
う
と
、
幼
児
部
や
小

学
部
低
学
年
の
児
童
た
ち
が
大

喜
び
で
集
ま
り
、
来
年
は
自
分

も
挑
戦
し
て
み
よ
う
と
い
う
意

気
込
み
に
溢
れ
た
。

　

中
高
等
部
生
徒
会
主
催
の
遠

足
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
、
前

月
に
訪
れ
た
自
然
史
博
物
館
で

撮
影
し
た
作
品
が
提
出
さ
れ
、

遠
足
の
楽
し
い
１
日
が
蘇
っ

た
。

　

ま
た
、
今
年
で
３
年
目
と
な

っ
た
秋
の
古
本
市
で
は
過
去
最

大
の
４
０
０
０
冊
に
も
及
ぶ
本

の
寄
付
が
集
ま
り
、
子
供
た
ち

も
保
護
者
も
時
間
を
か
け
て
日

本
語
の
本
を
選
ん
だ
。

自
由
研
究
を
展
示

育
英
ポ
ー
ト
ワ
シ
ン
ト
ン

日
本
の
中
高
生
が

Ｎ
Ｊ
補
習
校
訪
問

ソ
ー
ラ
ン
節
楽
し
む

星槎中学・高等学校及び星槎学園北斗校中学部・高等学部と交流会

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
補
習
授

業
校
（
小
田
切
利
幸
校
長
、
在

籍
数
３
９
３
人
）は
10
月
19
日
、

横
浜
市
か
ら
研
修
旅
行
で
同
地

を
訪
れ
て
い
る
私
立
星
槎
中
学

校
・
高
等
学
校
及
び
星
槎
学
園

北
斗
校
中
学
部
・
高
等
学
部（
参

加
生
徒
数
50
人
、
引
率
教
員
12

人
）
と
交
流
会
を
実
施
し
た
。

　

交
流
会
は
３
つ
の
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
行
わ
れ
、
補
習
授
業

校
の
幼
児
部
年
長
児
及
び
初
等

部
１
・
２
年
生
は
日
本
か
ら
訪

れ
た
同
校
の
生
徒
た
ち
よ
り

「
ソ
ー
ラ
ン
節
」
に
つ
い
て
教

わ
っ
た
。
最
初
は
緊
張
し
た
面

持
ち
の
幼
児
・
児
童
た
ち
で
あ

っ
た
が
、
日
本
か
ら
来
た
中
高

生
か
ら
の
熱
心
な
指
導
を
受
け

る
う
ち
に
心
が
打
ち
解
け
、
最

後
に
は
「
ソ
ー
ラ
ン
・
ソ
ー
ラ

ン
」
と
大
き
な
声
を
張
り
上
げ

な
が
ら
ソ
ー
ラ
ン
節
の
踊
り
を

一
緒
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き

た
。

　

ま
た
、
別
の
グ
ル
ー
プ
で
は

同
校
の
国
際
学
級
、
中
高
等
部

の
生
徒
た
ち
と
小
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
、
様
々
な
テ
ー
マ
で
の

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
意
見
交

換
、
同
校
生
徒
に
よ
る
ス
ピ
ー

チ
を
聴
衆
し
た
。

　

授
業
終
了
後
に
は
同
校
の
大

き
な
カ
フ
ェ
に
国
際
学
級
、
中

高
等
部
の
生
徒
た
ち
が
一
同
に

集
ま
り
、
日
本
か
ら
訪
れ
た
生

徒
た
ち
と
昼
食
を
楽
し
ん
だ
。

　

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
区
に
あ
る
教

育
・
文
化
系
の
非
営
利
団
体
で

あ
り
、
同
区
唯
一
の
日
英
バ
イ

リ
ン
ガ
ル
ス
ク
ー
ル
「
あ
お
ぞ

ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
が
、
来
年

度
（
２
０
２
５
〜
26
年
度
）
の

プ
リ
ス
ク
ー
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ

の
入
園
を
検
討
し
て
い
る
家
族

を
対
象
に
、
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス

を
開
催
す
る
。 

　

日
時
は
、
11
月
16
日
（
土
）

午
前
10
時
30
分
、
12
月
14
日

（
土
）
午
前
10
時
30
分
、
1
月

9
日
（
木
）
午
後
6
時
15
分
の

3
回
を
予
定
し
て
お
り
、
一
つ

の
時
間
枠
（
１
時
間
）
に
つ
き

10
家
族
以
下
の
少
人
数
ア
ポ
イ

ン
ト
メ
ン
ト
制
と
な
っ
て
い

る
。

　

当
日
は
、
セ
ン
ト
マ
ー
ク
ス

ア
ベ
ニ
ュ
ー
に
あ
る
施
設
の
見

学
会
を
行
う
。
ス
タ
ッ
フ
が
園

内
を
案
内
し
施
設
を
実
際
に
視

察
し
て
も
ら
い
、
質
問
等
に
も

答
え
る
。
参
加
申
し
込
み
は

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら https://

www.aozoracommunity.
org/admission 

あ
お
ぞ
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ 

プ
リ
ス
ク
ー
ル
プ
ロ
グ
ラ

ム
・
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス

　

育
英
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
校
（
牧
野
佳
代
子

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
）
幼
児
部
は
、

10
月
19
日
、
秋
の
遠
足
を
実
施

し
、
4
歳
と
5
歳
ク
ラ
ス
の
全

員
で
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
に
あ
る
ブ

ル
ッ
ク
リ
ン
子
供
博
物
館
を
訪

問
し
た
。

　

同
博
物
館
に
は
、
ブ
ル
ッ
ク

リ
ン
に
実
在
す
る
店
を
モ
デ
ル

に
し
た
パ
ン
屋
、
食
料
品
店
、

ピ
ザ
屋
、
旅
行
会
社
、
用
品
店

な
ど
が
あ
り
、
買
い
物
客
に
な

っ
た
り
店
の
人
に
な
っ
た
り
想

像
力
豊
か
に
楽
し
ん
だ
。

　

そ
の
後
は
屋
上
テ
ラ
ス
で
わ

い
わ
い
と
お
弁
当
を
食
べ
、
食

後
に
は
同
テ
ラ
ス
に
設
置
さ
れ

て
い
る
遊
具
に
登
っ
た
り
、
バ

ル
ブ
の
迷
路
を
駆
け
抜
け
出
て

く
る
ボ
ー
ル
を
キ
ャ
ッ
チ
し
た

り
な
ど
一
生
懸
命
遊
ん
だ
。

　

週
に
一
度
の
サ
タ
デ
ー
ス
ク

ー
ル
だ
が
、
友
だ
ち
や
先
生
と

過
ご
す
こ
と
の
楽
し
さ
を
実
感

し
た
様
子
の
幼
児
た
ち
は
、「
楽

し
か
っ
た
！
」「
ま
た
行
き
た

い
。」
と
満
足
な
表
情
だ
っ
た
。

子供博物館に遠足
育英サタデースクール

http://www.seido.com
https://alto-edu.com/
https://www.joes.or.jp/
http://ymcatfv.org/
https://www.aozoracommunity.org/admission
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前
回
に
続
き
、
イ
ェ
ー
ル
大

学
史
上
人
気
＃
１
の
「
幸
せ
の

科
学
」
の
講
義
で
推
奨
さ
れ
て

い
る
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学
他

の
分
野
で
の
研
究
に
基
づ
い
た

「
幸
せ
に
な
る
方
法
」
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

•

瞑
想
す
る

　

人
は
通
常
、「
今
、
こ
こ
」

に
あ
る
こ
と
よ
り
も
、
過
去
に

起
こ
っ
た
こ
と
、
特
に
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
な
出
来
事
に
つ
い
て

（「
な
ん
で
あ
ん
な
こ
と
し
た
の

か
」）、
ま
た
将
来
起
こ
り
得
る

こ
と
（「
失
敗
し
た
ら
ど
う
し

よ
う
」）
に
つ
い
て
考
え
を
巡

ら
せ
、
時
間
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

消
費
し
が
ち
で
す
。
こ
れ
で
は

ス
ト
レ
ス
や
不
安
が
高
ま
り
や

す
い
で
す
。
瞑
想
で
は
頭
を
か

ら
っ
ぽ
に
し
、
体
を
リ
ラ
ッ
ク

ス
さ
せ
、
落
ち
着
け
る
イ
メ
ー

ジ
（
空
に
雲
が
流
れ
て
い
る
な

ど
）
を
思
い
浮
か
べ
た
り
、
自

分
の
呼
吸
に
意
識
を
向
け
た
り

し
ま
す
。
瞑
想
を
習
慣
的
に
行

う
こ
と
で
気
分
が
落
ち
着
き
、

心
と
体
の
健
康
が
促
進
さ
れ
る

こ
と
、
更
に
は
集
中
力
や
記
憶

力
、
物
事
の
生
産
性
も
高
ま
る

効
果
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て

い
ま
す
。

•

人
と
つ
な
が
る

　

サ
ン
ト
ス
教
授
に
よ
れ
ば
、

現
代
の
よ
う
に
孤
独
を
感
じ
や

す
い
時
代
で
は
、
た
と
え
短
時

間
で
あ
っ
て
も
「
人
と
つ
な
が

っ
て
い
る
」
と
い
う
感
覚
が
得

ら
れ
る
こ
と
が
幸
福
感
に
つ
な

が
り
ま
す
。
人
と
つ
な
が
る
時

間
を
優
先
す
る
人
は
幸
福
度
が

高
い
で
す
。
で
は
具
体
的
に
ど

う
す
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

様
々
な
場
面
で
、
で
き
る
こ
と

が
多
々
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
家

族
や
親
し
い
友
人
な
ど
大
事
な

人
と
ク
オ
リ
テ
ィ
タ
イ
ム
を
過

ご
す
時
間
を
優
先
的
に
持
つ
こ

と
、
ま
た
以
前
は
仲
が
よ
か
っ

た
が
、
し
ば
ら
く
連
絡
が
と
だ

え
て
い
た
人
に
リ
ー
チ
ア
ウ
ト

し
再
び
交
流
す
る
こ
と
（
ビ
デ

オ
チ
ャ
ッ
ト
で
も
同
様
の
効
果

有
）
が
効
果
的
で
す
。
研
究
に

よ
れ
ば
、
例
え
ば
通
勤
時
の
電

車
で
よ
く
会
う
人
や
、
よ
く
行

く
店
の
店
員
と
短
時
間
お
し
ゃ

べ
り
す
る
程
度
の
つ
な
が
り
で

も
、
日
常
的
に
行
う
こ
と
で
幸

福
感
が
高
ま
り
ま
す
。

　

前

回
「“Hedonistic 

Adaptation”

快
楽
の
順
応
」

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。
一

般
的
に
「
こ
う
な
れ
ば
幸
せ
に

な
れ
る
」
と
思
わ
れ
て
い
る
も

の
、
例
え
ば
高
収
入
や
社
会
的

地
位
な
ど
が
た
と
え
手
に
入
っ

て
も
、
そ
れ
は
本
質
的
な
幸
せ

に
は
つ
な
が
り
ま
せ
ん
。
一
時

的
に
幸
福
度
が
高
ま
っ
て
も
、

快
楽
の
順
応
が
起
こ
り
、
時
間

が
経
て
ば
も
と
に
戻
り
ま
す
。

で
は
そ
の
「
も
と
も
と
の
幸
福

度
の
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
」
は
ど
の

よ
う
に
し
て
決
ま
る
の
で
し
ょ

う
か
。
生
ま
れ
な
が
ら
頭
脳
明

晰
で
あ
っ
た
り
、
お
金
持
ち
の

家
に
生
ま
れ
る
と
幸
せ
に
な
れ

る
と
一
般
的
に
思
わ
れ
が
ち
で

す
が
、
そ
れ
ら
の
よ
う
な
遺
伝

的
、
環
境
的
な
要
因
は
我
々
の

幸
福
度
の
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
に
ど

う
影
響
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
た

め
に
一
卵
性
・
二
卵
性
双
生
児

や
過
酷
な
人
生
を
送
っ
た
人
な

ど
を
対
象
に
行
わ
れ
た
研
究
に

よ
れ
ば
、
幸
福
度
の
ベ
ー
ス
を

決
め
る
の
は
Ｉ
Ｑ
や
容
姿
な
ど

の
遺
伝
的
な
要
因
が
50
％
、
金

持
ち
の
家
に
生
ま
れ
る
な
ど
の

環
境
的
な
要
因
が
10
％
で
あ
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。
で
は
残
り
40
％
は
何
に
よ

っ
て
決
ま
る
の
で
し
ょ
う
か
。

答
え
は
私
達
が
日
ご
ろ
ど
の
よ

う
に
考
え
行
動
し
て
い
る
か
と

い
う
こ
と
、つ
ま
り
我
々
の「
思

考
と
行
動
」
に
よ
っ
て
決
定
さ

れ
ま
す
。

　

日
ご
ろ
の
私
た
ち
の
物
事
の

見
方
や
捉
え
方
、
日
々
の
考
え

方
や
解
釈
の
し
方
、
そ
し
て
日

常
的
・
習
慣
的
に
行
っ
て
い
る

行
動
が
幸
せ
の
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン

の
40
％
を
決
定
す
る
の
で
す
。

と
い
う
こ
と
は
、
今
後
こ
の
こ

と
を
意
識
し
、
日
々
の
行
動
と

思
考
に
気
を
つ
け
る
こ
と
で
、

自
分
自
身
の
幸
福
度
を
か
な
り

の
率
で
高
め
て
い
け
る
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

サ
ン
ト
ス
教
授
は
講
義
の
中

で
紹
介
し
た
「
幸
せ
に
な
る
方

法
」
に
つ
い
て
、
そ
の
知
識
を

得
る
だ
け
で
は
決
し
て
幸
せ
に

は
な
れ
な
い
、
そ
の
知
識
を
行

動
に
移
し
、
自
分
の
生
活
に
取

り
入
れ
日
常
化
す
る
こ
と
が
真

の
幸
せ
に
つ
な
が
る
の
だ
と
強

調
し
て
い
ま
す
。

　

但
し
こ
の
講
義
で
紹
介
さ
れ

て
い
る
方
法
の
基
に
な
っ
て
い

る
研
究
は
ほ
と
ん
ど
が
ア
メ
リ

カ
人
を
対
象
に
し
た
も
の
で

す
。
ア
メ
リ
カ
と
は
大
き
く
異

な
る
日
本
で
生
ま
れ
育
っ
た
人

に
そ
の
ま
ま
全
て
が
当
て
は
ま

る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
ま
ず
は

で
き
そ
う
な
も
の
か
ら
取
り
入

れ
て
み
ら
れ
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。
子
ど
も
に
も
伝
え
家

族
一
緒
に
楽
し
く
で
き
る
活
動

や
運
動
を
習
慣
に
し
て
い
く
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
そ
し
て

時
に
立
ち
止
ま
り
、
自
分
や
家

族
に
と
っ
て
の
「
真
の
幸
せ
」

と
は
ど
ん
な
も
の
か
、
ど
ん
な

こ
と
が
自
分
や
家
族
に
本
質
的

な
幸
せ
を
も
た
ら
す
の
か
に
つ

い
て
、
考
え
て
み
ら
れ
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
（
完
了
）。
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ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人

学
校
の
初
等
部
（
櫻
井
幹
也
校

長
）
は
10
月
15
日
、
ア
メ
リ
カ

文
化
に
親
し
む
体
験
の
一
環
と

し
て
、
Ｅ
Ｓ
Ｌ
教
員
の
協
力
の

下
、初
等
部
合
同
の
ジ
ャ
ッ
ク
・

オ
ー
・
ラ
ン
タ
ン
作
り
を
行
っ

た
。
子
ど
も
た
ち
が
使
用
し
た

カ
ボ
チ
ャ
は
、
パ
ン
プ
キ
ン
ピ

ッ
キ
ン
グ
で
一
人
一
人
が
色
や

形
、
模
様
を
見
て
選
び
に
選
び

抜
い
た
お
気
に
入
り
の
も
の

だ
。
ま
ず
、
事
前
に
考
え
て
き

た
ア
イ
デ
ィ
ア
を
基
に
パ
ン
プ

キ
ン
に
ク
レ
ヨ
ン
で
下
絵
を
描

い
た
。
次
に
、
へ
た
の
周
り
を

円
く
切
り
取
り
、
中
の
わ
た
や

種
を
取
り
出
し
た
。
子
ど
も
た

ち
は
「
も
っ
と
中
身
を
き
れ
い

に
し
た
ほ
う

が
い
い
？
」

な
ど
と
、
Ｅ

Ｓ
Ｌ
教
員
に

尋
ね
な
が
ら

進
め
て
い

た
。最
後
は
、

カ
ー
ビ
ン
グ

用
の
ナ
イ
フ

を
使
っ
て
顔

を
作
っ
た
。

　

子
ど
も
た

ち
は
、
細
部

ま
で
丁
寧
に

作
業
し
、
思

い
思
い
の
デ

ザ
イ
ン
に
仕

上
げ
て
い

た
。
様
々
な

表
情
の
ジ
ャ
ッ
ク
・
オ
ー
・
ラ

ン
タ
ン
が
完
成
し
た
。
鑑
賞
会

で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
ジ
ャ
ッ
ク
・

オ
ー
・
ラ
ン
タ
ン
を
見
て
、「
目

が
か
わ
い
い
」「
口
の
形
が
丁

寧
に
彫
っ
て
あ
る
」
な
ど
の
声

が
上
が
っ
て
い
た
。

個
性
豊
か
な
表
情

Ｎ
Ｊ
日
本
人
学
校
初
等
部

ジ
ャ
ッ
ク
・
オ
ー
・
ラ
ン
タ
ン

　

保
護
者
と
の
交
流
を
楽
し
ん

で
い
る
こ
ど
も
の
く
に
幼
稚
園

の
「
お
し
ゃ
べ
り
広
場
」。
今

月
は
ジ
ャ
ッ
ク
・
オ
ー
・
ラ
ン

タ
ン
作
り
に
挑
戦
し
、
13
人
の

保
護
者
が
か
ぼ
ち
ゃ
を
抱
え
て

参
加
し
た
。

　

初
め
て
作
る
人
か
ら
、
簡
単

な
も
の
な
ら
作
っ
た
こ
と
が

あ
る
人
、「
む
ず
か
し
い
か
も

し
れ
な
い
け
ど
、
子
ど
も
が

好
き
だ
か
ら
恐

竜
を
や
っ
て
み

ま
す
！
」
と
い

う
人
ま
で
さ
ま

ざ
ま
な
参
加
者

が
、
自
分
の
好

き
な
イ
ラ
ス
ト

を
選
択
。

　

硬
い
肉
厚
の

か
ぼ
ち
ゃ
は
中

身
を
出
す
の
に

時
間
が
か
か
っ

た
り
、
三
角
に

く
り
抜
い
た
目

の
部
分
を
残
し

て
お
い
て
上
に

耳
の
よ
う
に
つ

け
た
り
と
、
手

間
を
か
け
て
丁

寧
に
作
り
、
個

性
あ
ふ
れ
る
か

ぼ
ち
ゃ
が
出
来

上
が
っ
た
。
中

に
ろ
う
そ
く
を
灯
し
た
ラ
ン
タ

ン
の
ゆ
ら
ゆ
ら
と
揺
れ
る
幻
想

的
な
光
に
と
参
加
者
か
ら
「
わ

あ
〜
き
れ
い
！
」
と
感
嘆
の
声

が
上
が
っ
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
自
宅
に
持
ち
帰
っ

た
ラ
ン
タ
ン
に
、
子
ど
も
た
ち

も
大
喜
び
だ
っ
と
の
こ
と
で
、

み
ん
な
大
好
き
な
ハ
ロ
ウ
ィ
ー

ン
、
子
ど
も
た
ち
の
気
分
も
盛

り
上
が
っ
た
よ
う
だ
。

こどものくに幼稚園の保護者
ジャック・オー・ランタン作り
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１
９
６
０
年
代
以
降
行
わ
れ

て
き
た
大
学
入
試
選
考
で
の
ア

フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ

ン
（
積
極
的
差
別
是
正
措
置
）

は
昨
年
６
月
、
連
邦
最
高
裁
は

法
の
下
の
平
等
を
定
め
た
憲
法

修
正
第
14
条
に
反
す
る
と
し

て
、
違
憲
判
決
を
下
し
た
。

　

今
年
度
、
い
く
つ
か
の
大
学

は
黒
人
や
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
系
の

入
学
者
数
の
減
少
と
ア
ジ
ア
系

ア
メ
リ
カ
人
の
入
学
者
数
の
増

加
な
ど
の
大
幅
な
変
化
を
報
告

し
て
い
る
が
、
す
べ
て
の
大
学

で
こ
う
し
た
傾
向
に
な
っ
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
イ

ェ
ー
ル
大
学
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン

大
学
、
デ
ュ
ー
ク
大
学
は
黒
人

や
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
系
の
入
学
者

数
は
昨
年
度
と
ほ
ぼ
同
じ
レ
ベ

ル
を
維
持
す
る
一
方
、
ア
ジ
ア

系
の
入
学
者
数
の
減
少
が
報
告

さ
れ
て
い
る
。

　

ア
ジ
ア
系
学
生
が
不
当
な
扱

い
を
受
け
て
い
る
と
し
て
ア
フ

ァ
ー
マ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン

に
異
議
を
唱
え
、
最
高
裁
訴
訟

の
原
告
団
体
と
な
っ
た
「
公
正

な
入
学
を
求
め
る
学
生
た
ち

（
Ｓ
Ｆ
Ｆ
Ａ
）」
は
こ
の
３
大
学

に
対
し
、
最
高
裁
判
決
を
回
避

し
て
い
る
と
非
難
、
訴
訟
も
辞

さ
な
い
と
の
書
簡
を
こ
の
ほ
ど

送
っ
た
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
シ
カ
ゴ
大
学

法
学
部
の
ソ
ニ
ア
・
Ｂ
・
ス
タ

ー
教
授
（
法
学
）
が
10
月
16
日

付
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ

の
オ
ピ
ニ
オ
ン
欄
に
寄
稿
、
入

学
デ
ー
タ
を
も
っ
て
最
高
裁
判

決
に
従
っ
て
い
な
い
と
い
う
証

拠
を
導
き
だ
す
の
は
困
難
と
し

て
い
る
。

　

そ
の
理
由
と
し
て
ま
ず
、
今

年
こ
の
３
大
学
に
入
学
す
る
ア

ジ
ア
系
の
数
が
減
っ
た
の
は
、

他
の
一
流
校
に
進
学
し
た
た
め

か
も
し
れ
な
い
こ
と
を
指
摘
。

大
学
は
学
生
獲
得
の
た
め
に
競

争
し
て
お
り
、
例
え
ば
マ
サ
チ

ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
学
な
ど
で

は
ア
ジ
ア
系
ア
メ
リ
カ
人
の
入

学
者
数
が
増
加
し
て
い
る
。

　

次
に
統
計
の
取
り
方
で
、
デ

ュ
ー
ク
大
と
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大

は
人
種
で
自
分
を
特
定
す
る
こ

と
を
拒
否
す
る
学
生
が
大
幅
に

増
加
し
た
こ
と
を
挙
げ
る
（
イ

ェ
ー
ル
大
学
は
こ
の
数
字
を
報

告
し
て
い
な
い
）。
そ
の
増
加

が
ア
ジ
ア
系
学
生
に
集
中
し
て

い
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
。

シ
カ
ゴ
大
学
で
は
ア
フ
ァ
ー
マ

テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
禁
止

判
決
後
、
出
願
書
類
の
人
種
欄

を
チ
ェ
ッ
ク
し
な
い
ア
ジ
ア
系

が
増
え
て
い
る
と
い
う
。

　
３
つ
目
の
理
由
と
し
て
ス
タ

ー
教
授
は
、
大
学
が
意
図
的
に

黒
人
や
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
系
の
学

生
を
多
く
受
け
入
れ
よ
う
と
し

て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
と
し

て
も
、
そ
れ
自
体
は
法
的
問
題

を
引
き
起
こ
さ
な
い
こ
と
を
指

摘
す
る
。
大
学
が
人
種
的
多
様

性
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
の
は

完
全
に
合
法
で
あ
る
。
最
高
裁

は
大
学
が
人
種
的
多
様
性
を
促

進
す
る
こ
と
を
禁
じ
た
わ
け
で

は
な
く
、
禁
止
し
た
の
は
あ
く

ま
で
特
定
の
手
段
で
あ
る
ア
フ

ァ
ー
マ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン

で
あ
る
か
ら
だ
。

　

ス
タ
ー
教
授
に
よ
れ
ば
、
大

学
が
志
願
者
を
評
価
す
る
際
、

人
種
を
重
視
す
る
こ
と
は
な
く

な
っ
た
と
し
て
も
、
人
種
と
は

中
立
な
他
の
指
針
も
人
種
的
多

様
性
に
影
響
を
及
ぼ
す
と
指
摘

す
る
。
例
え
ば
、
社
会
的
・
経

済
的
地
位
は
人
種
と
相
関
関
係

に
あ
る
た
め
、
成
績
の
悪
い
志

願
者
の
入
学
を
優
遇
し
た
り
、

卒
業
生
や
高
額
寄
付
者
の
子
供

を
優
遇
す
る
レ
ガ
シ
ー
入
試
を

廃
止
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
人

種
的
多
様
性
を
改
善
で
き
る
可

能
性
が
あ
る
。
地
理
的
優
遇
措

置
や
、
標
準
テ
ス
ト
の
要
件
や

ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
採
用
方
法
の

変
更
な
ど
の
他
の
方
針
も
同
様

だ
と
し
、
そ
れ
ら
は
合
法
の
ま

ま
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

　

ス
タ
ー
教
授
は
「
一
部
の
学

校
が
密
か
に
積
極
的
差
別
是
正

政
策
を
維
持
し
て
い
る
可
能
性

を
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
し
か
し
、
入
学
デ
ー
タ
は

そ
れ
を
証
明
す
る
良
い
証
拠
に

は
な
ら
な
い
」
と
結
論
付
け
、

「
ど
の
程
度
の
人
種
的
多
様
性

の
減
少
が
彼
ら
に
と
っ
て
十
分

だ
と
考
え
て
い
る
の
か
疑
問
に

思
う
」
と
締
め
括
っ
て
い
る
。

ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン

  
禁
止
判
決
そ
の
後

  
人
種
的
不
公
平
巡
り
訴
訟
も

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
キ
ャ
シ

ー
・
ホ
ウ
ク
ル
知
事
は
、
学
業

成
績
と
試
験
の
得
点
が
ク
ラ
ス

の
ト
ッ
プ
10
％
に
入
る
学
生

は
、
州
立
大
学
（
Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ｙ
）

の
9
つ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
の
う
ち

の
1
つ
に
自
動
的
に
入
学
が
許

可
さ
れ
る
と
発
表
し
た
。

　

こ
の
直
接
入
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
、
Ｎ
Ｙ
市
の
公
立
学
校
と
他

の
学
区
の
学
生
か
ら
開
始
さ

れ
、
最
終
的
に
は
州
全
体
に
拡

大
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

　
「
高
等
教
育
へ
の
ア
ク
セ
ス

は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
の
生
活

を
変
化
さ
せ
、
学
生
の
人
生
の

軌
道
を
変
え
る
可
能
性
が
あ

る
」
と
同
知
事
は
述
べ
た
。

　

対
象
者
は
、
学
業
成
績
が
上

位
10
％
に
入
っ
て
い
る
こ
と
に

加
え
、
上
級
リ
ー
ジ
ェ
ン
ツ
ま

た
は
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
資
格
を

取
得
し
て
卒
業
で
き
る
見
込
み

で
あ
る
か
、
ま
た
は
Ｓ
Ａ
Ｔ
、

Ａ
Ｃ
Ｔ
、
Ａ
Ｐ
の
ス
コ
ア
が
一

定
の
基
準
値
を
上
回
っ
て
い
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
、
大
学
進
学
の
障
壁

を
低
減
す
る
た
め
の
州
お
よ
び

市
に
よ
る
取
り
組
み
の
一
環
で

あ
り
、
他
に
も
Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ｙ
、
Ｃ

Ｕ
Ｎ
Ｙ
、
お
よ
び
Ｎ
Ｙ
の
50
以

上
の
私
立
大
学
で
は
、
学
生
に

無
料
で
出
願
で
き
る
機
会
を
11

月
3
日
ま
で
提
供
し
て
い
る
。

ク
ラ
ス
の
上
位
10
％
の
生
徒
は

自
動
的
に
Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ｙ
入
学
許
可

　

明
治
大
学
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
紫
紺

会
で
は
２
０
２
４
年
度
年
次
総
会

を
11
月
15
日
（
金
）
午
後
7
時
か

ら
9
時
（
開
場
午
後
6
時
30
分
）

ロ
ズ
ボ
ッ
ク
ス
・
イ
ー
ス
ト
ビ
レ

ッ
ジ
（
東
3
丁
目
91
番
地
）
で
開

催
す
る
。
参
加
費
は
１
０
０
ド
ル

前
後
を
予
定
し
て
お
り
、
食
事
は

ケ
ー
タ
リ
ン
グ
、
飲
み
物
は
ワ
イ

ン
や
ソ
フ
ト
ド
リ
ン
ク
の
持
ち
込

み
。

参
加
希
望
者
は
、
明
治
大
学
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
紫
紺
会
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
の
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
か
ら
か
、

nymeiji@gmail.com

ま
で
。

明治大学ＮＹ紫紺会
年次総会15日に開催

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園

（
イ
ン
グ
ル
ウ
ッ
ド
ク
リ
フ
ス

／
Ｎ
Ｊ
）
で
は
、
２
０
２
５
年

度
（
２
０
２
５
年
4
月
か
ら
）

の
募
集
要
項
（
登
録
要
項
・
出

願
要
項
）
が
来
月
11
月
1
日
に

発
表
と
な
り
、
12
月
1
日
か
ら

応
募
受
け
付
け
を
開
始
す
る
。

　

全
部
門
の
募
集
要
項
（
登

録
要
項
・
出
願
要
項
）
は
す

べ
て
来
月
11
月
1
日
よ
り

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://

japaneseschool.org/

）
に
て

閲
覧
可
能
で
あ
り
、
ま
た
オ
ン

ラ
イ
ン
で
の
出
願
と
な
る
。

　

募
集
部
門
は
、
全
日
制
Ｎ
Ｊ

キ
ャ
ン
パ
ス
、
ア
フ
タ
ー
ス
ク

ー
ル
Ｎ
Ｊ
校
、
サ
タ
デ
ー
ス

ク
ー
ル
（
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ

ー
・
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
・
ポ
ー

ト
ワ
シ
ン
ト
ン
）、
サ
ン
デ
ー

ス
ク
ー
ル
Ｎ
Ｊ
校
、
フ
レ
ン

ズ
ア
カ
デ
ミ
ー
（
週
日
・
週

末
）、
そ
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
国

算
教
室
の
全
部
門
。
そ
れ
ぞ
れ

の
部
門
で
説
明
会
や
質
疑
応
答

会
が
12
月
に
実
施
予
定
。　

問

い
合
わ
せ
は
希
望
の
各
部
門
事

務
局
ま
た
は
Ｎ
Ｊ
育
英
学
園

事
務
局
（
Ｎ
Ｊ
キ
ャ
ン
パ
ス
）

２
０
１
・
９
４
７
・
４
８
３
２

ま
で
。Dayschool@nyikuei.

org

ＮＹ育英学園が　
来年度募集要項を発表

mailto:nishi-doso-usa@hotmail.com
mailto:nymeiji@gmail.com
mailto:nymeiji@gmail.com
mailto:nymeiji@gmail.com
https://japaneseschool.org/
https://japaneseschool.org/
https://japaneseschool.org/
mailto:Dayschool@nyikuei.org


（15）　　 ［作文のページ］ 2024年（令和 6年）11月 2日（土）

「
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
」

　
　
　

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
中
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
村　

悠
人

週刊NY生活　作文のページ「ことばの泉」応募規定
 ●小、中、高生＝テーマは自由です。アメリカ生活で感じたこと、思ったことを書いて送ってください
（随時募集）。ただし、未発表の作品に限ります。●文字数＝1000 字（400 字詰め原稿用紙なら２枚
半）を目安に最長2000 字まで。●住所、氏名、電話番号、滞米期間、学校名、学年、保護者名を明記、
写真を必ず添えて  nyseikatsu.sakubun@gmail.com までお送りください。

主催 :ニューヨーク生活プレス社　後援 : 全日本空輸株式会社

　

僕
は
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル

に
つ
い
て
調
べ
ま
し
た
。
ま

ず
は
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
の

概
要
で
す
。

　

初
飛
行
は
1
9
8
1
年

で
、
2
0
1
1
年
７
月
の

1
3
5
回
目
の
飛
行
を
最
後

に
退
役
し
ま
し
た
。
ス
ペ
ー

ス
シ
ャ
ト
ル
は
数
々
の
人
工

衛
星
や
宇
宙
探
査
機
の
打
ち

上
げ
、
宇
宙
空
間
に
お
け
る

科
学
実
験
、
国
際
宇
宙
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
の
建
設
な
ど
を
行

い
ま
し
た
。
さ
ら
に
シ
ャ
ト

ル
は
N
A
S
A
に
よ
っ
て
だ

け
で
な
く
、
米
国
国
防
総
省
、

欧
州
宇
宙
機
関
、
ド
イ
ツ
等

の
軌
道
上
実
験
に
も
使
用
さ

れ
ま
し
た
。

　

次
に
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル

の
種
類
で
す
。
飛
行
可
能
な

機
体
は
6
機
製
造
さ
れ
ま
し

た
。
初
号
機
エ
ン
タ
ー
プ
ラ

イ
ズ
は
宇
宙
に
行
け
る
よ
う

に
は
作
ら
れ
て
は
お
ら
ず
、

滑
空
試
験
の
た
め
の
み
に
使

用
さ
れ
ま
し
た
。
実
用
化
さ

れ
た
の
は
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
、
デ
ィ
ス

カ
バ
リ
ー
、
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ

ス
、
エ
ン
デ
バ
ー
の
5
機
で

す
。
こ
の
内
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

ャ
ー
は
1
9
8
6
年
、
発
射

か
ら
73
秒
後
に
爆
発
事
故
を

起
こ
し
て
機
体
が
失
わ
れ
た

た
め
、
機
体
構
造
の
予
備
品

と
し
て
残
っ
て
い
た
も
の
を

集
め
て
新
た
に
エ
ン
デ
バ
ー

が
製
作
さ
れ
ま
し
た
。
コ
ロ

ン
ビ
ア
も
2
0
0
3
年
に
空

中
分
解
事
故
を
起
こ
し
て
消

滅
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
の
後

継
機
で
す
。
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ

ト
ル
の
後
継
機
は
オ
リ
オ
ン

宇
宙
船
で
す
。
オ
リ
オ
ン
宇

宙
船
は
、
N
A
S
A 

が
ス

ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
の
代
替

と
し
て
開
発
中
の
有
人
ミ
ッ

シ
ョ
ン
用
の
宇
宙
船
で
す
。

2
0
1
4
年
12
月
5
日
に
無

人
試
験
機
に
よ
る
初
飛
行
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
有
人
で
の

初
飛
行
は
2
0
2
4
年
頃
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　

ぼ
く
は
、
現
地
校
で
四
年
生

に
な
り
ま
し
た
。
四
年
生
に
な

っ
た
ら
、
音
楽
の
先
生
が
四
年

生
だ
け
出
来
る
特
別
な
楽
器
の

ク
ラ
ス
に
入
る
こ
と
が
出
来
ま

す
。
ぼ
く
は
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト

に
申
し
込
み
ま
し
た
。
ぼ
く
が

二
年
生
と
三
年
生
だ
っ
た
時
、

四
年
生
達
が
チ
ェ
ロ
や
サ
ッ
ク

ス
フ
ォ
ン
な
ど
の
楽
器
を
え
ん

そ
う
し
て
い
る
姿
を
見
て
、
ぼ

く
も
や
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
の
コ
ン
サ
ー
ト

の
時
に
三
年
生
だ
っ
た
ぼ
く

は
、
リ
コ
ー
ダ
ー
を
え
ん
そ
う

 ■児童生徒作文のページ■
 （記載学年は応募時のものです）

「
新
し
い
動
物
へ
の
興
味
」

　
　
　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校
小
５

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

千
野　

朝
陽

「新しいちょうせん」
　ニューヨーク育英学園サタデースクールNJ 校小４
　　　　　　　　　　　　　　　香坂　よりと

　

最
後
に
ア
ル
テ
ミ
ス
計
画
に

つ
い
て
説
明
し
ま
す
。
月
に
再

び
人
類
を
送
り
込
み
月
面
で
の

開
発
を
持
続
的
に
行
う
こ
と

で
、
将
来
的
に
は
火
星
の
有
人

探
査
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ア

ル
テ
ミ
ス
計
画
で
は
ス
ペ
ー
ス

シ
ャ
ト
ル
で
も
使
用
さ
れ
た
エ

ン
ジ
ン
を
使
う
な
ど
ス
ペ
ー
ス

シ
ャ
ト
ル
で
の
経
験
も
生
か
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

   （
滞
米
１
年
）

「わたしの心はバスケみたいにとぶ」
　　　　　　　　　　ニューヨーク州リセ・ケネディ日本人学校補習校小４
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゴレリック　メイジー

シ
ュ
ー
ト

わ
た
し
は
ボ
ー
ル

ネ
ッ
ト
に
入
っ
て
ゴ
ー
ル

い
い
こ
と
を
し
た　

い
い
こ
と
を
し
た

友
達
を
た
す
け
た

心
は
ネ
ッ
ト
の
中

う
れ
し
い　

う
れ
し
い

ま
た
と
び
た
い

ま
た
い
い
こ
と
を
し
た
い

だ
れ
か
を
た
す
け
た
い

　
　
　
　
　
　
（
米
国
生
ま
れ
）

し
ま
し
た
。
み
ん
な
で
練
習

し
て
、
み
ん
な
で
コ
ン
サ
ー

ト
に
出
る
の
が
と
て
も
楽
し

か
っ
た
の
で
、
次
は
ク
ラ
リ

ネ
ッ
ト
で
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト

に
出
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

ど
う
し
て
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト

を
え
ら
ん
だ
か
と
い
う
と
、
ク

ラ
リ
ネ
ッ
ト
は
リ
コ
ー
ダ
ー

に
に
て
い
る
か
ら
で
す
。
ぼ

く
は
、
リ
コ
ー
ダ
ー
を
ふ
く

の
が
大
好
き
で
、
上
手
に
ふ

く
こ
と
が
出
来
ま
す
。
そ
し

て
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
の
音
が

す
ご
く
き
れ
い
だ
と
思
っ
た

の
で
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
を
え

ら
び
ま
し
た
。
形
も
好
き
で
、

い
か
み
た
い
な
形
を
し
て
い

た
の
で
お
も
し
ろ
い
と
思
い

ま
し
た
。

　

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
を
申
し
込

ん
だ
の
で
、
夏
休
み
に
ク
ラ

リ
ネ
ッ
ト
を
借
り
に
行
き
ま

し
た
。
初
め
て
ク
ラ
リ
ネ
ッ

ト
を
受
け
取
っ
た
時
、
キ
ー

が
ピ
カ
ピ
カ
し
て
い
て
び
っ

く
り
し
ま
し
た
。
早
く
コ
ン

サ
ー
ト
に
向
け
て
練
習
を
始

め
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
リ

コ
ー
ダ
ー
の
よ
う
に
、
ク
ラ

リ
ネ
ッ
ト
も
上
手
に
ふ
け
る

よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。
た

く
さ
ん
練
習
を
し
て
い
き
ま

す
。　
　
　
　

　
　
　
　
　

   　
（
滞
米
５
年
）

　
　
　

□　
　

□　
　

□

「
全
て
の
国
が
平
和
に
な
る
た
め
に
」

　
　
　

中
部
テ
ネ
シ
ー
日
本
語
補
習
校
小
５

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
藤　

希

　

私
は
、
ア
メ
リ
カ
の
テ
ネ
シ

ー
州
コ
ロ
ン
ビ
ア
と
い
う
町
に

住
ん
で
い
ま
す
。
私
の
家
の
近

く
に
は
ダ
ラ
ー
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
と

い
う
便
利
な
お
店
が
あ
り
ま

す
。

　

私
の
家
族
は
父
、
母
、
妹

の
四
人
家
族
で
す
。
父
は
料

理
が
上
手
で
す
。
母
は
、
さ

い
ほ
う
が
得
意
で
す
。
そ
れ

に
毎
日
私
と
妹
の
学
校
の
送

り
む
か
え
を
し
て
く
れ
ま
す
。

父
と
母
が
い
っ
し
ょ
に
作
っ

て
く
れ
る
ご
飯
は
特
別
に
お

い
し
い
で
す
。
夜
は
ふ
と
ん

で
ぐ
っ
す
り
ね
む
れ
て
、
と

て
も
幸
せ
で
す
。

　

し
か
し
今
の
私
た
ち
と
ち

が
う
生
活
を
し
て
い
る
人
た

ち
が
い
ま
す
。
そ
れ
は
ロ
シ

ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
人
た
ち

で
す
。
ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ

ナ
で
戦
争
が
起
き
て
い
ま
す
。

毎
日
、
多
く
の
人
が
亡
く
な

っ
て
い
ま
す
。
も
し
私
が
ウ

ク
ラ
イ
ナ
に
い
た
ら
、
日
本

の
よ
う
な
平
和
な
国
に
に
げ

た
い
で
す
。

　

す
べ
て
の
国
が
平
和
に
な

る
た
め
に
、
世
界
で
会
議
を

し
て
ほ
し
い
で
す
。
そ
し
て

み
ん
な
が
幸
せ
に
な
る
た
め

の
方
法
を
考
え
て
ほ
し
い
で

す
。　
　
　
　

   （
滞
米
１
年
）

　

ぼ
く
た
ち
初
等
部
は
、
９

月

17

日Connecticut’s　

Beardsley Zoo

に
行
っ
て
き

ま
し
た
。
ぼ
く
は
、
午
前
と

午
後
で
、
一
つ
ず
つ
感
じ
た

こ
と
や
、
考
え
た
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。

　

午
前
は
、
縦
割
り
班
事
の

オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
で
し

た
。
ぼ
く
の
グ
ル
ー
プ
は
、

５
、６
年
生
が
３
人
し
か
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
だ
か
ら
、
そ

の
３
人
で
低
学
年
を
見
な
い

と
い
け
ま
せ
ん
で
し
た
。
一

応
先
生
は
い
ま
す
が
、
迷
子

に
な
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
と
、

責
任
が
重
か
っ
た
で
す
。
そ

の
た
め
、
不
安
が
い
っ
ぱ
い

あ
り
ま
し
た
。
で
も
、
ル
ー

ル
が
い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
の
で
、

低
学
年
も
意
識
し
て
い
ま
し

た
。
最
初
は
み
ん
な
離
れ
て

い
ま
し
た
。
け
れ
ど
、
ペ
ア

を
作
っ
た
り
、
一
列
に
な
っ

た
り
、
い
ろ
い
ろ
工
夫
を
し

た
ら
上
手
く
い
き
ま
し
た
。

ぼ
く
は
、
こ
の
オ
リ
エ
ン
テ

ー
リ
ン
グ
で
責
任
感
に
つ
い

て
学
び
ま
し
た
。

　

お
昼
ご
は
ん
を
食
べ
て
、
午

後
は
学
年
ご
と
の
学
習
で
し

た
。
学
習
の
内
容
は
、
生
き

物
の
生
息
地
・
体
の
特
徴
を

調
べ
る
こ
と
で
し
た
。
ぼ
く

が
一
番
気
に
な
っ
た
動
物
は
、

Chacoan Peccary

で
す
。
こ

の
動
物
は
、
い
の
し
し
で
す
。

体
長
は
、
45
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
か
ら
75
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

く
ら
い
で
、
体
重
は
約
33
キ

ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
こ
の
動
物

は
、
ブ
ラ
ジ
ル
に
生
息
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

ぼ
く
が
、
特
に
び
っ
く
り
し

た
こ
と
は
、
毛
が
針
み
た
い

に
鋭
か
っ
た
こ
と
で
す
。「
触

っ
た
ら
痛
い
の
か
な
？
」
と

興
味
を
も
ち
ま
し
た
。

　

ぼ
く
は
、Connecticut’s　

Beardsley Zoo

で
、
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
を
学
ん
だ
り
、
興

味
を
も
ち
ま
し
た
。
そ
れ
を
、

本
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調

べ
て
、
さ
ら
に
よ
く
知
り
た

い
で
す
。

　
　
　

   （
滞
米
１
年
２
か
月
）

https://starchildny.com/
http://www.newjerseyjapaneseschool.org
mailto:nyseikatsu.sakubun@gmail.com
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２
０
１
９
年
に
出
来
た
ば
か
り
のBrooklyn 

Point

は
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
エ
リ
ア

に
位
置
し
、
利
便
性
と
快
適
さ
を
兼
ね
備
え
た
場
所
。

複
数
の
地
下
鉄
ラ
イ
ン
に
近
く
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
や

他
の
地
域
へ
の
ア
ク
セ
ス
も
簡
単
だ
。
周
辺
に
は
レ

ス
ト
ラ
ン
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
施
設
が
充
実
し
て
お
り
、

新
し
い
ビ
ル
や
商
業
施
設
も
開
発
が
進
ん
で
い
る
た

め
若
年
層
に
も
人
気
の
エ
リ
ア
だ
。

　

こ
こ
に
は
屋
内
プ
ー
ル
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
セ
ン
タ

ー
、
ス
カ
イ
ラ
ウ
ン
ジ
や
プ
ー
ル
（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

市
で
最
も
高
い
場
所
に
あ
る
屋
外
イ
ン
フ
ィ
ニ
テ
ィ

プ
ー
ル
）
な
ど
、
豪
華
な
ア
メ
ニ
テ
ィ
が
揃
っ
て
い

る
の
で
休
み
の
日
も
ビ
ル
か
ら
出
な
い
で
楽
し
め
る
。

　

特
に
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
な
ら
で
は
の
ア
ー
ト
や
カ
ル

チ
ャ
ー
を
楽
し
め
る
こ
の
エ
リ
ア
は
、
活
気
に
満
ち

て
い
る
お
り
、
ど
う
し
て
も
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
、
こ
の

エ
リ
ア
が
良
い
、
と
こ
だ
わ
り
を
持
ち
選
ば
れ
る
人

も
多
い
よ
う
だ
。

　

こ
の
ビ
ル
は
不
動
産
税
控
除
の
対
象
と
な
り
、
購

入
後
25
年
間
、
税
控
除
を
受
け
る
事
が
で
き
る
。
そ

の
分
、
購
入
者
に
は
節
税
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
お
ス
ス

メ
物
件
。
特
注
の
オ
ー
ク
材
製
の
設
備
や
高
級
ミ
ー

レ
の
家
電
な
ど
、
贅
沢
な
造
り
は
生
活
を
豊
か
に
し

て
く
れ
ま
す
。
38
階
の
１
Ｂ
Ｄ
ユ
ニ
ッ
ト
は
購
入
価

格
は
１
４
６
万
ド
ル
。
窓
か
ら
見
え
る
マ
ン
ハ
ッ
タ

ン
の
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
は
圧
巻
。
68
階
建
て
全
４
５
８

ユ
ニ
ッ
ト
の
う
ち
既
に
80
％
以
上
が
販
売
済
み
。
最

寄
り
駅
は
Ｂ
Ｑ
Ｒ
番
線
の
デ
カ
ル
ブ
・
ア
ベ
ニ
ュ
ー

駅
・
徒
歩
1
分
。

問
い
合
わ
せ
は
電
話
２
１
２
・
３
９
１
・
５
５
４
７
、

Ｅ
メ
ー
ルmatsuzaki@able-global.com

　

松
﨑
さ
ん
。

（
写
真
提
供
・
エ
イ
ブ
ル
不
動
産
）

人気のブルックリンに住む、貸す、借りる

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
役
所
は
、

五
番
街
の
大
規
模
な
再
設
計
案

を
発
表
し
、
完
成
予
想
図
を
公

開
し
た
。

　

発
表
さ
れ
た
設
計
案
で
は
、

歩
道
を
拡
張
し
、
横
断
歩
道
を

短
く
し
て
安
全
性
を
高
め
、
車

線
数
を
5
か
ら
3
車
線
に
減
ら

し
、
景
観
と
安
全
性
を
高
め
る

た
め
に
街
路
樹
と
照
明
を
追
加

す
る
と
い
う
も
の
で
、
五
番
街

の
２
０
０
年
の
歴
史
の
中
で
初

め
て
の
大
規
模
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
な
る
。
完
成
す
れ
ば
固
定

資
産
税
と
売
上
税
の
増
収
に
よ

り
、
5
年
以
内
に
費
用
を
回
収

で
き
る
見
込
み
で
あ
る
と
市
長

室
は
述
べ
て
い
る
。

　

新
し
い
設
計
で
は
歩
道
の
幅

を
ほ
ぼ
2
倍
に
広
げ
、
障
害
物

の
な
い
歩
行
ス
ペ
ー
ス
を
両
側

に
拡
大
し
、
さ
ら
に
樹
木
用

区
間
を
追
加
す
る
。
樹
木
は

２
３
０
本
以
上
、
プ
ラ
ン
タ
ー

は
2
万
平
方
フ
ィ
ー
ト
分
が
追

加
さ
れ
る
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、「
ニ
ュ

ー
」
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
委
員
会
の

行
動
計
画
の
主
要
原
則
を
基
に

し
て
お
り
、
同
計
画
で
は
公
共

ス
ペ
ー
ス
を
都
市
の
経
済
回
復

の
原
動
力
と
し
て
位
置
づ
け
て

い
る
。
五
番
街
は
長
年
に
わ
た

り
、
市
の
経
済
を
牽
引
し
て
お

り
、
31
万
３
０
０
０
件
の
直

接
・
間
接
雇
用
を
支
え
、
毎
年

総
額
４
４
１
億
ド
ル
の
賃
金
と

１
１
１
５
億
ド
ル
の
経
済
効
果

を
生
み
出
し
て
い
る
。

　

建
設
は
早
け
れ
ば
２
０
２
８

年
に
着
工
さ
れ
る
予
定
。

五
番
街
大
規
模
な
再
設
計

設
置
以
来
約
２
０
０
年
ぶ
り

　

Ｎ
Ｙ
市
は
米
国
で
３
番
目
に
ネ

ズ
ミ
問
題
が
深
刻
な
都
市
で
あ
る

こ
と
が
、
害
虫
駆
除
会
社
オ
ー
キ

ン
が
行
っ
た
調
査
で
わ
か
っ
た
。

　

同
社
は
、
２
０
２
３
年
９
月
１

日
〜
24
年
８
月
31
日
の
主
要
都
市

の
ネ
ズ
ミ
処
理
件
数
を
比
較
し

た
。「
最
も
ネ
ズ
ミ
が
多
い
都
市

50
」
リ
ス
ト
の
上
位
10
位
は
、
１

位
シ
カ
ゴ
、２
位
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
、

３
位
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
４
位
サ
ン

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
、
５
位
ワ
シ
ン
ト

ン
Ｄ
Ｃ
、
６
位
デ
ン
バ
ー
、
７
位

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
、
８
位
デ
ト

ロ
イ
ト
、
９
位
ボ
ル
チ
モ
ア
、
10

位
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
。
そ
の
ほ
か

Ｎ
Ｙ
州
内
の
都
市
で
は
、
州
都
オ

ー
ル
バ
ニ
が
31
位
、
41
位
バ
ッ
フ

ァ
ロ
ー
、
43
位
ロ
チ
ェ
ス
タ
ー
、

48
位
シ
ラ
キ
ュ
ー
ス
。

ネズミ問題が深刻な都市、NYは全米第３位

https://www.redacinc.com/
mailto:matsuzaki@able-global.com
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 おだいじに
カイロプラクティックに

関する知識（6）

　

カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
の

本
来
の
目
的
は
、
身
体
の
治
癒

力
や
免
疫
力
を
上
げ
る
こ
と
で

す
。
カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク

の
施
術
に
よ
り
、
本
来
人
間
の

持
っ
て
い
る
自
然
治
癒
力
を
改

善
さ
せ
た
り
、
向
上
さ
せ
た
り

す
る
こ
と
が
主
な
目
的
で
す
。

そ
の
カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク

の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
と
て
も
効
果

的
で
、
様
々
な
痛
み
や
症
状
が

改
善
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
現

在
で
は
多
く
の
人
が
「
カ
イ
ロ

プ
ラ
ク
タ
ー
は
腰
痛
、
首
痛
、

そ
し
て
様
々
な
筋
骨
系
を
治
す

専
門
家
」
だ
と
認
識
し
て
い
ま

す
。
カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク

の
根
本
的
な
考
え
は
、
背
骨
の

中
を
通
っ
て
い
る
脊
椎
の
神
経

の
伝
達
を
良
く
す
る
こ
と
に
よ

り
、
薬
や
手
術
を
利
用
せ
ず
に

様
々
な
症
状
や
ケ
ガ
を
回
復
さ

せ
る
こ
と
で
す
。
そ
し
て
そ
れ

が
出
来
る
と
実
証
さ
れ
た
自
然

医
療
が
カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ

ク
な
の
で
す
。 

　

カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク

は
、１
８
９
５
年
（
明
治
28
年
）

に
米
国
で
Ｄ
・
Ｄ
・
パ
ー
マ
ー

に
よ
り
発
見
さ
れ
、
そ
の
後
、

息
子
の
ド
ク
タ
ー
Ｂ
・
Ｊ
・
パ

ー
マ
ー
に
よ
っ
て
発
展
し
て
き

た
自
然
医
療
の
一
つ
で
す
。Ｄ
・

Ｄ
・
パ
ー
マ
ー
が
召
使
い
の
ハ

ー
ヴ
ィ
ー
・
リ
ラ
ー
ド
に
背
骨

の
矯
正
を
促
し
た
こ
と
で
、
17

年
間
患
っ
て
い
た
難
聴
が
改
善

さ
れ
た
の
が
は
じ
ま
り
で
す
。

「
背
骨
の
矯
正
を
す
る
こ
と
で

疾
患
が
治
っ
た
の
は
な
ぜ
だ
ろ

う
」
と
研
究
さ
れ
た
こ
と
が
き

っ
か
け
で
、
今
日
ま
で
多
く
の

カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
タ
ー
、
医
師
、

科
学
者
に
よ
っ
て
研
究
さ
れ
発

展
し
て
き
ま
し
た
。   　    

　

現
在
で
は
Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保

健
機
関
）
も
認
め
る
ヘ
ル
ス
ケ

ア
と
し
て
世
界
中
に
広
ま
り
、

米
国
以
外
で
も
カ
ナ
ダ
、英
国
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ

ー
ラ
ン
ド
、
ス
イ
ス
な
ど
の
欧

米
の
国
々
で
は
、
専
門
的
な
医

師
の
資
格
を
伴
う
医
療
と
な
っ

て
い
ま
す
。   　 

　

痛
み
や
症
状
の
軽
減
だ
け
で

は
な
く
、「
自
然
治
癒
能
力
」

を
最
大
限
に
高
め
て
い
く
の

が
、
カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク

に
お
け
る
ケ
ア
で
す
。    

　

私
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
も
、
毎

日
多
く
の
方
が
来
院
し
ま
す
。

中
に
は
歩
け
な
い
く
ら
い
酷
い

症
状
の
方
か
ら
、
産
ま
れ
た
ば

か
り
の
赤
ち
ゃ
ん
ま
で
も
が
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
皆
さ
ん
が

ま
ず
は
背
骨
の
ケ
ア
を
必
要
と

し
て
い
て
、
背
骨
を
中
心
と
し

た
脊
椎
を
整
え
て
い
く
こ
と
で

心
身
の
神
経
の
伝
達
が
改
善
さ

れ
、
本
来
自
分
の
持
っ
て
い
る

よ
り
良
い
状
態
に
な
る
こ
と
が

で
き
る
か
ら
で
す
。    

　

本
来
、
私
た
ち
の
身
体
に
は

未
知
数
な
可
能
性
を
秘
め
て
い

ま
す
。
私
た
ち
カ
イ
ロ
プ
ラ
ク

タ
ー
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
方
の
そ

の
未
知
数
を
発
揮
で
き
る
可
能

性
を
引
き
出
し
て
あ
げ
る
こ

と
が
で
き
る
専
門
家
と
い
っ

て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Quality of Life 

の
実
現
に
向

け
て
、
是
非
カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ

ィ
ッ
ク
を
生
活
の
一
部
に
取
り

入
れ
て
も
ら
い
た
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。

石
谷
三
佳
（
カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
タ

ー
／
パ
ー
マ
ー
カ
イ
ロ
プ
ラ
ク

テ
ィ
ッ
ク
大
学
卒
・
ハ
ー
バ
ー

ド
大
学
医
学
部
専
門
課
程
修
了

／
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
フ
ォ

ー
ト
リ
ー
で
石
谷
ヘ
ル
ス
セ
ン

タ
ー
を
開
業
中

www.ishitaniclinic.com

）

Quality of Life 

と
し
て
の

カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク

ほ
く
ほ
く
会
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会

秋
田
チ
ー
ム
２
連
覇

　

東
北
６
県
と
北
海
道
ゆ
か
り

の
会
で
構
成
さ
れ
る
「
ほ
く
ほ

く
会
」
は
10
月
27
日
、ポ
ー
ト
・

オ
ー
ソ
リ
テ
ィ
内
の
フ
レ
ー
ム

ズ
ボ
ウ
ル
で
第
12
回
ボ
ー
リ
ン

グ
大
会
を
開
催
し
た
。

　

当
日
は
各
県
か
ら
42
人
が
参

加
し
、
２
ゲ
ー
ム
勝
負
で
県
対

抗
と
男
女
別
の
得
点
を
競
う
ル

ー
ル
で
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら

れ
た
。
各
県
の
カ
ウ
ン
タ
ー
に

ピ
ザ
や
フ
ラ
イ
ド
チ
キ
ン
が
並

び
、
応
援
す
る
人
も
含
め
て
軽

食
を
楽
し
ん
だ
。

　

ボ
ー
リ
ン
グ
の
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
の
後
に
42
人
に
ラ
ッ
フ
ル
で

各
県
の
お
国
自
慢
の
名
物
や
景

品
が
配
ら
れ
、
続
い
て
青
森
県

人
会
長
の
金
澤
恵
之
さ
ん
か
ら

結
果
発
表
が
あ
っ
た
。
Ｎ
Ｙ
秋

田
県
人
会
の
山
本
正
俊
会
長
率

い
る
秋
田
チ
ー
ム
が
岩
手
チ
ー

ム
と
接
戦
の
末
、
総
合
得
点

９
３
１
（
各
県
の
最
多
点
数
４

名
の
２
ゲ
ー
ム
の
合
計
）
で
優

勝
に
輝
い
た
。
男
子
個
人
の
優

勝
は
秋
田
か
ら
出
場
し
た
大
倉

淑
章
さ
ん
（
２
ゲ
ー
ム
合
計

２
８
４
）、
女
子
個
人
は
岩
手

か
ら
出
場
し
た
斎
藤
律
子
さ

ん
（
２
７
５
）
と
な
っ
た
。
秋

田
は
男
子
個
人
も
２
連
覇
だ
っ

た
。「
仲
間
と
練
習
し
た
り
、

応
援
で
駆
け
つ
け
て
く
れ
た
友

人
と
久
し
ぶ
り
に
会
え
て
良
か

っ
た
」
と
の
声
も
あ
り
、
参
加

者
と
応
援
す
る
人
が
共
に
楽
し

ん
だ
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
た
。

　
　
（
山
本
み
ゆ
き
、
写
真
も
）

男子個人優勝の大倉さん

・免責事項・

本紙に掲載の広告に関して問題が生
じた場合、ニューヨーク生活プレス
社は一切の責任を負いません。
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今
日
は
３
泊
お
世
話
に
な
っ

た
超
快
適
ア
パ
ー
ト
を
チ
ェ
ッ

ク
ア
ウ
ト
し
て
フ
ェ
リ
ー
で
ア

テ
ネ
に
戻
る
。
最
初
は
サ
ン
ト

リ
ー
ニ
ま
で
と
し
て
プ
ラ
ン
し

て
い
た
今
回
の
ギ
リ
シ
ャ
旅
行

で
あ
っ
た
が
、
ク
レ
タ
島
に
残

る
ギ
リ
シ
ャ
神
話
を
知
る
と
ど

う
し
て
も
来
た
く
な
っ
て
ク
レ

タ
を
押
し
込
ん
だ
。
サ
ン
ト
リ

ー
ニ
が
キ
ク
ラ
デ
ス
諸
島
の
最

南
端
、
そ
こ
か
ら
い
い
気
に
な

っ
て
さ
ら
に
高
速
船
で
２
時
間

も
南
下
し
て
ま
っ
た
の
で
あ

る
。
ア
テ
ネ
ま
で
は
高
速
で
航

行
し
て
も
９
時
間
の
船
旅
に
な

る
。
チ
ョ
イ
ス
は
二
つ
し
か
無

い
。
朝
９
時
に
ク
レ
タ
を
出
て

夕
方
６
時
に
ア
テ
ネ
、
も
し
く

は
夜
９
時
に
ク
レ
タ
を
出
て
翌

朝
６
時
に
ア
テ
ネ
。
い
く
ら
エ

ー
ゲ
海
が
美
し
い
と
言
え
ど
丸

一
日
を
船
で
過
ご
す
の
は
勿
体

無
い
。
と
い
う
の
で
、
私
た
ち

は
夜
９
時
に
こ
こ
を
出
る
夜
行

フ
ェ
リ
ー
に
乗
る
こ
と
に
し

た
。

　

と
な
る
と
ア
パ
ー
ト
を
チ
ェ

ッ
ク
ア
ウ
ト
し
て
か
ら
丸
一
日

外
で
過
ご
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。

見
ど
こ
ろ
は
多
い
。
ク
ノ
ッ
ソ

ス
ほ
ど
の
知
名
度
は
な
い
が
、

そ
の
近
く
に
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
の
水

道
橋
が
あ
る
と
絵
地
図
に
出
て

い
る
の
で
、
頑
張
っ
て
名
前
を

探
し
て
Ｇ
Ｐ
Ｓ
に
打
ち
込
ん
で

み
た
。
４
Ｗ
Ｄ
じ
ゃ
な
い
と
心

配
に
な
る
よ
う
な
舗
装
し
て
い

な
い
畑
の
中
の
道
を
30
分
ほ
ど

走
る
と
い
き
な
り
目
の
前
に
水

道
橋
が
現
れ
た
。
全
く
人
気
の

無
い
燻
ん
だ
緑
色
の
オ
リ
ー
ブ

畑
に
古
い
石
の
橋
が
見
事
に
溶

け
込
む
。
感
動
し
て
車
を
停

め
、
何
枚
も
写
真
を
撮
っ
た
。

Sylamos Aqueduct

と
い
う

ら
し
い
。
驚
く
べ
き
こ
と
に
、

近
く
に
も
う
一
つ
ヴ
ェ
ネ
チ
ア

の
水
道
橋
が
あ
る
と
い
う
。
そ

れ
も
目
指
し
て
み
た
。
あ
っ

た
。Venetian Aqueduct of 

Morossini

、
今
度
の
も
の
は

二
重
構
造
に
な
っ
て
お
り
、
車

の
道
が
橋
の
下
を
通
る
。
橋
の

向
こ
う
側
に
人
が
い
る
。
こ
れ

は
行
く
し
か
な
い
。
こ
の
あ
た

り
だ
と
Ｇ
Ｐ
Ｓ
が
追
い
つ
か
な

い
の
で
、
王
女
ア
リ
ア
ド
ネ
の

糸
毬
の
糸
を
手
繰
る
よ
う
山
道

を
運
転
す
る
と
小
さ
な
教
会
に

着
い
た
。Agia Irini

、
サ
ン

ト
リ
ー
ニ
の
イ
リ
ー
ニ
だ
。
車

を
降
り
て
み
る
と
人
々
が
何
や

ら
庭
で
パ
ー
テ
ィ
ー
を
し
て
い

た
。
お
そ
ら
く
洗
礼
式
か
何
か

め
で
た
い
集
ま
り
な
の
で
あ
ろ

う
。
手
作
り
の
デ
コ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
木
に
飾
り
、
ジ
ュ
ー
ス
の

ピ
ッ
チ
ャ
ー
が
あ
り
、
手
作
り

の
お
菓
子
が
並
び
、
そ
の
上
の

橋
の
袂
で
猫
が
二
匹
爆
睡
し
て

い
た
。
心
温
ま
る
光
景
だ
。
さ

ら
に
奥
に
進
む
と
二
重
橋
の
最

上
段
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

歩
く
こ
と
も
で
き
る
。
ロ
ー
マ

の
水
道
橋
と
似
て
い
る
。
お
そ

ら
く
中
世
の
遺
物
で
あ
ろ
う
。

　

さ
て
、
今
日
は
長
い
１
日

だ
。
ゆ
っ
た
り
行
こ
う
。
二

つ
の
水
道
橋
を
観
た
ら
休
憩

だ
。
近
く
に
、
レ
ス
ト
ラ
ン
が

あ
る
。
ま
だ
準
備
中
な
感
じ
だ

が
、
と
て
も
素
敵
な
女
性
が
中

に
入
れ
て
く
れ
、
庭
の
テ
ー
ブ

ル
で
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
む
。
店
内

も
庭
も
セ
ン
ス
が
抜
群
に
良

い
。
蝉
し
ぐ
れ
の
凄
ま
じ
い
こ

と
。
滋
養
強
壮
に
ア
パ
ー
ト
の

ジ
ョ
ー
ジ
が
く
れ
た
ハ
チ
ミ
ツ

た
っ
ぷ
り
の
ド
ー
ナ
ツ
を
こ
っ

そ
り
食
べ
て
ヘ
ラ
ク
リ
オ
ン
の

街
に
向
か
う
。
初
日
に
見
つ
け

た
街
の
外
壁
の
無
料
の
パ
ー
キ

ン
グ
ス
ペ
ー
ス
に
車
を
滑
り
込

ま
せ
て
街
を
歩
く
。
今
日
は
日

曜
日
で
店
が
沢
山
し
ま
っ
て
い

る
が
、
１
６
０
０
年
代
に
作
ら

れ
た
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
噴
水
、
そ
の

名
もMorosini Fountain

（
先

ほ
ど
の
水
道
橋
と
同
じ
名
前

だ
）
に
行
く
。
外
の
ベ
ン
チ
に

座
っ
て
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
食

べ
る
。
眠
い
。

　

も
う
少
し
歩
く
と
、Agios 

Minas 

（St. Menas

）
と
い
う

教
会
が
あ
っ
た
。
正
面
に
鳩
が

沢
山
い
て
子
供
が
遊
ん
で
い

た
。
中
に
入
る
と
典
型
的
な
ギ

リ
シ
ャ
正
教
の
祭
壇
が
あ
り
、

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
が
こ
と
の
ほ

か
綺
麗
で
午
後
の
光
を
床
に
落

と
し
て
い
た
。
横
に
は
何
と
Ｗ

Ｗ
Ⅱ
の
爆
弾
が
飾
っ
て
あ
る
。

　

片
道
３
時
間
か
か
る
と
い

う
の
で
諦
め
た
シ
ャ
ニ
ア
と

い
う
も
う
一
つ
の
街
が
あ
る
。

１
９
４
４
年
５
月
20
日
、
夥
し

い
ド
イ
ツ
軍
兵
士
が
パ
ラ
シ
ュ

ー
ト
で
シ
ャ
ニ
ア
に
降
り
て
来

て
10
日
間
の
激
戦
の
末
一
帯
を

占
拠
し
た
。
１
９
４
５
年
に
ド

イ
ツ
が
降
伏
す
る
ま
で
４
年
間

に
わ
た
り
ク
レ
タ
島
は
フ
ラ
ン

ス
同
様
ド
イ
ツ
の
支
配
下
に

置
か
れ
、
ギ
リ
シ
ャ
人
た
ち

は
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
を
続
け
た
。

ペ
ネ
ロ
ペ
・
ク
ル
ス
主
演
の

２
０
０
１
年
の
映
画「Captain 

Corelli’s Mandolin

」
で
第
二

次
世
界
大
戦
中
の
ギ
リ
シ
ャ
の

イ
タ
リ
ア
と
ド
イ
ツ
の
占
領
の

様
子
が
ラ
ブ
ス
ト
ー
リ
ー
を
軸

に
描
か
れ
る
。
映
画
の
舞
台
は

ギ
リ
シ
ャ
本
土
の
ケ
フ
ァ
ロ
ニ

ア
島
で
あ
る
が
、
占
領
さ
れ
た

ギ
リ
シ
ャ
の
悲
惨
さ
は
同
じ
で

あ
ろ
う
。
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
と
オ
ス

マ
ン
帝
国
に
加
え
て
イ
タ
リ
ア

と
ド
イ
ツ
が
占
領
国
と
し
て
名

を
連
ね
る
。

　

そ
う
こ
う
し
て
い
る
間
に
夕

方
が
来
て
、
早
め
の
デ
ィ
ナ
ー

を
食
べ
る
こ
と
に
し
た
。
昨
夜

お
気
に
入
り
の
バ
ル
デ
ス
で
最

後
の
晩
餐
を
し
て
し
ま
っ
た
の

で
、
今
回
は
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
の
噴

水
に
近
い
観
光
レ
ス
ト
ラ
ン
で

軽
く
夕
食
を
と
る
。
が
、
そ
ん

な
も
の
は
こ
の
国
に
は
な
い
！

美
味
し
い
パ
ン
か
ら
始
ま
っ

て
、
ク
レ
タ
サ
ラ
ダ
（
こ
の
思

い
出
が
後
に
曲
の
題
名
と
な

る
）、
魚
介
類
の
リ
ゾ
ッ
ト
、

チ
キ
ン
、
そ
し
て
こ
の
店
も
簡

単
な
デ
ザ
ー
ト
を
出
し
て
く
れ

た
。
ギ
リ
シ
ャ
の
レ
ス
ト
ラ
ン

の
主
人
は
「
ギ
リ
シ
ャ
の
主
な

産
業
は
観
光
で
あ
る
。
よ
っ
て

観
光
客
に
は
最
大
限
の
サ
ー
ビ

ス
を
し
ま
し
ょ
う
。
デ
ザ
ー
ト

は
何
か
つ
け
ま
し
ょ
う
」
と
商

工
会
議
所
で
言
わ
れ
て
い
る
の

だ
ろ
う
（
笑
）。

　

車
に
戻
っ
て
フ
ェ
リ
ー
埠
頭

に
向
か
う
。
お
ー
、
私
た
ち
の

乗
る
巨
大
な
フ
ェ
リ
ー
が
夕
日

を
浴
び
て
白
く
光
っ
て
い
た
。

そ
の
名
もMinoan Lines

！

紀
元
前
こ
こ
に
文
明
を
は
っ
た

人
々
だ
。
こ
れ
以
上
の
名
は
な

い
。
車
ご
と
乗
船
し
て
デ
ッ
キ

に
上
が
る
と
そ
こ
は
ホ
テ
ル
の

カ
ウ
ン
タ
ー
に
な
っ
て
い
た
。

こ
ん
な
巨
大
な
船
に
乗
っ
た
の

は
初
め
て
だ
。
船
内
は
一
つ
の

街
く
ら
い
の
大
き
さ
で
、
カ
フ

ェ
、
バ
ー
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
プ

ー
ル
、
全
て
が
あ
る
。
自
分
の

部
屋
に
入
る
と
綺
麗
な
シ
ャ
ワ

ー
が
あ
り
ツ
イ
ン
ベ
ッ
ド
が
あ

り
、
窓
か
ら
港
が
一
望
で
き

る
。
出
発
す
る
頃
に
最
上
階
の

デ
ッ
キ
に
出
た
。
青
く
照
ら
さ

れ
た
大
き
な
煙
突
と
幸
せ
そ
う

な
人
々
が
集
う
デ
ッ
キ
、
い
つ

の
間
に
か
動
き
始
め
た
船
。
最

後
に
も
う
一
度
ク
レ
タ
の
昏
れ

な
ず
む
街
を
見
る
。
夢
の
よ
う

だ
。
こ
の
幻
想
的
な
光
景
を
私

は
ず
っ
と
忘
れ
な
い
と
思
う
。

　

ク
レ
タ
よ
、
本
当
に
あ
り
が

と
う
！
（
続
く
）

浅
井
岳
史

（
ピ
ア
ニ
ス
ト
＆
作
曲
家
）

www.takeshiasai.com

ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト
浅
井
岳
史
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ギ
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シ
ャ
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記
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と
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10
月
14
日
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
・

パ
サ
イ
市
（
メ
ト
ロ
・
マ
ニ

ラ
）
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
際
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
た
第
５
回
世
界
津
波
博

物
館
会
議
（World Tsunami 

Museum Conference

）
に
参

加
・
発
表
し
て
き
ま
し
た
。
同

会
議
は
国
連
防
災
機
関
（
Ｕ

Ｎ
Ｄ
Ｒ
Ｒ
）、
外
務
省
、
フ

ィ
リ
ピ
ン
政
府
主
催
で
、
ア

ジ
ア
太
平
洋
防
災
閣
僚
会
議

（APMCDRR2024

）
期
間
中

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
会
議
は
、
災
害
関
連
博
物

館
の
経
験
、
グ
ッ
ド
プ
ラ
ク
テ

ィ
ス
、
教
訓
を
共
有
し
、
議
論

す
る
こ
と
を
目
的
に
日
本
政
府

主
導
で
開
催
し
て
き
て
お
り
、

第
1
回
は
、
２
０
１
７
年
に
沖

縄
県
石
垣
市
で
、
第
2
回
は
18

年
に
東
京
国
立
博
物
館
で
開

催
さ
れ
、
第
2
回
以
降
は
2
年

お
き
に
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
決

定
さ
れ
た
も
の
の
、
第
3
回
は

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
20
年
オ
ン
ラ

イ
ン
配
信
の
み
、
第
4
回
は
日

本
の
関
係
者
だ
け
が
東
北
大
学

に
集
ま
り
、
22
年
に
同
じ
く
オ

ン
ラ
イ
ン
配
信
が
行
わ
れ
、
今

回
は
久
し
ぶ
り
の
対
面
開
催

で
、
初
の
国
外
で
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
。
お
よ
そ
１
０
０
人

が
参
加
し
ま
し
た
が
、
過
去

に
参
加
し
て
い
る
ハ
ワ
イ
州
ヒ

ロ
（
ハ
ワ
イ
島
）
の
太
平
洋
津

波
博
物
館
（Pacifi c Tsunami 

Museum

）
の
参
加
が
な
か
っ

た
の
は
残
念
で
し
た
。

　
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
次
世
代

に
力
を
与
え
る
〜
災
害
に
強
い

未
来
の
た
め
の
博
物
館
の
役

割
（Empowering the Next Generation-Roles of Disaster 

Museums for a Resilient 
Future

）」で
、冒
頭
、遠
藤
和
也・

駐
フ
ィ
リ
ピ
ン
日
本
国
特
命
全

権
大
使
、
テ
レ
シ
ト
・
Ｃ
・
バ

コ
ル
コ
ル
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
火
山

地
震
研
究
所
長
、
郡
和
子
・
仙

台
市
長
、
松
岡
由
季
・UNDRR

駐
日
事
務
所
代
表
が
あ
い
さ
つ

し
、
続
い
て
特
別
出
演
と
し
て

宮
城
県
仙
台
二
華
高
等
学
校
の

生
徒
3
人
が
東
北
の
防
災
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
等
に
つ
い
て
調
べ
た

成
果
を
英
語
で
発
表
し
ま
し

た
。

　
そ
の
後
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の

元
ア
チ
ェ
津
波
博
物
館
長
、
タ

イ
津
波
博
物
館
長
、渋
谷
聡
子・

仙
台
市
防
災
環
境
都
市
企
画
担

当
課
長
、
平
田
ケ
ン
ド
ラ
・
シ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
神
戸
事
務
所
事
務

局
長
（
ビ
デ
オ
配
信
）、
筆
者
、

ト
ン
ガ
政
府
国
立
防
災
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
事
務
所
長
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
講
演
が
あ
り
、
パ
ネ
ル
・
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
筆
者
か
ら
は
、
東
北
各
地
に

設
置
さ
れ
て
い
る
「
震
災
伝
承

施
設
」
が
震
災
の
記
憶
を
若
い

世
代
に
継
承
し
て
い
く
役
割
を

果
た
し
て
お
り
、
同
施
設
を
拠

点
に
防
災
・
避
難
訓
練
を
行
う

こ
と
に
よ
っ
て
災
害
に
強
い
未

来
の
た
め
の
役
割
を
果
た
す
こ

と
が
で
き
る
と
講
演
し
、
パ

ネ
ル
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
の
新
し
い

Museum

の
定
義
に
沿
っ
て
、

津
波
博
物
館
に
もDiversity

、

Accessibility

、Inclusion

、

Sustainabilty

が
重
要
だ
と
指

摘
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
小
野
裕
一
・
東
北

大
学
災
害
科
学
国
際
研
究
所

（IRIDeS

）
教
授
が
、
レ
ジ
リ

エ
ン
ト
な
未
来
の
構
築
に
向
け

て
、
津
波
博
物
館
を
通
じ
て
多

く
の
事
例
や
取
り
組
み
を
共
有

し
、
次
世
代
に
力
を
与
え
る
こ

と
の
重
要
性
を
述
べ
て
締
め
括

り
ま
し
た
。
次
回
は
、
26
年
に

開
催
予
定
で
す
。

（
栗
原
祐
司　

国
立
科
学
博
物

館
副
館
長
）
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10
月
３
日
に
第
12
回
目
カ
ー

ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
「
カ
ジ
キ
ズ
シ

ョ
ー
」
が
終
演
し
ま
し
た
。
総

勢
40
人
強
の
出
演
者
が
約
10
分

単
位
で
演
目
を
演
じ
ま
す
。「
沖

縄
民
舞
チ
ー
ム
＆
和
太
鼓
奏
者

タ
ケ
ル
」
の
プ
ロ
の
チ
ー
ム
や

他
に
バ
ン
ド
メ
ン
バ
ー
や
着
物

や
着
物
ド
レ
ス
、
バ
レ
リ
ー
ナ

の
セ
ミ
プ
ロ
や
素
人
も
含
め
た

総
合
の
エ
ン
タ
ー
テ
ー
メ
ン
ト

シ
ョ
ー
で
す
。
兎
に
角
ス
ピ
ー

デ
ィ
ー
に
進
め
る
こ
と
が
大
事

で
す
。
私
の
司
会
の
コ
メ
ン
ト

も
歌
も
１
番
の
み
と
少
な
く
し

ま
す
。
毎
年
に
会
場
と
の
折

衝
、
参
加
者
へ
の
オ
フ
ァ
ー
、

参
加
費
や
個
人
ス
ポ
ン
サ
ー
か

ら
の
資
金
集
め
、
演
目
と
ス
テ

ー
ジ
の
調
整
や
演
者
と
の
す
り

合
わ
せ
や
旅
行
社
と
の
橋
渡
し

は
や
は
り
1
年
掛
か
り
に
な
り

ま
す
。
一
番
大
事
な
の
は
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
の
お
客
様
の
目
線
で

す
。
満
足
を
与
え
ね
ば
い
け
ま

せ
ん
。
以
前
は
芸
能
人
で
著
名

な
歌
手
や
俳
優
さ
ん
も
出
て
ま

し
た
が
お
客
様
の
好
き
嫌
い
は

あ
り
ま
す
し
、
何
せ
30
分
位
は

時
間
が
必
要
で
す
し
ね
。
以
前

に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
の
リ
ン

ゼ
ー
芥
川
笑
美
子
さ
ん
に
「
カ

ー
ネ
ギ
ー
公
演
は
日
本
人
枠
は

２
回
が
限
度
な
の
よ
」
と
言
わ

れ
た
の
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
確
か
に
人
気
歌
手
の
高

橋
真
梨
子
さ
ん
で
も
「
前
代
未

聞
の
3
回
目
の
出
演
」
と
い
う

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
見
出
し
が
で
て
ま

し
た
。
２
年
間
は
コ
ロ
ナ
禍
で

中
止
し
た
期
間
を
入
れ
る
と
14

年
間
で
の
12
回
公
演
と
回
を
重

ね
、
い
つ
も
出
た
と
こ
勝
負
の

カ
ジ
キ
ズ
シ
ョ
ー
で
す
。
し
か

し
有
り
難
く
も
私
の
ラ
イ
フ
ワ

ー
ク
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
間

に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
国
連
本
部
で

の
イ
ベ
ン
ト
３
回
、
ブ
ロ
ー
ド

大
成
功
の
カ
ー
ネ
ギ
ー
公
演 68

　

こ
ん
に
ち
は
。
今
回
は
、
水

素
が
心
臓
や
血
管
に
ど
の
よ
う

な
効
果
を
も
た
ら
す
か
に
つ
い

て
お
話
し
し
ま
す
。
心
血
管
系

の
健
康
を
保
つ
こ
と
は
、
全
身

の
健
康
に
と
っ
て
非
常
に
重
要

で
す
。
水
素
の
抗
酸
化
作
用
が

血
管
の
弾
力
性
を
保
ち
、
動
脈

硬
化
の
予
防
や
心
臓
の
健
康
を

支
え
る
可
能
性
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
す
。
ま
た
、
水
素
が
血

液
循
環
を
改
善
し
、
全
身
へ
の

酸
素
供
給
を
助
け
る
こ
と
で
、

疲
労
回
復
や
ス
タ
ミ
ナ
の
向
上

に
寄
与
す
る
点
に
も
触
れ
ま

す
。

　

水
素
が
循
環
器
系
に
与
え
る

影
響
は
、
主
に
そ
の
強
力
な
抗

酸
化
作
用
に
よ
る
も
の
で
す
。

体
内
で
発
生
す
る
活
性
酸
素

は
、
血
管
の
内
壁
を
傷
つ
け
、

動
脈
硬
化
の
原
因
に
な
る
こ
と

が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
動
脈
硬

化
は
、血
管
の
弾
力
を
失
わ
せ
、

血
流
が
悪
く
な
る
こ
と
で
、
心

臓
病
や
脳
卒
中
の
リ
ス
ク
を
高

め
る
要
因
に
な
り
ま
す
。
水
素

は
、
こ
の
有
害
な
活
性
酸
素
を

な
り
ま
す
。
そ
の
結
果
、
疲
労

感
の
軽
減
や
ス
タ
ミ
ナ
の
向
上

に
繋
が
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
実
際
に
、
水
素
を
定
期
的

に
取
り
入
れ
て
い
る
ア
ス
リ
ー

ト
や
運
動
愛
好
者
の
中
に
は
、

運
動
後
の
回
復
が
早
く
な
っ
た

と
感
じ
る
方
が
多
い
で
す
。

　

私
の
サ
ロ
ン
の
お
客
様
の
中

に
も
、
水
素
を
取
り
入
れ
て
か

ら
長
時
間
の
立
ち
仕
事
後
に
足

が
む
く
む
こ
と
が
少
な
く
な
っ

た
と
お
っ
し
ゃ
る
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。
ま
た
、
水
素
を

取
り
入
れ
た
こ
と
で
血
圧
が
安

定
し
、
体
調
が
良
く
な
っ
た
と

い
う
声
を
い
た
だ
く
こ
と
が
増

え
ま
し
た
。

　

水
素
が
心
臓
の
健
康
に
も
良

い
影
響
を
も
た
ら
す
可
能
性
が

あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
抗

酸
化
作
用
に
よ
っ
て
心
臓
の
細

胞
が
保
護
さ
れ
、
心
筋
の
健
康

が
守
ら
れ
る
こ
と
で
、
心
臓
の

機
能
が
サ
ポ
ー
ト
さ
れ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
に
よ
り
、

心
臓
病
の
リ
ス
ク
軽
減
に
も
繋

が
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
水
素
を
取
り
入
れ
て
、
心

血
管
系
の
健
康
を
保
つ
一
助
に

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

森
脇
静
香
：「easeNY

」
代
表
：

Ｎ
Ｙ
・
Ｆ
Ｌ
州
マ
ッ
サ
ー
ジ
・

エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
・
腸
内
洗
浄

療
法
士
免
許
。
２
０
０
１
年

「easeNY

」開
業
。
実
演
講
義
・

講
演
、
Ｔ
Ｖ
・
ラ
ジ
オ
に
ゲ
ス

ト
出
演
。ウ
エ
ル
ネ
ス
を
追
求
、

水
素
セ
ラ
ピ
ー
の
普
及
に
尽
力

中
。

（
19
）
水
素
と
循
環
器
系
の
健
康

ウ
ェ
イ
の
シ
グ
ネ
チ
ャ
ー
シ
ア

タ
ー
ホ
ー
ル
や
ロ
ー
劇
場
で
の

計
４
回
の
公
演
で
す
っ
か
り
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
が
主
戦
場
で
す
。

以
前
は
パ
リ
、
ロ
ン
ド
ン
、
上

海
で
の
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
。
そ

れ
に
来
年
は
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン

美
術
館
テ
ア
ラ
ハ
ウ
ス
で
の
着

物
＆
着
物
ド
レ
ス
イ
ベ
ン
ト
交

流
会
や
商
談
会
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
ハ
ワ
イ
も
次
回
は
ホ
ノ

ル
ル
フ
ェ
ス
テ
バ
ル
は
３
月
の

10
日
前
後
に
第
18
年
連
続
で
Ｉ

Ｆ
Ａ
と
し
て
団
体
で
参
加
し
ま

す
。
こ
れ
も
３
年
間
の
中
止
を

挟
む
と
約
21
年
間
で
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
ね
。
50
歳
か
ら

の
世
界
デ
ビ
ュ
ー
で
す
。
こ
れ

も
先
人
の
日
本
の
伝
統
文
化
の

生
け
花
や
着
物
の
先
生
方
の
恩

恵
で
す
ね
。
そ
れ
が
ア
ー
テ
ィ

シ
ャ
ル
フ
ラ
ワ
ー
や
着
物
ド
レ

ス
の
ア
レ
ン
ジ
を
加
え
て
の
形

が
日
本
の
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー

と
し
て
今
世
界
に
支
持
さ
れ
て

い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
海
外

に
出
る
と
日
本
人
の
ア
ニ
メ
ー

シ
ョ
ン
や
コ
ス
プ
レ
の
人
気
は

凄
ま
じ
く
あ
り
ま
す
。
日
本
で

は
そ
ん
な
に
話
題
に
な
ら
な
い

の
で
す
が
世
界
で
の
日
本
発
ポ

ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
エ
ン
タ
ー
テ

ィ
メ
ン
ト
は
人
気
で
す
よ
ね
。

ま
さ
に
日
本
の
ソ
フ
ト
・
パ
ワ

ー
外
交
で
す
ね
。
日
本
の
政
治

や
経
済
や
嫌
い
で
も
ア
ニ
メ
や

コ
ス
プ
レ
や
日
本
の
新
し
い
文

化
は
好
き
だ
と
言
う
海
外
の
方

は
多
い
の
で
す
。
任
天
堂
の
ゲ

ー
ム
や
ト
ヨ
タ
の
車
の
デ
ザ
イ

ン
も
そ
う
で
す
ね
。
日
本
人
の

作
り
出
す
ソ
フ
ト
文
化
は
世
界

に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
個
人
で
も
カ
ル
チ
ャ
ー

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
円
安
の

日
本
か
ら
海
外
で
外
貨
を
稼
ぐ

チ
ャ
ン
ス
で
す
ね
。
カ
ー
ネ
ギ

ー
の
公
演
の
前
に
ジ
ャ
パ
ン
ビ

レ
ッ
ジ
の
夏
祭
り
に
高
崎
純
子

さ
ん
が
参
加
し
ま
し
た
。
ス
ペ

ー
ス
の
限
ら
れ
た
中
で
初
め
て

和
物
の
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
作
品
を

日
本
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
か
ら
預

か
っ
て
販
売
を
試
み
た
の
で

す
。
売
れ
た
も
の
は
数
人
の
安

い
ア
ー
ト
作
品
で
し
た
。
そ
れ

で
も
日
本
の
数
倍
の
値
段
で
売

れ
た
の
で
す
。
準
備
も
知
識
も

不
足
で
参
加
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
で
の
実
施
で
し
た
が
良
い

勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
和
の
安

く
良
質
な
も
の
は
売
れ
る
。
こ

の
感
覚
が
大
事
で
す
ね
。
後
は

進
化
し
続
け
る
事
が
ヒ
ッ
ト
に

繋
が
り
ま
す
。
何
事
も
や
り
続

け
る
事
が
大
事
。
そ
し
て
お
客

様
の
目
線
が
大
事
で
す
ね
。
岐

阜
県
岐
阜
市
領
下
に
由
来
す
る

梶
木
神
社
は
ネ
ッ
ト
で
は
梶
木

の
梶
は
「
風
」、
木
は
風
気
の

「
気
」
梶
木
は
風
気
の
事
で
世

の
中
に
風
穴
を
開
け
る
神
社
と

あ
り
ま
す
。
私
の
役
目
は
風
穴

あ
け
て
個
人
が
外
貨
を
稼
ぐ
。

そ
の
い
つ
し
か
の
役
目
に
ロ
マ

ン
が
あ
り
ま
す
。
ジ
ャ
パ
ン
・

ビ
レ
ッ
ジ
で
の
販
売
は
わ
ず
か

な
一
歩
で
し
た
が
こ
れ
が
風
穴

が
開
く
前
触
れ
か
も
し
れ
な

い
。
何
と
な
く
そ
う
い
う
感
じ

を
受
け
ま
し
た
。
そ
れ
に
カ
ー

ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
も
ハ
ワ
イ
の
イ

ベ
ン
ト
も
リ
ピ
ー
ト
し
て
行
く

こ
と
や
観
客
の
皆
さ
ん
は
無
料

招
待
で
す
。
米
国
で
は
そ
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
や
歴
史
性
を

評
価
し
て
く
れ
ま
す
。
あ
と
は

進
化
し
続
け
る
こ
の
繰
り
返
し

で
す
ね
。
今
は
日
本
は
円
安
や

物
価
高
で
苦
し
む
日
本
人
は
や

が
て
海
外
に
個
人
が
カ
ル
チ
ャ

ー
輸
出
し
て
豊
か
に
な
る
そ
の

時
代
が
来
る
と
い
い
で
す
ね
。

（
か
じ
き
・
と
し
み
／
花
の
街

振
興
財
団
／
Ｉ
Ｆ
Ａ
理
事
長
）

除
去
す
る
こ
と
で
、
血
管
の
健

康
を
保
つ
働
き
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
水
素
は
血
液
の
流

れ
を
ス
ム
ー
ズ
に
し
、
血
液
循

環
を
改
善
す
る
効
果
も
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

全
身
に
酸
素
や
栄
養
素
が
よ
り

効
率
的
に
届
け
ら
れ
る
よ
う
に

https://shopnyseikatsu.com/
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
混
声
合
唱
団

は
11
月
23
日 (

土) 

午
後
3
時
、 

第
20
回
定
期
演
奏
会
を
ホ
ー
リ

ー
・
ト
リ
ニ
テ
ィ
ー
教
会
（
東

88
丁
目
３
１
６
番
地
）
で
開
催

す
る
。
今
年
の
コ
ン
サ
ー
ト

も
、
合
唱
曲
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
ソ

ン
グ
、
唱
歌
、
民
謡
、
宗
教
曲

等
、
多
岐
に
渡
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

構
成
で
、
言
語
も
日
本
語
と
英

語
だ
け
で
は
な
く
、
フ
ラ
ン
ス

語
、
ド
イ
ツ
語
に
も
挑
戦
。
今

年
は
20
周
年
記
念
と
い
う
特
別

な
年
で
も
あ
り
、
第
3
部
で
は

Ｏ
Ｂ
、
Ｏ
Ｇ
に
も
米
国
、
世
界

各
地
か
ら
参
加
し
て
一
緒
に
歌

う
。
演
奏
会
は
、
1
月
か
ら
迎

え
た
新
指
揮
者
、
エ
レ
・
ス
ン

ミ
ン
・
リ
ー
と
心
を
合
わ
せ
て

練
習
を
重
ね
て
き
た
集
大
成
。

ピ
ア
ノ
は
浅
沼
里
香
子
、
音
楽

監
督
は
嶋
田
あ
や
。

　

曲
目
は
、ふ
る
さ
と
の
四
季
、

浜
辺
の
歌
、
デ
イ
ド
リ
ー
ム
・

ビ
リ
ー
バ
ー
な
ど
。
演
奏
終
了

後 

午
後
５
時
か
ら
レ
セ
プ
シ

ョ
ン
。
入
場
料
は
10
ド
ル
。
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
も
行

っ
て
お
り
10
ド
ル
以
上
の
寄
付

に
つ
き
チ
ケ
ッ
ト
を
進
呈
。
申

し
込
み
はhttps://gofund.

me/737b0c91

チ
ケ
ッ
ト
は

nymc-info@googlegroups.
com

　

紐
育
男
声
合
唱
団
（
Ｍ
Ｇ
Ｃ

Ｎ
Ｙ
）
は
12
月
7
日
（
土
）
午

後
5
時
30
分
よ
り
、
聖
ト
リ
ニ

テ
ィ
教
会
（
東
88
丁
目
３
１
６

番
地
）
に
て
、
第
23
回
定
期
演

奏
会
を
開
催
す
る
。

　

今
年
の
定
期
演
奏
会
で
は
、

「
歴
史
的
、
文
化
的
に
意
義
の

あ
る
音
楽
を
地
域
住
民
に
伝
え

る
」
と
い
う
慈
善
事
業
団
体
と

し
て
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
達
成
す

べ
く
、
長
き
に
わ
た
り
歌
い
継

が
れ
て
き
た
唱
歌
や
黒
人
霊
歌

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
女
声
と

の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る

混
声
ス
ペ
シ
ャ
ル
ス
テ
ー
ジ
で

は
、
Ｊ-
Ｐ
Ｏ
Ｐ
の
ヒ
ッ
ト
曲

を
、
バ
ン
ド
の
伴
奏
に
て
披
露

す
る
な
ど
、
老
若
男
女
問
わ
ず

楽
し
め
る
多
彩
な
曲
目
の
ス
テ

ー
ジ
を
予
定
し
て
い
る
。

　

ま
た
、ゲ
ス
ト
ス
テ
ー
ジ
は
、

ソ
プ
ラ
ノ
の
津
田
裕
子
が
Ｒ
・ 

シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
・
シ
ュ
ー
ベ
ル

ト
の
ド
イ
ツ
リ
ー
ト
を
演
奏
す

る
。
指
揮
は
山
内
竜
志
。

　

入
場
料
は
20
ド
ル
。
チ
ケ
ッ

ト
購
入
・
問
い
合
せ
はinfo@

mgcny.net

ま
で
。

　

本
紙
で
も
お
馴
染
み
の
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
在
住
の
フ
ォ
ト
グ
ラ

フ
ァ
ー
植
山
慎
太
郎
さ
ん
が

２
０
２
５
年
の
カ
レ
ン
ダ
ー

を
制
作
し
た
。
ク
ラ
イ
ド
フ

ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
サ
イ
ト
か
ら

３
０
０
０
円
以
上
の
寄
付
を
し

た
人
に
も
れ
な
く
郵
送
さ
れ

る
。
普
段
見
れ
な
い
よ
う
な
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
風
景
、
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
の
四
季
、
自
身
の
テ
ー
マ

と
し
て
い
る
「
月
と
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
」
な
ど
の
作
品
で
、「
写

真
で
旅
す
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
」

と
題
し
て
15
年
間
撮
り
続
け
た

こ
の
街
の
魅
力
を
伝
え
た
い
想

い
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ス
タ
ー

ト
。
植
山
さ
ん
は
「
こ
の
カ
レ

ン
ダ
ー
を
日
本
に
い
る
ご
家
族

や
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
好
き
な
人
へ

の
ホ
リ
デ
ー
ギ
フ
ト
、
ク
リ
ス

マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ど
に
使
っ

て
い
た
だ
き
、
カ
レ
ン
ダ
ー
の

1
ペ
ー
ジ
が
皆
さ
ま
の
生
活
の

潤
い
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
」
と

話
す
。
期
限
は
Ｎ
Ｙ
時
間
11
月

30
日(

土) 

午
前
10
時
59
分
ま

で
。
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
の
返
礼
と
し
て
キ
ャ
ン

バ
ス
プ
リ
ン
ト
、
カ
レ
ン
ダ

ー
な
ど
20
点
以
上
か
ら
選
択

で
き
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ペ

ー
ジhttps://camp-fi re.jp/

projects/793592/view

　

ア
ー
ト
・
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー

シ
ョ
ン
公
募
展
「The Art of 

Sho

」
は
、
エ
ミ
ー
賞
放
送
作

家
の
安
達
元
一
氏
と
在
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
で
日
本
文
化
の
紹
介
で

知
ら
れ
る
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
の
佐

藤
恭
子
氏
が
手
を
組
ん
だ
展

覧
会
シ
リ
ー
ズ
の
第
11
弾
で
、

「
書
」
を
テ
ー
マ
に
公
募
し
審

査
を
通
過
し
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

の
作
品
を
展
示
す
る
。

　
【
優
秀
賞
】
栗
原
五
踊
、
栗

原
正
峰
、
秋
山
由
美
【
準
優
秀

賞
】 
木
村 

茜
、Aco

、
書
家
志

龍
、
佳
心
（
け
い
し
ん
）、
雷

彩
、Maya Ito
、
秋
華
、
蒼

月
、
松
本
草
舟
、
有
恵
【
入

選
】
玄
龍
胤
、KOTORA

、
巫

尊
（
み
こ
と
）、
ミ
ラ
ク
ル
・

ミ
コ
、
夜
舞
兎
。
展
示
は
11
月

５
日(

火
）
か
ら
12
日
（
火
）

ま
で
天
理
文
化
協
会
（
西

13
丁
目
43
Ａ
番
地
、
電
話
・

２
１
２
・
６
４
５
・
２
８
０
０
）

で
。
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
と
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
は
7
日(

木)

午
後

７
時
か
ら
９
時
ま
で
。

　

ま
た
シ
リ
ー
ズ
12
は
「
ジ

ャ
パ
ン
・
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ

ー
ス
」
と
題
し
て
11
月
６
日

（
水
）
か
ら
11
日
（
月
）
ま

で
ギ
ャ
ラ
リ
ー
60
（
東
60

丁
目
２
０
８
番
地
、
電
話

３
４
７
・
６
０
１
・
４
３
２
３
）

で
開
催
す
る
。
開
廊
時
間
は
正

午
か
ら
午
後
６
時
。
参
加
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
は
泡
書
道
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
胡
桃
、
ジ
ュ
ン
コ
ヤ
マ
モ

ト
、Valshia

、イ
ワ
イ
ヨ
シ
コ
、

武
内
樹
一
。

 

タ
イ
ム
ズ
ス
ク
エ
ア
投
影

　

さ
ら
に
タ
イ
ム
ズ
ス
ク
エ
ア

の
ス
ク
リ
ー
ン
で
の
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
（
1
タ
イ
ム
ズ
ス

ク
エ
ア
３
番
地
）
を
11
月
6
日

午
後
８
時
か
ら
９
時
に
開
催

し
、
合
計
62
人
の
日
本
人
の
作

品
を
紹
介
し
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

の
ア
ー
ト
シ
ー
ン
に
日
本
ア
ー

ト
旋
風
を
巻
き
起
こ
す
。

栗原正峰、「涙とホクロ」2024年、紙に墨、ボード、68x69 cm

Yoshiko Iwai, Le Salon, 2020, acrylic on canvas, 
35.8× 35.8×1.1in. | 91x91x3cm

ア
ー
ト
・
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
シ
リ
ー
ズ
11
＆
12

「
書
」
を
テ
ー
マ
に
天
理
文
化
協
会
で

「
日
本
現
代
美
術
」
ギ
ャ
ラ
リ
ー
60
で

NY混声合唱団

第20回定期演奏会
11月23日に開催

　

紐
育
男
声
合
唱
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植山慎太郎さんカレンダー2025
クラウドファンディングの返礼で
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